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　　プロローグ




　──朝の日差しと、暑さで僕ぼくは目を覚さました。




　目に映るのは広くて簡かん素そな自分の部屋。

　窓まどから見える夏の朝空と、壁かべの時計を確認した僕は、ベッドの中で大きく伸びをする。

　今日は平日でなく休日。

　いつもならもうちょっと寝ねるのだけど、今日は「ある用事」があり、僕は早めにベッドから起き上がった。

「部屋暑いなぁ……」

　寝る前に窓を開けるのを忘れていたため、部屋の中がむしむししている。

　今いま更さらながら窓を開けた僕は、自分をパタパタと扇あおぎながら朝食を食べるために部屋を出ようとして……異変に気付いた。

「な、なんか……ドアが冷たい」

　木のドアからひんやりとした空気が流れていて、ドアノブも冷たい。

　なんだか嫌いやな予感を覚おぼえながらドアを開けた僕は、一気に流れ込んでくる空気に身を縮ちぢめた。

「さ、さむっ!?」

　屋や敷しきの廊ろう下かはまるで冷凍庫かと思うぐらいに冷たい空気に満たされていて、半はん袖そでの寝ね巻まき姿すがたで、しかも少し寝ね汗あせもかいていた僕の身体からだはブルブル震ふるえ始はじめる。

「な、なにこれ。なんでこんなに寒いの!?」

　と口に出す僕の頭に、一人の女性の姿が浮かび上がってきた。

　そうだ、これはその女性の仕し業わざに間違いない！

　確信する僕は、寒さに震えながら廊下を歩き、階段を下りて一階へ向かう。

　凍こごえる冷気は一階に下りるとますます強くなり、ブルブルという身体の震えに加えて歯がガチガチと鳴り始める。

「メ、メメリアさーん!?　メメメリアさん！」

　この寒さの原因を作り出したと思わしき女性の名前を叫さけびながら一階の廊下を歩く僕の目にある光景が飛び込んできた。

　それは食しよく卓たくの扉とびら。

　そこに『冷やしスライムはじめました』という看かん板ばんが掛けられていたのだ。

　な、なんだろう、冷やしスライムって……。

　寒さにガクガクブルブル震えながら考えていると、ガラガラガラという音が廊下から聞こえてくる。それに振り返れば艶つややかな黒くろ髪かみの女性がサービスワゴンを押して現れた。

「おはようございます、ミカゲ様」

　その女性は、白しら波なみメリアという僕ぼくの家のメイドさんだ。

　いつもはエプロンドレスを着ている彼女だけど、今の服装は温かそうな防寒着姿だった。

「メメメリアさん、家のなななか、さささ寒すぎるんだけどどど。こ、こここれってなななに？」

「先日からミカゲ様が暑がっておりましたので、家の中をキンキンに冷やしておきました」

「キキ、キキンキン過ぎるよよ!?」

「あと、今日は夏らしく『涼りよう』を感じる食べ物も用意させていただきました」

　そう言いながらメリアさんは、サービスワゴンの上に置かれている半円の鉄の蓋ふたを持ち上げる。そこには冷ひやし中ちゆう華かと、そうめんと、かき氷と、さらに山もりに盛られたアイスクリームがあった。

「た、たたた確かに夏らしいけどどど！　こここ、この寒さじゃただの拷ごう問もんだよよよよ！」

「さあ、どうぞ食しよく卓たくへ」

　震ふるえながら訴える僕の言葉を聞き流すメリアさんは、『冷やしスライムはじめました』の看かん板ばんが掛かっている扉とびらを開けてくる。

　さらに一層強い寒風が僕の身体からだを痛々しく包む。部屋の中を見れば何かの兵器かと見み紛まがうぐらいにカスタマイズされた冷房からブリザードが吹き荒れていた。

「さあ、ミカゲ様、食卓にお着きください」

「いいいやいやいや！　ぼぼぼぼぼくくくく、しししししんじゃうから！　ふふふふつううううの温度ににににしててててくくくださいいいい」

「そうですか……残念です。スライムが凍こおるとどうなるかの楽しい実験だったのですが……」

「ススススライムって僕のこととと!?　メメメメリアささささんんん──」

　どうやら冷やしスライムは僕のことだったらしい……。

　それからメリアさんはカスタマイズされた冷房は止めてくれるのだけど、一度冷えた空気はなかなか元に戻らず、僕は震えながら『涼』を感じる料理を食べたのだった。




　それからなんとかかんとか食事を終えた僕は、自室に戻り出かける準備をして玄げん関かんへ向かう。

　玄関扉に手を掛け開けようとしたところで、ふと、凜りんとした声が掛けられた。

「ミカゲ様、今日は学がく園えんでお友達と遊ぶ約やく束そくをしているのですよね」

　振り返ると防寒具を脱いだエプロンドレス姿のメイドが立っていて、僕はドキッとしながらもコクコクと頷うなずいた。

「そ、そうだよ」

「気をつけて行ってらっしゃいませ」

「う、うん」

　見送りを受ける僕ぼくは、胸むねに後ろめたさを感じながらも扉とびらを開けて外に出る。

　メリアさんには魔ま王おう学がく園えんで友達と遊ぶと伝えているのだけど、実は補習で魔王学園に呼び出されたのだ。

　怒られるのが恐こわくて、つい噓うそを吐ついてしまったのだけど。

　あの冷やしスライムの仕打ち……。

　もしかしたらバレているのかもしれない。

　屋や敷しきの中と外の寒かん暖だん差さと、黒くろ髪かみのメイドの存在にくらくらしながら僕は魔王学園に向かったのだった。










　　第一話　　補習とプールと大王イカ




　──日差しがじりじりと照りつける昼下がりの出来事だった。




　セミの鳴き声は一向に止やむことはなく、空を見上げると遠くに大きな入道雲が見える。

　屋や敷しきで冷やしスライムの仕打ちと共にメリアさんに見送られた僕ぼくは、そんな夏の気配を感じながら魔ま王おう学がく園えんで補習──もとい掃そう除じをしていた。汚れても大だい丈じよう夫ぶなように体たい操そう服ふく姿すがたで、ホースで水を撒まき、デッキブラシでゴシゴシとタイルを磨みがいていく。

　僕が掃除しているのは魔王学園のプールだった。近々、プール開きをするということで、魔王学園の屋外に設置されている巨きよ大だいなプールの掃除をさせられていた。

　中間テストをなんとかかんとか切り抜けた僕だけど、やはり未いまだに授業などの成せい績せきが悪く、補習の意味を込めて先生に掃除するように言い渡されてしまったのだ。それと、ずっと前に毒どく沼ぬまの地ち下か迷めい宮きゆうを爆ばく発はつさせてしまったペナルティという要素も含ふくまれている。

「はぁ……」

　僕は溜ため息いきを吐つきながら、デッキブラシをひたすらゴシゴシと動かし続ける。

　さすが魔王の資格を取るための学園施設ということだけあり、プールはとてつもなく巨大で広大だ。今はまだ水は張られていなくて、プールの底を掃除しているのだけど、広さは地平線……はさすがに見えないけれど、土地の無む駄だ遣づかいという言葉が最初に浮かんでくるぐらい広い。下手へたしたら学園の校舎よりも広いんじゃないのだろうか。魔王学園に登校する時にやけに敷しき地ちが広いなと思ったら、こんなものがあったのか……。

　深さもやたら深くて、プールの底へ移動するための鉄の梯子はしごで降りている時に下を見てしまって足がガクガクと震ふるえてしまった。

　また、汚れも普ふ通つうの汚れじゃなくて、なんか、緑色のねばねばでぬるぬるとして少し弾だん力りよくのある──スライムっぽい液体があちらこちらに頑がん固こにこびり付いていた。一体、なんの授業をしたのだろうか……。

「これ終わるのかな……」

　僕は謎なぞのスライム汚れを一つこそぎ落して、もう一度、巨大で広大なプールを見渡す。

　今度行われるという『期末テスト』に、プールの授業が少しだけ関係すると先生が言っていたので、当初は何か役立つ情報やヒントがあるかなと期待して注意深く観かん察さつしながら掃除をしていたのだけど、今ではもうそんなこと忘れて早く掃除を終わらせることだけを考えていた。

　かれこれ数時間はやっているのだけど、綺き麗れいになっているのは、ほんの一角だけ。その他はまだまだ汚れまくっていて、全まつたく終わる気配がしなかった……。

　とりあえずボヤいても仕方ないので、周辺のこそぎ落した緑のスライム汚れをデッキブラシで搔かき集あつめながらプールの壁かべ際ぎわへ運んでいく。

　搔き集め、スライム汚れをどんどん大きくさせながら進むとガラスの壁が見えてくる。

　魔ま王おう学がく園えんのプールでおかしなところは、だだっ広くて深いことと、謎なぞのスライム汚れがあることの他に、プールの壁の一部がガラスになっていてその向こうに簡かん素そな部屋があることだった。水を張ったらたぶん水中を観かん覧らんできる感じだ。

　水族館みたいだな……なんのためにあるんだろう……とか思いながら、スライム汚れをそのガラス壁の前に運んでいく。

　掃そう除じで集めた緑色のスライムはその壁の前にまとめていて、今や大きな塊かたまりとなっていた。さっき掃除した分のスライムをそこに持っていくと、合体してさらに大きくなる。まるでキングスライムみたいだ。

　そんなことを考えながら、スライム汚れの大きな塊を見つめる。

「うーん……」

　ここまで大きくなると、情が湧わくというか、なんだか少し親近感を覚おぼえてしまう。

　たぶんそれはきっと、僕ぼくがスライムだから……──

　いやいやいや、違う違う！

「僕はスライムじゃない……僕はスライムじゃない……」

　僕は慌あわてて首を振った。

　家にやってきたメイドさんにいつもスライムスライム言われているせいで、ついつい自分のことをスライムとか思ってしまった。

　僕はスライムじゃない。スライムじゃないよ！

　自分にそう暗示を掛けながら大きなスライムの塊を見つめていると、

「…………？」

　ふと、目に留とまるモノがあった。

　それはスライム汚れの塊の中。

　緑色の大きなスライムをよく見てみると、その中に丸くて薄うすい機き械かいのようなモノが二つ見えた。

　遠くから見るとそれはまるで目のように見えて、まさか本当にキングスライムになってしまったのか……と、冗じよう談だん半分でじっくりと見つめる。

「ん!?」

　その丸い機械に、僕に似た絵が描かれているような気がしたその瞬しゆん間かんだった。

「──うわあああッ!?」

　──爆ばく発はつした。

　スライムが爆発したというよりも、中にあった丸くて薄い機械が爆発した。

　爆発はスライムの中で起こったので爆音は小さかったが、その代わり、強きよう烈れつなフラッシュと共に緑のスライムが激はげしく爆ばく散さんして、あたり一面、緑のドロドロの世界に変えてしまった。

「…………」

　かくいう僕ぼくも緑のドロドロにまみれている。

　な、なんで爆発したんだろう…………。ていうか、あの機き械かいはなんだったんだろう……。

　啞あ然ぜんとしながら、身体からだに付いたスライムを拭ぬぐっていると僕の後ろから声が掛けられた。

「おい、なにやってんだよ」

　振り返ると、赤毛ツンツンヘアーの赤あか柳やなぎエリトくんだった。エリトくんも以前、地ち下か迷めい宮きゆうを破は壊かいさせたペナルティとして掃そう除じさせられていたのだ。

　エリトくんは、スライムでドロドロになった僕と、緑に染まった壁かべと地面を見て険けわしい表情をしてきた。

「おいおい、なんだこの有あり様さまは。なに遊んでるんだよ」

「いや……遊んでいたわけじゃ……なんか爆発したんだよ……」

「はっ？　意味分かんねーこと言ってさぼってんじゃねぇよ、終わんねぇだろ」

　僕は、その凶きよう悪あくに睨にらんでくる赤毛番長の姿を見て、どうコメントしようか激しく困った。

　エリトくんは掃除道具を持っていなかった。もっと言うと、立ってすらいなかった。

　子分Ａ、子分Ｂ、子分Ｃ、子分Ｄ、と書かれた紙袋をそれぞれ被かぶった謎なぞの黒くろ子こ四人組が、エリトくんを神輿みこし台だいに乗せて担かついでいた。僕にさぼるなとか言ってくる赤毛の凶悪な男子は、そこにあぐらをかいて、腕うでを組み、ただ険しい顔をして鎮ちん座ざしているだけだった。

　子分たちはエリト神輿を担ぎながら、片手でデッキブラシを持ってゴシゴシと掃除している。息をぜーぜー荒げていて、明らかに効率が悪そうだ。

「いや……あの、エリトくんも掃除したら……？」

　おずおずと言う僕に、エリトくんはさらに凶悪な顔をしてきた。

「あ？　俺おれに、こんなぬるぬるの汚いところに足着けろっていうのか？　俺は潔けつ癖ぺき症しようなんだよ」

「そ、そうなんだ……なんか人として、汚れてる気がするけど……」

「あ？」

「す、すみません──！」

　鬼の形ぎよう相そうで睨んでくるエリトくんに、ビビって後ずさった時だった。

　緑色のぬるぬるを踏ふんでしまって、滑すべって転ころんでしまう。

　スライムの上に尻しりもちをついてしまい、びちゃっという音と共に、じわりと水が染しみてくる感覚が広がる。

　急いで立ち上がった僕は、ズボンのお尻にへばりついたスライムを拭うのだけど、運悪く尻もちをついたところには水たまりができていたようで、ズボンは中まで水が染みてしまっていた。

　濡ぬれたズボンのお尻を見下ろしながら、

「うわぁ、パンツまで濡ぬれちゃったよ……」

　と、ションボリ呟つぶやいた瞬しゆん間かん──。

　神輿みこし台だいに鎮ちん座ざしている赤毛の番長が激げつ昂こうしてきた。

「てめぇええ──!!」

「え、な、何!?」

「ふざけんな、んなもん見せんなよぉおおッ!!」

「え!?　えぇ!?」

　僕ぼくの濡れたお尻しりを見るエリトくんは、赤あか鬼おにと表現していいぐらい顔を真っ赤にして、今にも飛びかかってくるんじゃないかと思うぐらい睨にらんできていた。

「な、なんか、ごめんっ！」

　潔けつ癖ぺき症しようとか言っていたし、僕の濡れて汚れた姿が不快に見えちゃったのかな……。あれ……しかもなんか、エリトくん……鼻血出てる!?　そんなにショックだったのかな!?

　僕はとりあえず謎なぞの爆ばく発はつで汚れたここの掃そう除じよりも、エリトくんの視界から外はずれることを優ゆう先せんして、慌あわててその場を移動した。

「…………」

　それからエリトくんから距きよ離りを取った僕の視界の端はし。

　変なモノが映り込んできて、僕はげんなりしながら近づいた。
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「やあ、ドライブ・インくん」

　その変なモノは僕ぼくに気付いて、掛けていたサングラスを外はずしてくる。

「僕はそんな高速道路で一休みできるような名前じゃなくて、暗あん上じよう院いんだよ！」

　僕の名前を当たり前のように間違えてくるのは、金きん髪ぱつのナルシストこと、成なる我がルイくんだった。彼は以前、生物室の薬品を勝手に使用し、悲しきスーパー成我に変身した挙あげ句く、大おお暴あばれ。そのペナルティで、僕たちと同じくプールの掃そう除じをするように言い渡されていた。

　だから、僕たちと同じく一いつ生しよう懸けん命めい掃除しないといけないはずなんだけど……。

　僕は冷さめた目で、金髪ナルシストの姿を見て尋たずねた。

「ねぇ、何してるの……」

「見て分からないかい？　掃除をしているんだよ」

「何をどう掃除してるの？　バカンス気分にしか見えないんだけど」

　成我くんの格かつ好こうは、体たい操そう服ふくじゃなくて、サングラスに、ケバケバしい黄色のブーメランパンツ姿。ビーチチェアに優ゆう雅がに横になり、ビーチパラソルの日陰の下、トロピカルジュースのような鮮あざやかな液体の入ったグラスを傾けている。日陰の下に居るのにめちゃくちゃ日焼けしているし、ブーメランパンツ気持ち悪いしで、さらに僕の心がげんなりする。

　そんな僕に成我くんはウインクしながら言ってきた。

「ジャガイモ君じゃ分からないかな、メークインくん。ボクは今、心の掃除を、し・て・い・る・ん・だ・よ♪」

「心の掃除って、このプールの掃除をしろよ！　今日までに掃除終わらさないと、なんか絶望が胸に刻きざまれる補習しないといけなくなるらしいよ！　あと、僕はそんな煮に込こみ料理に合うイモみたいな名前じゃなくて、暗上院だからね！　いつまで間違い続けるんだよ！」

「ふふっ、もっと心の余裕を持ったらどうだい、アンポンタン君」

「…………」

　この人、ダメだ……。違う世界の住人だ……。

　サングラスを掛け直して、トロピカルジュースを飲む金髪ナルシストに、僕は諦あきらめたように首をふるふる振ってその場を後にしたのだった。

　それから少し歩くと、黙もく々もくとデッキブラシを動かしている薄うすいブロンドの少女──姫ひめノの宮みやユキヒメの姿が目に入ってきて、その下もとへ向かう。

　ユキヒメは特になんのペナルティもないけれど、僕を手伝いに来てくれたのだ。

「……あ、ミカゲくん！」

　僕を視界に捉とらえると、ブロンドの幼おさな馴な染じみは満面に笑みを浮かべてきた。その額ひたいには汗あせが流れており、着ている体操服は少し濡ぬれて身体からだに張り付いていた。

「ユキヒメ、手伝ってくれて、ありがとう。あと、ごめんね」

　そんなに汗をかくぐらい一生懸命、掃除してくれるなんて……。あのバカンス気分の金髪野郎に爪つめの垢あかを煎せんじてがぶ飲みさせてやりたい気分だ。

　涙るい腺せんをじんとさせながら言うと、ユキヒメは首を横に振ってきた。

「気にしなくて大だい丈じよう夫ぶだよ、ミカゲくん！　凄すごく集中しちゃうぐらい、この掃そう除じ楽しいし」

「相当綺き麗れいになってるね」

　周囲を見渡した僕ぼくは感心して言う。

　ユキヒメの掃除していた場所はピカピカの綺麗になっており、緑のスライム汚れは何カ所かにまとめられていた。

「……ん？　でも、なんか変わったまとめ方してるね？」

　なんとなく汚れをまとめた場所に規則性を感じて首を傾かしげていると、ユキヒメが嬉き々きとして言ってきた。

「ミカゲくん！　実はね、これ、上から見るとナスカの地上絵のようにミカゲくんの似顔絵になるの！」

「うわぁ、凄い！　凄いけど……！　凄いけども、喜んでいいのか分からないよ……！」

「今、ヘリコプターで写真撮とってるから、今度、絵ハガキにして送るね！」

「いや、いらないよ！　扱いに困るよ！　ていうか、ヘリコプター飛ばしちゃってるの!?」

　空を見上げると確かにバタバタバタとヘリコプターが上空を旋せん回かいしていた。

　こんな感じでこの幼おさな馴な染じみ──姫ひめノの宮みやユキヒメは昔からスケールの大きいことから小さいことまで徹てつ底てい的てきに僕をネタにしたり題材にしてくる女の子だった。まあ、手伝ってくれているので、文句は言えないけどね！

　可愛かわいい女の子なんだけどなぁ、と前まえ髪がみを綺麗に切きり揃そろえている幼馴染を改めて見る僕は、ふと、その幼馴染の持っているデッキブラシの先を見て目を疑った。

　木製の棒ぼうの先に付いているのは、ブラシではなく、なんかどこかで見たことのあるものだったのだ。

「ユキヒメ、あの、そのブラシの部分ってもしかして……」

「あ、気付いた？　これ、ブラシ代わりにすると、すごく綺麗に取れるんだよ。不良品ミカゲ人形！」

「いやいやいや、それ明らかに用途おかしいでしょ!?　ていうか、すごく惨むごいよ!?　死んだ仲間を生き返らせずに高級ホテルに宿泊する勇ゆう者しや一行のように惨い仕打ちだよ！」

　ミカゲ人形とは、ユキヒメが僕に似せて作ったというぬいぐるみのことだ。そして、不良品ミカゲ人形とは、大量生産されたらしいミカゲ人形の中で、糸がほつれていたり、綿わたが出ていたり、顔が歪ゆがんでいたりという不良品のミカゲ人形のことだ。

　その不良品ミカゲ人形は、今、ユキヒメの持つデッキブラシのブラシ部分にくくり付けられ、汚れたタイルに無残に押しつけられていた。

「見て見て、ミカゲくん！　ほら、この頑がん固こな汚れも不良品ミカゲ人形のデッキブラシ──略してミカゲデッキブラシなら、あっという間に……ごっし、ごっし！　あ、首取れちゃった」

「やめてぇえええ！　なんかもう緑色のぐちゃぐちゃになってるよ！　気持ち悪いよ！　ミカゲ人形、可か哀わいそうだよ！」

「大だい丈じよう夫ぶだよ、正規品のミカゲ人形は、ほら、あの玉ぎよく座ざに座らせてるから！」

　と、斜ななめ上うえを指差してくるユキヒメ。その指を追って見上げると、遥はるか上のプールサイドに豪ごう華かな椅い子すが置かれていて、そこにミカゲ人形がちょこんと置かれていた。

「いや、その格差はなんなんだよ！　不良品のミカゲ人形も、あれの万分の一でいいから、もう少し大事に扱ってあげてよ」

「これはミカゲくんじゃないし、不良品だから仕方ないことなんだよ。この世界は残ざん酷こくで不ふ条じよう理りで、そしてとても美しいの……ごっしごっし……あ、腕うで取れちゃった」

「うわぁああ……！　ユキヒメ、なにか心の闇やみ抱えてない？　すごく渦うず巻まいちゃってない？」

　無残な姿になっていく不良品ミカゲ人形を見てしばらくの間、僕ぼくは嘆なげき続つづけた。

　それから感覚がマヒし、これは仕方ないことなんだ……と、諦てい観かんした僕は、まだまだ汚れの広がっているプールを見て、嘆たん息そくした。

「どうしたの、ミカゲくん」

「いや、このプール掃そう除じ、今日の間に終わるかなぁと思って……」

「大丈夫だよ、ミカゲくん。助すけっ人と呼んだし、ミカゲルンバも頑がん張ばってるから！」

「……??　助っ人も気になるけど、ミカゲルンバってなに!?」

「この前自作した自動で掃そう除じしてくれるロボット掃除機だよ！　丸くて薄うすくて、真ん中にミカゲくんの顔を描いてるの」

「そ、それ、僕である意味ないよね……ただのルンバでいいよね」

　しかも、そのミカゲルンバとやらに僕は見み覚おぼえがあって頭を押さえた。

　たぶんさっき、スライム汚れの塊かたまりの中で爆ばく発はつしたやつだ……。

「ユキヒメ、それ、さっき見たよ。スライムの中に埋うもれてて、なんか爆発したよ」

　嘆なげくように言う僕に、ユキヒメはふむぅと唸うなっていた。

「防犯のために爆発機き能のうを付けたんだけど不具合を起こしちゃったのかな……防水機能付けてなかったし……。まあ、試作段階だから大丈夫だよ、ミカゲくん！」

「全然大丈夫じゃないよ!?　なんで防犯機能が爆発なの!?　命を掃除する気満々じゃん！　ていうか、そもそも防水機能付けてないのになんでプール掃除させたんだよ！」

　こうなるとユキヒメが呼んだという助っ人とやらも何かありそうだ……！

　激はげしく嘆きながら考えた、その時だった。

　突然──シュバッとユキヒメの斜め後ろに、眼鏡めがねを掛けたスーツの男が現れた。

「お嬢じよう様さま、到着しました」

　眼鏡を押し上げて言うその男は、英えい検けん四級と、忍にん者じやの特とく殊しゆ資し格かくを持ったユキヒメの執しつ事じ──一いち郎ろうさんだ。

「やっと来たわね」

　と、その一郎さんにユキヒメが振り向いて頷うなずいた瞬しゆん間かん、

「お嬢じよう様さま！」

　と野太い声が上から降ってきた。

　プールサイドを見上げると、黒スーツの大男が腕うでを組んで立っていた。あれは、一郎さんの弟であり漢かん検けん一級と忍にん者じやの特とく殊しゆ資し格かくを持つ、ユキヒメのもう一人の執しつ事じ──二じ郎ろうさんだ。

　この一郎さんと二郎さんは以前、家の鉄てつ人じんメイドに勝負を挑いどみボコボコにされた経けい緯いを持つ自じ称しよう、忍者最強兄弟だ。

　その忍者最強兄弟の弟、二郎さんはプールサイドでおもむろに両手を合わせると印いんのようなものを組み始めた。

『──秘ひ義ぎ、影かげ分ぶん身しんの術じゆつ！』

　カッと目を見開き忍術を唱となえる二郎さん。

　その数秒後、遠くから大人数の足音が聞こえてくる。しばらくすると黒スーツの大男たちが足並みを揃そろえランニングしながら現れ、プールサイドにずらりと並んだ。それは、まったく影分身じゃないし、印を結んだ二郎さんの手には携けい帯たいが握にぎられているし。

　そんな感じで、忍者最強兄弟は、最強のエセ忍者兄弟でもあった。

　プールサイドにずらりと並んだ黒スーツの大男たちに見み覚おぼえがあって、傍かたわらに居るユキヒメに声を掛けた。

「ユキヒメ、あれって……」

「うん、武ぶ闘とう派は集団にも掃そう除じ手伝うように言ったの」

　武闘派集団とは確か、日当六千円で雇やとわれた二郎さんの影分身（笑）たちだ。

　二郎さんはその武闘派集団が全員揃ったことを確認すると、背せ中なかに手を伸ばし、掛けてあったらしいデッキブラシを取り出してくる。

　そのデッキブラシを天高く突くと、大声を張り上げてきた。

『──我われらの胸むねに宿るは誠実なる正義の筋きん肉にく！　今こそ、この大地に我らの筋肉を猛たけらせ、お嬢様に忠誠をお見せするのだ！』

「「「「「「おぉおう！」」」」」」

　武闘派集団は各それ々ぞれにデッキブラシを取り出すと、天高く突きながら鬨ときの声こえを上げてくる。

　その迫はく力りよくに押される僕ぼくだけど、見み逃のがさなかった。

　二郎さんと、武闘派集団の持つデッキブラシの先には、ブラシではなく不良品ミカゲ人形がくくり付けられているということを……。

『ちなみに日当六千三百円だ！　三百円アップだぞお前らぁ！』

「「「「「「ううぉおおおおおおおお」」」」」」

　と、さらに激はげしく鬨ときの声こえを上げる武ぶ闘とう派は集団。

　うわぁ、忠誠とか言っておきながら、結局お金の結けつ束そくかよ！

『さあ、殲せん滅めつ戦せんの開始だ、戦え──我わが兵つわものどもよ！　かかれぇいぃ！』

「「「「「「おぉおおー！」」」」」」

　二じ郎ろうさんの掛け声を皮切りに、武闘派集団はプールの底へロープを垂たらし、特とく殊しゆ部ぶ隊たいのようにしゅるしゅると降りてくる。そして、降り立った武闘派集団は、力強くミカゲデッキブラシを汚れに叩たたき付つけ、勢い良く掃そう除じを開始し始めた。

　頼もしい！　頼もしいけども！

　なんだろうか……このもやもや！

　どんどんと無残な姿になっていくミカゲ人形たちの姿に僕ぼくはもう見てはいられず、そそくさとその場を去ったのだった。

「…………」

　それから少し離はなれたところへ移動してくると、ふと、ある女生徒が目の端はしに留とまった。

　日差しに晒さらされているというのに生気の欠片かけらも発していない青白い肌はだに、光のない死んだ瞳ひとみの少女……多た々だ野のさんだった。

　多々野さんは、体たい操そう服ふく姿すがたでデッキブラシを持って、端っこでぼーっと佇たたずんでいた。

「…………」

　え……な、なんで居るんだろう……。

　別に多々野さん、ペナルティとかもらうようなことしてないし……。

　も、も、もしかして、手伝いに来てくれた、とかなのかな……。

「…………」

　お礼とか言った方がいいのかな……。

　と、多々野さんに声を掛けてみようと歩あゆみ寄よった瞬しゆん間かんだった。

「うわっ──」

　突風が吹いて、目をつぶってしまう。

　そして、目を開けると、

　──え？

　さっきまでそこに居たはずの多々野さんの姿が消えていた。

「…………」

　周まわりを見渡して後ろへ振り返ると、多々野さんは遥はるか後方でデッキブラシを持ったまま固まっていた。

　い、い、いつの間に移動したんだろう……。

　と思いながらも、お礼を言うために多々野さんの下もとへ近づいていく。

「うっ──」

　しかし、再び突風が吹いて目を閉じてしまい……目を開けると、またも多た々だ野のさんの姿が消えていた。

　──え!?

　と周まわりをキョロキョロ見渡して、後ろへ振り返ると、多々野さんは遥はるか後方でデッキブラシを持ったまま佇たたずんでいた。

　い、いつの間に!?

　そう思いながらもまた近づこうとして突風が──。

　気付くとまたまた多々野さんは違うところへ移動していた。

　そんなことをそれから数回ほど繰くり返かえして僕ぼくは気付いた。

「綺き麗れいになってる……！」

　多々野さんが佇んでいたところは、すごくピカピカになっていたのだ。

　凄すごい、凄いけどさ……！

　感心するのと同時に、僕は内心ガクガク震ふるえていた。

　多々野さん……謎なぞっていうか、怪かい奇き現げん象しようすぎるよ……なんなのあの子！

　お、お礼とかは、今度機き会かいがあった時にでも言おう……怖こわいし……なんか近づけないし……。

　僕は、ただのしかばね、のように微び動どうだにせず立たち尽つくしている謎の女生徒にガクガク震えながら距きよ離りを取ったのだった。

　そうするとその近くで違う女生徒が視界に入り込んできた。

　その女生徒は、体たい操そう服ふくを着たツインテールの少女。

　緑色のスライム汚れで大きな魔ま法ほう陣じんのようなものを描いており、その中央に立っている。そして少女は、そこで片手を額ひたいに当て、もう片手にはデッキブラシを刀のように持って不敵に笑っていた。

「ふふふ、我われの第三の目によって描かれた無む限げん暗あん黒こく宇うち宙ゆう魔まり力よく防ぼう御ぎよ法ほう陣じんはいかなる攻こう撃げきも無効化する──そして、この第三の目を解放した時、この無限……なんとか防御法陣は攻撃法陣へと変化する！　ふふふ！」

　この中ちゆう途と半はん端ぱで痛々しいセリフは、間違いなく仲なか弐にさんだ。

「な、なんでいるんだろう……」

　仲弐さんも別にペナルティを喰くらうようなことはしていないし。

　なんか……嫌いやな予感がする。

　そう不安に思いながら遠目に眺ながめていると仲弐さんは、突然「きえええええええい」と奇き声せいを発して、額に当てていた手を振り払った。

　その額には、第三の目が存在していた──いや、まつ毛の長いキラキラ瞳ひとみの少しよう女じよ漫まん画が風ふうの目が描かれていた。

「飛ひ天てん○剣つるぎ流りゆう──九く頭ず龍りゆう閃せん！」

　その技名を皮切りに、持っていたデッキブラシをブンブンと振り回し始める仲なか弐にさん。

「うわっ──」

　汚れめっちゃ飛んでくるし！　振り回すだけで、全然、九く頭ず龍りゆう閃せんじゃないし！　てか、さっきの無限なんちゃら法ほう陣じんはどうなったんだよ！

　暴ぼう走そうする痛々しい少女は、それからさらにデッキブラシを振り回しては、土ど龍りゆう閃せんとか言いながらスライム汚れを撒まき上あげてきて、汚れの散り具合が半はん端ぱじゃなかった。

「…………」

　仲弐さん……たぶん……おそらく、掃そう除じの手伝いに来てくれたんだと思うけど、逆に汚しているよ……。多た々だ野のさんが綺き麗れいに掃除したところとかも元の状態に戻っちゃってるよ。

　汚れていく周まわりを見渡していると、ふと、多々野さんが視界に……。

「…………」

　うわぁ、多々野さん、めっちゃこっち見てる。死んだ目でこっち見てるよ！

　ひたすら見えない敵と戦っては汚れの飛ひ沫まつを散らしまくる仲弐さんと、死んだ目で見てくる多々野さんから距きよ離りを取っていると、ある男子生徒が猛もうスピードで僕ぼくの横を走り去っていった。

　その姿を目に留とめた僕は、驚おどろいてその後ろ姿に声を掛けた。

「──隼はやぶさくん!?」

　足を止めた男子生徒──隼くんは振り返ってくる。

　風の抵てい抗こうを考えて後ろへ尖とがらせた独特の髪かみ型がたに、走るのを止やめてなお腿ももを上げて走る準備をかかさないその男子生徒は、隼くん以外の何ものでもない。

　……隼くんも別に掃そう除じを言い渡されていないし、なんで居るんだろう。

　も、もしかして手伝いに来てくれたのかな？　と尋たずねようとした瞬しゆん間かんだった。

「このスライム、なかなかの粘ねん着ちや具くぐ合あいで、この上を走ると良いトレーニングになるっす」

「え、そ、そうなんだ……」

　思ってもみなかった言葉にうろたえながら頷うなずく僕ぼくを置いて、隼くんはクラウチングスタートの構かまえをして颯さつ爽そうと走り去っていく。

「…………」

　走る隼くんは、スライム汚れを踏ふん付づけては汚れを飛び散らせ、さらにスライム汚れの足あし痕あとを残していった。

　あの人、トレーニングしにここへ来たの!?　邪じや魔ま者もの以外の何者でもないよ!?

「はぁ……こんなことしている場合じゃない……」

　僕はもう一度、ぐるっと広大なプールと、その中に居るみんなを見て、掃除を再開したのだった。




　日が落ち始めて周まわりを見渡す。

　武ぶ闘とう派は集団や他のクラスメイトが手伝ってくれたり、くれなかったりしたわけなのだけど、まだまだプールの掃除は半分も終わっていなかった。

「やっぱり……これ終わらないよ……」

　と、がっくりとうな垂だれながらも、諦あきらめ悪わるくデッキブラシを動かしていた時だった。

「ミカゲ様──」

　聞きき覚おぼえのある静かで凜りんとした声が背はい後ごから聞こえてくる。

　ハッとして振り返ると、艶つややかな黒くろ髪かみの美しいエプロンドレスのメイド──メリアさんが少し離はなれたところに立っていた……のだけど。

「──見ない間にずいぶんと小さくなられましたね。夕食をもっと増やした方がいいかもしれませんね……」

　と、その美しいメイドさんは、スライム汚れの塊かたまりに喋しやべりかけていた。

　う、うん。あれは明らかに僕と喋っている風だ。

「もしもーし、メリアさーん」

　僕ぼくはメリアさんの下もとに駆かけ寄よってから、未いまだにスライム汚れに喋りかけている横顔に声を掛ける。

「ミカゲ様……」

　するとメリアさんは少しハッとした顔で僕を見てから、もう一度スライム汚れを見て、それから何度か視線を往復させて言ってきた。

「ミカゲ様が……二人……いや──」

　と、周まわりの汚れを見るメリアさんは、切れ長の瞳ひとみを大きくして言ってきた。

「ミカゲ様が……たくさん居る……」

「そ、それ、本気で言ってる!?　明らかに周りのは僕じゃないでしょ！　ていうか、人間ですらないからね!?　汚れだからね!?」

「そうですね。申し訳ありませんでした、ミカゲ様」

　メリアさんは頭を下げるのだけど、その相手は僕ではなく、スライム汚れの塊かたまりだった。

「もしもーし、メリアさーん、速攻で間違えてるよー」

「すみません、なかなか見分けがつかないもので……」

「な、なんなの、なんでそんなに精神抉えぐってくるの!?　僕のＨＰマイナスに吹っ切れてるよ！」

　頭を抱えて訴える僕に、メリアさんはいつもの無表情のままで言ってきた。

「ミカゲ様が、正直に補習のことを話してくだされば、スライム間違いをすることはなかったのですが」

　その言葉にうっと息を詰つめてしまう。

　そうだ、僕はメリアさんに補習のことを隠かくしていたんだ……。

「……やっぱり分かってたの？」

　申し訳ない気持ちで尋たずねると、メリアさんは頷うなずいてきた。

「ミカゲ様は噓うそが下手へたですからね。ばればれです」

「ごめん、メリアさん……」

　うな垂だれるように謝あやまる僕ぼく。

　黒くろ髪かみのメイドは、やれやれというような吐と息いきをもらすと、汚れたプールを見渡して言ってきた。

「帰りが遅いので来てみたのですが……やはり、まだ終わってないようですね」

「う、うん……予想以上に、ここ広くて……」

「確かに、一日で掃そう除じが終わるようなところではないですね」

　頷くメリアさんに、僕は申し訳ない気持ちを抱きながらおずおずと頼んでみた。

「メリアさん、も、もしよかったらさ……手伝ってくれないかな？」

「ここの掃除のお手伝いですか？」

「うん……メリアさん、掃除とかもスゴイし。手伝ってくれたら……筋きんトレ、もっとちゃんとするからさ」

　あまりにも僕がひ弱なので、中間テストが終わってから、メリアさんに筋トレをしろと言われていたのだ。

　やっぱりだめかな……と思ってメリアさんを見ていると、予想に反して首を縦たてに振ってきた。

「いいですよ……まあミカゲ様は、戦せん闘とう力りよくマイナス五のへっぽこスライムですからね」

「へ、へっぽこスライムって──酷ひどくない!?　ていうか、戦闘力マイナス五ってどういう状じよう態たい!?」

「常つねに自分を自分で殴なぐっている状態です」

「さすがの僕もそこまで酷くないよ！」

　そう僕が叫さけんでいると、メリアさんはコホンと咳せき払ばらいをして言ってきた。

「まあ、真実は置いておいて……」

「冗じよう談だん、じゃないの!?」

「学園の先生に伺うかがってみましたら、私も手伝っていいとのことだったので、お手伝い致します。その代わり家に帰りましたら、腕うで立たて五百回、腹ふつ筋きん五百回、背はい筋きん五百回、懸けん垂すい五百回、ベルちゃんと命を懸かけた戦闘十回、米こめ粒つぶにスライムと書き込むのを百粒、僕はへっぽこスライムですと叫びながらの庭のランニングを三十分やってもらいますので……」

「あああ──やっぱり、手伝わなくていいよぉお！」

「いえいえ、私のことはお気になさらず」

「気にするのは筋トレのメニューだよ！　明らかに筋トレじゃないのが混ざってたよ！」

「──では、掃そう除じ始めますね」

　言葉を聞かず僕からデッキブラシを奪うばい取とってくるメリアさん。

　制止しようとする僕を尻しり目めに、メリアさんは、デッキブラシをくるくるとヌンチャクのように回し、地に振り下ろす。そして、しなやかな腰こしを低く落とすと、地を蹴けり上あげ旋せん風ぷうを巻き起こしながら走り始めた。それはロケットエンジンでも積つんでいるのではないかと思ってしまうぐらいの超ちようスピードだ。

「は、速い…………」

　手伝ってくれているのか邪じや魔ましているのか分からない他のみんなを華か麗れいに避けて、メリアさんは凄すさまじいスピードでプールを綺き麗れいにしていく。

「凄すごすぎるよ、メリアさん……」

　それから、三十分もしないうちにプールは、鏡かがみのように綺麗になっていて、中央には集められたスライム汚れの巨きよ大だいな塊かたまりが出来上がっていた。

「終わりました、ミカゲ様」

　その巨大なスライムの塊に報告しているメリアさん。

　違うからそれ違うから！

　う……うん、ツッコミは後に回しておこう……。

「…………」

　しかし僕たちは一体さっきまで何に時間を掛けていたのだろう……。

　僕は改めて勇ゆう者しやの特とく殊しゆ資し格かくを持つメイドの凄さを芯しんから感じる。そして、同時にその鉄てつ人じんメイドに告げられた筋きんトレメニューにガクガク震ふるえながら、未いまだに巨きよ大だいスライムと僕ぼくとを間違えて会話しているメリアさんに、お礼とツッコミを言いに行ったのだった。




　そんなこんなでプール掃そう除じを終え後片付けをする僕たち。

　エリトくんの子分たちはせっせと掃除道具を仕し舞まっていて、神み輿こしに担かつがれているエリトくんはすごくチラチラとこちらを見てきている。まだ怒ってるのかな……。成なる我がくんは、未だにバカンス気分のままでビーチチェアで爆ばく睡すいしている。武ぶ闘とう派は集団と忍にん者じや兄弟は後片付けをしながら勝かち鬨どきを上げていて、ユキヒメは残ざん骸がいと化したミカゲブラシを見てニコニコしている。あの笑顔が怖こわいよ……。多た々だ野のさんの手にはもうデッキブラシはなく死んだように立たち尽つくしている。仲なか弐にさんも、もうデッキブラシを片付けたようで、プールの壁かべを相手にパンチを放ち二ふた重えの極きわみを練習しているようだった。あと、隼はやぶさくんは未だにクラウチングスタートからのスタートダッシュを練習していた。ホント何しに来たんだよ。

「先生に掃除が終わったこと報告してくるね！」

　聞いているか分からないけど、みんなに言って僕は職しよく員いん室しつへ向かう。

　休日だということもあり学がく園えん内に仕掛けられたトラップは稼か働どうしていなかった。ただ、最後の職員室の扉とびらに仕掛けられた地味ながらにウザい黒板消しトラップだけは、しっかりと稼働しており、しかも二に段だん構がまえにバージョンアップしていて、一発目はなんとか避けた僕だけど、二発目の直ちよく撃げきを喰くらい頭を真っ白にしてしまった。近くの壁に掛けられている黒板に『ダンジョンは帰るまでがダンジョンです』という謎なぞの文もん言ごんが書かれていて、とても微び妙みような気分になった。

「失礼します……」

　職員室に入ると、休日なので閑かん散さんとしていた。

　入り口付近はデスクや椅い子すや本ほん棚だななど、普ふ通つうの職員室の光景が広がっている。そして奥に行くにしたがって明らかに人が座る用じゃない巨大な玉ぎよく座ざやら、何とも言えない不気味な彫ちよう像ぞうやら、怪あやしい光を放つ柱やらの異様な光景が広がっていた。いつもは教きよう師しが行き交い雑然としているので気付かなかったのだけど、職員室の奥に荘そう厳ごんたる扉が見えて、そこには「校長室」という文字が見えた気がした。しかしどういう仕組みになっているのかその扉の周まわりには霧きりが立ち込めていて、しかも、堀ほり……というか川みたいなものまで存在していた。自分でも何を言っているのか分からないし、全まつたく魔ま王おうに関係していない気がするのは僕だけだろうか。

　とりあえず、部屋の構造とか意味を考えると頭が痛くなるので、僕ぼくは視線を伏ふせて先生のデスクへ向かっていく。

　途中、自分の身長よりも大きな二本の角つのを着つけた先生や、張りぼての翼つばさを着けた先生や、世せい紀き末まつ覇は者しやみたいな先生と擦すれ違ちがった気がしたけど、とりあえず全部スルーした。

　それから少し歩くと、デスクに座る黒いフードマントに身を包んだうちのクラスの先生が見えてくる。

「…………？」

　気付けば、その先生の側そばに長い金きん髪ぱつの女生徒が立っていた。

「……今度……期末テスト……用意……わ……」

　近づくと二人からそんな会話が聞こえてくる。

　期末テスト……。

　その単語に興きよう味みを引かれながら近づくと、金髪の女生徒は僕に気付いて口をつぐんでしまう。

　それを残念に思いながら、女生徒の顔を正面から見た僕はハッと息を吞のんだ。

「…………」

　その女生徒は、とても綺き麗れいな顔立ちだった。髪かみには赤い星……いや、ヒトデ？　のような髪飾りをしていて、凜り々りしいというより、氷のように冷たく厳きびしい雰ふん囲い気きを纏まとっている。

　先生と大事な話をしていたみたいだけど、この女生徒は誰だれなんだろう……。

　と思いながら、まじまじと見つめていると、女生徒は鋭するどく睨にらんで言ってきた。

「貴き様さま、何をじろじろ見ている」

「……す、すみません」

　その高こう圧あつ的てきな物言いにたじろぎながら謝あやまっていると、デスクの椅い子すに座っていた先生が咳せき払ばらいをしてきた。

　見れば、先生はマントの裾すそから覗のぞく美び脚きやくを組んで僕ぼくに女生徒を紹しよう介かいしてきた。

「暗あん上じよう院いん君、彼女は佐さ紋もんアヤネさん。暗上院君より一つ上の上級生ですよ」

「上級生……？」

「はい。それと、生徒会の副会長をやってもらっています」

「生徒会!?」

　入学してまあまあ日にちは経っているけれど、この魔ま王おう学がく園えんに生徒会があったなんて初めて知った……。そもそも上級生と絡からむ機き会かいなんてほとんどなかったので、こういう風にちゃんと上級生の人を上級生だと思って会うのは初めてかもしれない……。

　そう思っていると、先生はまるで僕の心を読んだかのように言ってきた。

「入学初期の頃ころは、自分たちは魔王だということを自覚してもらうために、敢あえて上級生や生徒会などの上の人たちと触れ合わせなかったのですよ。ちなみに、二年生の教室は学園施設の上で、三年生は地下深くです」

「そ、そうなんですか!?」

　新あらたな事実に目を丸くしながら、僕より一つ上の上級生──つまり二年生であり、生徒会副会長だという女生徒──佐紋アヤネ先せん輩ぱいに自じ己こ紹介をした。

「暗上院ミカゲです、よ、よろしくお願いします」

「よろしく」

　と、鼻を鳴らして一言だけ返してくる佐紋先輩。

　その厳きびしい雰ふん囲い気きに戸と惑まどいながら僕は、そういえば、と先生と佐紋先輩に言った。

「さっき大事な話をしていたんじゃないですか……邪じや魔ましてすみません」

　謝あやまると、先生は何でもないように言ってきた。

「佐紋さんと一年生の期末テストのことについて話し合っていたんですよ」

「期末テストですか……」

　すごく気になる内容だ。

　みんなのために何か情報を得られないかな……。

　と佐紋先輩の威い圧あつ感かんにビビりながらも探さぐりを入れるための言葉を考えている時だった。

「私はここで失礼します──」

　と、佐紋先輩が先生に頭を下げてくる。

　そして、長い金きん髪ぱつを揺らして踵きびすを返して歩き去っていく先輩は近くのデスクの物影に声を掛けていた。

「行くぞ、一号」

　一号？

　首を傾かしげていると、そのデスクの物影から、

「へい、お嬢じよう！」

　という返事と共ににゅるにゅると何かが出てくる。

　その出てきたモノを見た僕は口をポカンと開けてしまった。

　デスクの物影から出てきたモノ。

　それは丸い頭と突き出た口。八本ある足を蠢うごめかせるそれは、海の軟なん体たい生せい物ぶつである──赤い『タコ』だった。

　ただ本物のタコじゃないというのは一目で分かる。サッカーボールほどあるそのタコは、マスコット人形のようにデフォルメされた可愛かわいいタコだった。

　なんだろう、このタコ……。佐さ紋もん先せん輩ぱい、一号とか呼んでたけど？　あと、踏ふんでるけど……。

　疑問に思いながら見つめていると、タコは突き出た口をニヤリとした笑えみに変えて僕に言ってきた。

「まあせいぜい期末テスト頑がん張ばりな」

「…………え」

「行くぞ、一号」

　去っていく佐紋先輩に声を掛けられたタコは「すみません、お嬢！」と慌あわてて返事をする。

　そして、そのタコの頭の天てつ辺ぺん部分がスライドしたかと思えば、プロペラのようなモノが出てきて回転し始めた。

　それからヘリコプターのように宙ちゆうに舞まうタコは、僕に「あばよ」と言うと先輩の背せ中なかを追いかけていく。
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「…………」

　ただただ呆ぼう然ぜん……。

　長い金きん髪ぱつの先せん輩ぱいと、ヘリコプターのように宙ちゆうを舞まって移動するタコを見送る僕ぼくは、しばらくして先生に疑問の目を向けた。

「せ、先生、あれは……」

「あれは、佐さ紋もんさんが従えているロボットですよ」

「ロボット!?」

　驚おどろきと戸と惑まどいに苛さいなまれる僕に、真っ黒なフードマント姿の先生はコホンと咳せき払ばらいをして言ってきた。

「ちなみに暗あん上じよう院いん君、先生は美のカリスマを従えていますよ」

　と、組んでいる美び脚きやくを何度も何度も組み替えて見せてくる先生。

「…………」

　う、うわぁ……リアクションに困る……。

　僕はリアクションする代わりに、ここにやってきた当初の目的を思い出して先生に伝えた。

「そ、そうだ、先生、プール掃そう除じ終わりましたよ」

　脚あしの組み替えを止やめた先生は、感心したように頷うなずいてきた。

「そうですか、よくあの広さを終わらせられましたね」

「みんなに手伝ってもらったので……でも、あのプールのスライムみたいな汚れはなんなんですか……」

「あれは、上級生の授業で作った、トラップを作成するための接着剤の残りカスです。乾くとすごくくっ付きますよ」

「そ、そうなんですか……」

　プールで接着剤を作成する意味が分からないし、そもそもプールでかすぎるし、ホント無茶苦茶だな……。

　嘆たん息そくする僕は、職しよく員いん室しつから去っていく生徒会副会長と、宙ちゆうを舞まうタコにもう一度視線を向ける。

「はぁ……」

　改めてこの学がく園えんはヘンテコだと感じた僕は、二度目の嘆息をするのだった……。




　　　　＊＊＊




　そんなプール掃そう除じの補習から数日経って──




「みなさん、水着に着替えてプールに集合してくださーい」




　体育の時間。

　学園の広大なプールに僕ぼくたちは水着姿で集まっていた。

　全員、水着姿で開放感のある中、先生だけは、いつもと変わらず頭からすっぽりと黒いフードマントを着込んでいた。マントの裾すそから美び脚きやくがちらりちらりとは見えるけれど、それ以外の肌はだ色いろが見えない……。かなり日差しが照っているので、暑そうだなぁと思うのだけれど、先生のそのフードマントの中身は実は下着姿なので大だい丈じよう夫ぶなのだろう……。

「ちなみに先生のフードマントの中は、今は水着姿ですよ、暗あん上じよう院いん君」

　な、なんで名指されたんだろう……。

　先生の水着姿は気にならないわけでもないけど、先生って顔に禍まが々まがしい呪のろいの仮面を被かぶっているんだよね……。なんかシュールな絵え面づらになりそうだ。

　どうリアクションしても良い結果が得られそうになかったので、僕は「そうなんですか……」

　と当あたり障さわりなく頷うなずいてから、水の張られたプールを眺ながめた。

　……やっぱり広いなぁ。

　この前、このプールを掃除した時も広い広いとは思っていたけれど、実際に水の張られたプールは湖みずうみのような広大さと存在感を半はん端ぱなく発はつ揮きしていた。うーん、コースは一体、何コースあるんだろう……？　延々と続くコースを目算してみるけど、すぐに分からなくなって諦あきらめた。

　そうしていると、先生が僕たちを見渡して告げてきた。

「えー、今日は、このプールを泳ぎ切るのが授業です」

　プールを泳ぎ切る……。

　その授業の内容を聞いて僕は、少しホッとした。

　確かにプールは広くて泳ぎ切るのは大変そうだけど、無理ではない。

　魔ま王おう学がく園えんなので、何か変なことが起きたり、授業の内容が変だったりするんじゃないかと内心ビビっていたのだけど、泳ぎ切るだけならなんとかなりそうだ。

　と、思っていると先生の視線が僕に降ふり注そそいだ。

「では、暗あん上じよう院いん君に最初に泳いでもらいましょうか」

「はい」

　ちょっと自信を持ちながらプールのコースに歩いていく。

　泳ぎは昔、じいちゃんに教えてもらったんだよね……。

　その昔の光景を思い出すと胸むねがズキッとして目がうるうるしてしまう。

　それを振り払うようにコースに立ちプールを見下ろした僕は、今いま更さらながらに異変に気付いた。

「ん？　水が濁にごってる？」

　プールの水は少し灰色に濁っていて深いプールの底がよく見えなかった。

　あんなに掃そう除じしたのになんで濁ってるんだろう……。

　と首を傾かしげていた時だった。




　──ズドォオオアォアン！




　と、プールの中央から何かが噴ふき出でてきた──いや、何かが出てきた。

「────!?」

　プールの中央から出てきたもの……。

　それは、太くてうねうねとした触しよく手しゆだった。

「な、な、なななんですかアレぇえええ!?」

　叫さけぶように先生に振り返って尋たずねると、先生は何を驚おどろいているんだろうと言わんばかりの平静な声で答えてきた。

「あれは、大だい王おうイカですよ」

「大王イカ!?　いやいやいや、なんで大王イカがプールに居るんですか!?　ていうか、先生、あの大王イカ、デカ過ぎませんか!?　触手一本が、樹じゆ齢れい百年の大木ぐらいの太さありますよ!?」

「まあ、大だい王おうイカはクラーケンとも言われていますからね」

「クラーケンって、海のモンスターですよね!?　じゃあ今プールで暴あばれているのはモンスターなんですか!?」

「さあ、どうでしょうね」

　と含ふくみのある言い方をする先生は、プールの水を見て不敵に笑っていた。

「ちなみに、この水の濁にごりは大王イカの墨すみですよ、ふふ」

　そう先生が言う間にも、プールからは続々と太くて長い触しよく手しゆが突き出て、うねうねとしていた。

「…………」

　モンスターは確かに存在しているけれど、とてつもなく珍めずらしい存在で、そこらへんにほいほい居るような存在ではない。しかし、プールで蠢うごめく大王イカの触手の太さは僕ぼくの知っている大王イカとは桁けたが違うし、本当に海のモンスター──クラーケンなのだろうか……。

　もしかしたら……ロボット？　いや、でも魔ま王おう学がく園えんのことだから本当に海のモンスターをプールに連れてきたりすることもあるかもしれない……。

　なんてことをぐるぐる考えながら、暴れる超ちよう巨きよ大だいな大王イカの触手に啞あ然ぜんとしていると、先生はコホンと咳せき払ばらいをしてきた。

「じゃ、暗あん上じよう院いん君、頑がん張ばって泳ぎ切ってください」

「いやいやいや、泳ぎ切るって、死にますよ！　大王イカの触手めっちゃ暴れてますよ！　引きずり込まれますよ！」

「大だい丈じよう夫ぶですよ、魔王であれば、大王イカの一匹や二匹や百匹ぐらいどうってことありません。すごい魔王は大王イカでアーチを作れるらしいですよ、たぶん」

「いや、たぶんって!?　危なすぎますよ、マジで!?」

「この授業も期末テストに関係してきますからね、これぐらいのことは乗り越えてもらわないといけません」

「とは言っても……」

　みんなもこんな授業、不安に思っているはずだよ……。

　と、クラスメイトたちを見るのだけど、みんな、特に驚おどろいた様子もなく和気あいあいとお喋しやべりしていた。

　いやいやいや──！　おかしくない!?　みんなもっと驚こうよ！　危き機き感かん持とうよ！

　自分だけ浮いているような感覚に嘆なげいていると、先生は僕ぼくを急せかすように言ってくる。

「さあさあ、暗あん上じよう院いん君、早く泳いでください！」

「うぅ……」

　と、唸うなりながらプールを見ると、大王イカの触手の一本は暴れまくり、他の触手はなぜかハート形を作ったり、星形を作ったりしていた。

「暗上院君、何してるんですか、泳いでください」

「いや、ムリムリムリ！　無理です！　大だい王おうイカ、完全になんか遊んでますもん！　暇ひまを持て余して、待まち構かまえてますもん！」

　そう必死に訴える僕に、先生は溜ため息いきを吐つきながらふるふると首を横に振ってくる。

「しょうがないですね……」

　と、呟つぶやいた先生は更こう衣い室しつの近くにある倉庫へ向かっていった。

　それからしばらくして、倉庫から出てくる先生は、ある大きなモノを抱えていた。

「せ、先生、そ、それなんですか!?」

　それはなんだかよく見たことのあるようなモノだった。

「等身大ミカゲ人形です」

「等身大ミカゲ人形!?」

　先生の抱えているのは、僕にそっくりに作ってあるぬいぐるみ──ミカゲ人形だった。ただ等身大と名が付くだけあり、僕の背せ丈たけと同じ大きさだった。

「これは姫ひめノの宮みやさんの家から大量に寄き贈ぞうしてもらったうちの一体です。ちなみに不良品だそうです」

「不良品寄贈したの!?」

　ていうか、ユキヒメ、なに変なモノ作ってるんだよ！

　と、ユキヒメを探して抗こう議ぎの視線を向ける。

　ブロンドの幼おさな馴な染じみは女生徒たちとお喋しやべりしていて、僕ぼくの視線に気付くと生徒と生徒の隙すき間まから親指をグッと立てて、にこやかに笑ってきた。

　……グッじゃないよ！

「では、この等身大ミカゲ人形で安全性を確かめてみましょうか」

　そう言ってくる先生は、抱えている等身大ミカゲ人形（不良品）をポーイとプールに投げ放った。

　水しぶきを立てて着水する等身大ミカゲ人形。

　静かにプールを漂ただよう等身大ミカゲ人形はとても穏おだやかな顔をしている。

　それからしばらくミカゲ人形は安あん穏のんと漂い続けて、本当に安全なのかと思った、その時だった。

　それはまさに一いつ瞬しゆん。

　大王イカの巨きよ大だい触しよく手しゆが勢い良く現れたかと思えば、刹せつ那なのうちに等身大ミカゲ人形に絡からみ付つき、そのまま水中に引きずり込んでいった。

　──ギュジャグギュウスウアワアアアアアアア！

　そんな奇き声せいが水中から聞こえたかと思えば、何かが浮かんでくる。

「────!?」

　それは、ズタズタのぐちゃぐちゃにされた等身大ミカゲ人形の残ざん骸がいだった。

　それを見てうんうんと頷うなずく先生は、明るく僕に言ってきた。

「まあ、という感じで安全性が分かったでしょう、暗あん上じよう院いん君。さあ泳いでください」

「いやいやいやいやいや、どこが安全なんですか!?　危険しかないじゃないですか！　余計行けなくなりましたよ！」

　全ぜん身しん全ぜん霊れいで拒きよ否ひしていると、一人の男子生徒が前に出てきた。

「ふん、俺おれが行く」

　その男子生徒はツンツン赤毛の赤あか柳やなぎエリトくん。

　髪かみの色と同じ赤い海パンをはいたエリトくんの、露あらわになった上半身は筋きん肉にくで引ひき締しまっていた。

「ビビるからいけないんだよ、見ておけよ」

　そう僕に言う赤毛の番長は、ゴーグルを掛けてプールのコースに仁に王おう立だちをする。

　だ、大だい丈じよう夫ぶかな……と、視線を送っていると、何処どこからともなく、子分Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄが現れた。

　エリトくんの周まわりに集まった子分たちは、簡かん単たんな準じゆ備んび体たい操そうをした後に、プールの水を自分たちの足先から少しずつ心しん臓ぞうへ向けてかけていくという入念な準備をし始める。それから子分たちは用意していた神輿みこし台だいにエリトくんを乗せ担かつぐと、プールに入り泳ぎ始めた。

　神輿を担いでいるにも拘かかわらず、なかなかのスピードで泳ぎ進めていく子分たち。

　それから順調に泳いでいき、プールの真ん中まで差しかかった時だった。

　うねうね遊んでいた大だい王おうイカの触しよく手しゆの一本が水中に沈しずんだかと思えば、子分Ｃが突とつ如じよ、プールの中に消えていった。

「────」

　仲間を失った悲しみのせいか、神輿みこし台だいのバランスが崩くずれたせいか、子分たちの泳ぐスピードがガクリと落ちる中、また一人……それからまた一人と、水中へ引きずり込まれていく。

　一人では神輿台を担いで泳げないのか、一人残った子分Ｄは神輿台からエリトくんを降ろすと背せ負おって泳ぎ始めた。

　それから子分Ｄは必死に必死に泳ぎ続けて、なんとかエリトくんを無事に向こう岸に運ぶことに成功する。プールサイドに立ったエリトくんを確認する子分Ｄは、自分もプールサイドへ上がろうとするのだけど、その瞬しゆん間かん──無情にも水中から現れた巨きよ大だい触手が子分Ｄの足に絡からみ付つき、そのまま引きずり込まれていく。抵てい抗こうしていた子分Ｄだったが、無理だと悟さとったのか最後は緩ゆるやかに親指を立てて水中に沈んでいった。

「…………」

　な、なんと壮そう絶ぜつな……。

　啞あ然ぜんとする僕だけど、プールの向こう岸に立ったエリトくんは、沈んでいった子分たちに目もくれず、ゴーグルを外はずしている。そのゴーグル着つける意味あったのかな……。

　どうだ、と言わんばかりにこちらを見てくるエリトくんに先生は大きく頷うなずいていた。

「手下の屍しかばねを越えて行くとは……九十点です！」

　当たり前だ、という態たい度どで腕うでを組んでいるエリトくん。

　先生は、うんうんと頷いてから「じゃあ、次に泳いでもらうのは……」と、クラスメイトたちを見渡し始めるので、僕ぼくは子分たちの沈しずんだプールを見て慌あわてて言った。

「──せ、先生、子分たち助けなくていいんですか!?　ぶくぶく泡あわ出てますよ!?」

「では次に──」

　しかし、先生は子分たちには完全スルーで泳ぐ生徒を指名していた。……まあ、たぶん、子分たちは大だい丈じよう夫ぶなんだろうね。超ちよう泡出てるけどね。うん。

「成なる我が君お願いします」

「オーイエェー、そろそろ呼ばれると思ったよ」

　そんな気取ったような、間ま延のびしたような声が聞こえてくる。

　その方向へ目を向けると、金きん髪ぱつのナルシストこと成我くんはこの前の掃そう除じと同じ格かつ好こう──サングラスを掛け、目がちかちかするショッキングイエローなブーメランパンツをはき、ビーチチェアに横になりビーチパラソルの日陰でバカンス気分だった。そして片手にはトロピカルジュースのような液体の入ったグラスを持っている。

　なんかもう、ツッコムのもバカらしい……。

「成なる我が君、このプールを泳いでください」

「オーイエェァア」

　とかなんかイラッとする掛け声を上げながら、サングラスを取った成我くんはビーチチェアからようやく立ち上がった。

　それから片手にトロピカルジュースのグラスを持ったまま成我くんは、クロス気味のウォークでプールのコースへ向かっていく。

　コースに片足を乗せグラスを傾かたむける金髪ナルシストは、一面に広がるプールと水面で蠢うごめく触しよく手しゆを眺ながめると溜ため息いき混じりに口を開いた。

「うーん、ボクのようにコバルトブルーに輝かがやいているねぇ」

　どこがコバルトブルーなんだよ。プールの水一面灰色だし、お前の水着ショッキングイエローだろ……。もうほんと、意味が分からないから、さっさと泳げよ。

　僕ぼくの冷さめた視線をものともしない成我くんは、優ゆう雅がに前まえ髪がみを搔かき上あげてから、持っていたグラスからジュースを飲み始めた。

　ごくごくと動く喉のどを見つめながら、気き管かんに入ってむせろ、とか思ったりしていると──突然。

「ぐうぅるうあああああああ──」

　と、成我くんが猛もう烈れつな雄お叫たけびを上げ始めた。

　え、何!?　本当にむせちゃったの!?

　ん？　あれ、なんかこのシーンどこかで見み覚おぼえが……。

　そんな既き視し感かんに苛さいなまれる中、成我くんの細身の身体からだはみるみると変化していく。

　骨格がバキバキと逞たくましくなり、筋きん肉にくはパンパンに膨ふくれ上あがっていく。そして、髪かみの毛けは逆さか立だち、しばらくすると別人のような……いや、むしろ別人の大男になっていた。

「力が……溢あふれてくる……」

　逆立った金きん髪ぱつの成我くんの身体は今や筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうという言葉がピッタリで、はいているブーメランパンツは今にもはち切れそうだ。

　その姿に、僕は堪たまらず声を掛けた。

「いやいやいや──成我くん、それずっと前、ドーピングビネガースープによって生まれた悲しきスーパー成我じゃん！　なんでいきなり!?」

「トロピカルジュースに仕込んでいたのだ……。ドーピングビネガースープ・改かい式しきを……！」

「なんだよ『改式』って！　ちょっとカッコイイじゃん！　──じゃなくて、なにドーピングしてんの！　また生物室の薬品勝手に使ったの!?　暴ぼう走そうしちゃうよ！」

「大だい丈じよう夫ぶだ、問題ない……。これは吾わが輩はいの家の薬品だ。それに暴走に関しては、あれから研究を重ねてきた。今の吾輩は至って正常だ」

「正常とか、キャラ崩ほう壊かい起こしてる奴やつに言われても全然説得力ないよ！」

「さえずるな、人間！　吾わが輩はいは今、このプールを渡るために集中している……」

　なんか『気』のようなものに押されたような感覚に後ずさっていると、スーパー成なる我がは一度目を閉じ、カッと目を見開いて構かまえていた。

「ハッァアアアアアァアア──！」

　そんな掛け声と同時に、プールへ駆かけ出だすスーパー成我。

　その駆けるスピードは凄すさまじく、旋せん風ぷうを巻き起こしながらプールに踏ふみ入いったスーパー成我は、強きよう烈れつな水しぶきを上げ──そのまま水面を走って渡り始めた。

　──いやいやいや、あり得ない！

　もしかしたら、走っているように見えて高速の立ち泳ぎのようなもので進んでいるのかもしれないけれど……とにかくスーパー成我は水を爆ばく散さんさせながら水面を走り猛もうスピードで突き進んでいく。

　さすがの大だい王おうイカもその速さに反応できないようで、スーパー成我は襲おそわれることなく、あっという間に向こう岸へ渡り切っていた。

「ハアアアアアッ！」

　しかし金髪の逆立った大男は渡り切っても止まることなく、そのままプールのフェンスを突き破って走り去ってしまう。

　その去っていくスーパー成我の背せ中なかを見送る先生は、うんうんと頷うなずいていた。

「前の失敗を乗り越えてくるとは……九十点ですね」

　感心している先生に、僕ぼくは、待ってください、と抗こう議ぎした。

「いや、先生、あれなんかもういろいろぶち壊こわしてるんですけど、いいんですか!?　水の上を走り渡るとか普ふ通つうにあり得ないことしてたし、フェンス破って去って行っちゃったし、学がく園えんの外で『キャー変へん態たい』とか悲鳴が聞こえてくるし、いいんですか!?」

「世界や、世界の法則を壊すとは立りつ派ぱな魔ま王おうではないですか」

「いや、その言葉だけ見るとそうですけれども！」

　穴あなのあいたフェンスを見つめる僕はもう何もツッコム気力がなくなって頭を押さえる。

　そんな僕を置いて、先生は生徒たちを見渡して次に泳ぐ生徒を指名していた。

「それでは、次は姫ひめノの宮みやさん、お願いします」

「はい！」

　と、元気良く前へ出てくる薄うすいブロンドの幼おさな馴な染じみ。

　学園指定のスクール水着を着ているその幼馴染の姿に、僕はしばらくの間、目を奪うばわれてしまった。

　別にユキヒメの水着姿は初めてというわけではないのだけれど、昔に比べて、胸むね回まわりや腰こし付つきが成長していて、それに露ろ出しゆつしている肌はだもすべすべで……いや僕は何を考えているんだ。

　顔が熱くなるのを振り払っていると、ユキヒメは僕を見てきてパチリとウインクしてきた。

　──ドキ。

　と、心しん臓ぞうが跳はね上あがった気がした……。

　な、なんでドキドキするんだろう。昔は別にこんなにドキドキしなかったのに……。

　なんて頭を捻ひねっていると、ユキヒメは先生に尋たずねていた。

「先生、私泳げないので、浮うき輪わとか、ビート板ばん使っていいですか？」

「いいですよ」

　先生の許可を貰もらったユキヒメは、喜びながら更こう衣い室しつの近くの倉庫へ向かっていく。

　倉庫に入ったブロンドの幼馴染はしばらくして、浮輪とビート板、それに加えて円柱状のヘルパーを身に着つけるという完全装備の姿で出てきた。

「ミカゲくん、これどうかな？」

　戻ってきながらユキヒメは、身に着けた装備を僕に見せつけてくる。

「…………」

　僕ぼくはそれらを見て絶句していた。

　浮輪、ビート板、円柱状のヘルパーには全すべて僕をデフォルメした絵が描かれていたのだ。

「ミカゲ浮輪、ミカゲビート板に、ミカゲヘルパー。多く作り過ぎちゃったから、学園に寄き贈ぞうしたの」

「い、いやあのさ！　等身大ミカゲ人形といい、ゆるキャラ並みに僕の関連品、作り過ぎじゃない!?　しかも、寄き贈ぞうするのとかやめてよ！　見てよ周まわりの反応！」
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　周りのクラスメイトたちは生温かい目をしていた。そして、その目は主おもに僕ぼくに向けられている。

　そのみんなを見るユキヒメは、やったね！　と言わんばかりの笑顔で僕に親指をグッと立ててきた。……もう意味が分からない。

　それからプールのコースへ立ったユキヒメは、

「姫ひめノの宮みや、行っきまーす！」

　と、高らかに宣言してからミカゲ完全装備の姿で勢い良く飛び込んだ。

　ザバンッと水しぶきを上げて着水したユキヒメは、それからミカゲビート板ばんを前に突きだしてぎこちなく泳ぎ始める。

　そうなんだよね……ユキヒメ、運動苦手なんだよね……大だい丈じよう夫ぶかな、大だい王おうイカが居るし……。

　浮うき輪わとかヘルパーを着つけているのに今にも沈しずみそうな幼おさな馴な染じみ。

　見送りながらプールの中央で蠢うごめく巨きよ大だい触しよく手しゆを見る僕の心配は、しばらくして的中した。

　ユキヒメがなんとかプール中央ぐらいまで泳いだ時だった。

　水上で蠢いていた触手の何本かが怪あやしげに水中に沈しずんでいくのを見たその数秒後──

　──ズタァアンッ！

　と、ユキヒメの泳いでいたところから突然、強きよう烈れつな水しぶきが噴ふき上あがった。

「キャァ──！」

　そんな悲鳴と共に、次々と起こる大きな水しぶきでブロンドの幼馴染の姿が見えなくなる。

　何が起きているのか分からず、

「ユキヒメッ！」

　僕が慌あわてて叫さけんだ数すう瞬しゆん後ご、水しぶきが収まり全容が明らかになった。

「────!?」

　ユキヒメは、大だい王おうイカの触手に巻き付かれて宙ちゆう吊づりにされていた。必死にもがいているが、逃げ出せないようだ。

「せ、先生、あれヤバいですよ!?　た、助けないと！」

　慌てて言う僕に対して、先生は落ち着き払っている。

「キャァア──！」

　触手に振り回されるユキヒメの悲鳴に、焦じれた僕はプールへ飛び込もうとするのだけど、先生に肩かたを摑つかまれて止められた。

「大丈夫でよ、あれ見てください」

　それに再びユキヒメに振り向いた僕は、言葉を失った。

　なんか、ぬるぬるされている！

　太い触手に絡からまれ宙吊りにされた幼馴染の身体からだを、他の触手がぬるぬると撫なでまわすように這はい回まわっていた。悲鳴を上げるユキヒメの顔も何か赤らんでいるし！
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「確かに、大だい丈じよう夫ぶそうだけれども！　青少年的には大丈夫じゃないですよ！　なんですか、あの大だい王おうイカ！　とんだエロ大王イカじゃないですか！」

　それからしばらくぬるぬるされていたユキヒメだったが、拘こう束そくが少し緩ゆるんだ瞬しゆん間かんに、キッと真ま面じ目めな顔をする。そして自分の水着の胸むな元もとへ手を突っ込むと、そこからぬいぐるみ人形──ミカゲ人形を取り出した。

　……そこからミカゲ人形出てくるとかおかしいでしょう!?

　そんなツッコミは置いておいて、ミカゲ人形を取り出したユキヒメは、「行け、不良品ミカゲ人形！」と、人形を遠くに投げ放つ。すると、触しよく手しゆは幼おさな馴な染じみの身体からだを解放して、代わりに不良品ミカゲ人形を叩たたきつけるかのように絡からみ付ついた。

　そして、他の触手たちもミカゲ人形に群むらがっていき、四し肢しが引ひき裂さかれボロボロにされる惨さん劇げきが繰くり広ひろげられる中、ユキヒメは浮うき輪わとビート板ばんにしがみ付いて必死に泳いでいた。

　そうして、触手がミカゲ人形を痛めつけるのに夢中な間にユキヒメはなんとか向こう岸へ渡り切ることに成功していた。

「やったよ、ミカゲくんっ！　いえぇーい！」

　プールサイドへ上がったユキヒメは、僕ぼくに向かって笑顔でピースをしてくる。

「…………」

　幼おさな馴な染じみが無事に泳ぎ切ったのは喜ぶべきことだけど、僕ぼくはプールを漂ただよう不良品ミカゲ人形だったものを見つめて、とても複雑な気持ちになった。

　その僕の横で、うんうんと感動したように頷うなずくフードマントの先生。

「捨すて駒ごまを上手うまく使うとはなかなかですね……七十点です！」

「捨て駒……」

　等身大ミカゲ人形と、不良品ミカゲ人形の残ざん骸がいを悲しく見つめる僕を余所よそに、先生は違う生徒を指名していた。

「じゃあ、次は多た々だ野のさん、お願いします」

「…………」

　そういえば、多々野さんってここに居たっけ……？

　と毎度のことながら周まわりを見渡していると、いつの間にかプールのコースのスタート位置にスクール水着を着た生気のない女生徒──多々野さんが立っていた。

　露あらわになった脚あしや腕うでの素す肌はだは白さを通り越して青白く、目は虚うつろで、こういう時じゃなかったら幽ゆう霊れいと間違えてしまうかもしれない。

　多々野さんってどうやって泳ぐんだろう……と興きよう味み半分、畏おそれ半分で見つめていると、後ろでバチンッという何かが弾はじけるような音が聞こえてきた。

　へ？　と、振り返っても何もなくて首を傾かしげながら多々野さんの方へ振り向く。

「────!?」

　しかし、顔色の悪い女生徒はさっきまで立っていたはずのコースのスタート位置から忽こつ然ぜんと消え去っていた。

　え!?　どこに行ったの!?　と、見渡していると、ぶくぶくぶくぶくと、スタート位置近くのプールの底から泡あわが出ていた。

　い、いい、いやこれって、もしかして──！

「先生！　多々野さん、なんかプールに沈しずんでますよ！　溺おぼれてますよ！　助けないと！」

「何言ってるんですか、暗あん上じよう院いん君、多々野さんなら、ほら」

　と、向こう岸を指差してくる先生。

　その指を追いかけるように見ると、細身で目の虚ろな女生徒はいつの間にか向こう岸に立っていた。しかも、髪かみや身体からだは濡ぬれている。

　ふと、さっきまで泡が出ていたところを見ると、泡はもう浮き上がってこなかった。

「鮮あざやかな泳ぎっぷりでした、六十点です」

　ど、どこらへんで鮮やかな泳ぎが披ひ露ろうされてたの!?　ていうか、なんなの、多々野さん意味が分からないんだけど!?

　超ちよう常じよう現げん象しようを目まの当あたりにした気分で盛大に頭を抱える僕にはお構かまいなしで、先生はさらに次の生徒を当てる。

「次は、仲なか弐にさん、お願いします」

「ふふふふふ、来たか！」

　と、テンション高く前へ出てくるのは額ひたいに第三の目（少しよう女じよ漫まん画が風ふう）が描かれたツインテールの女生徒──仲弐さんだ。

　スクール水着に身を包んでなお、仲弐さんの変な空気感は健けん在ざいだった。

「私は……海かい賊ぞく王おうになる！　とりゃああああああ！」

　コースのスタート位置に立ってすぐに迷いなく飛び込む仲弐さん。

　大だい王おうイカの巣すくうプールへすぐに飛び込めるなんて凄すごいなと思った、その瞬しゆん間かん。

「うああああああ」

　と、泳ぐ仲弐さんから悲鳴が上がった。

「目にしみる！　第三の目が、目が溶とけて目に入る！　目がぁあああ目がぁああ！」

　ややこしい言葉を叫さけびながら両目を押さえて水中でバタバタと暴あばれる仲弐さん。

　確かに、ツインテールの少女の額に描かれた第三の目はどろどろに溶けていた。

　それから慌あわててプールサイドへ上がってきた仲弐さんは、ガハッガハッと咳せき込こむ。そして、おそるおそる垂たれている第三の目に手を触れた少女は、その手についたインクを見て──

「だ、第三の目がゴミのようだぁあああああああ」

　と、叫んで気絶するようにバタリと倒れた。

「まあ、臆おくすることなくプールに入った勇気に免めんじて、二十点ですかね」

　先生の指示で、他の女生徒に背せ負おわれるようにして保ほ健けん室しつへ連れていかれる仲弐さん。

　その光景に僕ぼくのツッコミのキャパシティは完全にオーバーしてふらふらと額を押さえる。

　それからも続々と個性的なクラスメイトたちの泳ぎは続いてくのだけど、こんな変な授業は今回だけではなく魔ま王おう学がく園えんでは毎回のように行われていた。




　　　　＊＊＊




　放課後が訪れるのを告げるチャイムと共に僕は、職しよく員いん室しつへとぼとぼと向かっていた。

　結局今日の水泳の授業は、僕は泳ぐことなく終わってしまい先生に放課後来るように言われてしまったのだ。

「…………」

　鍛たん錬れんのために付けられているという学園施設内のトラップはバリバリに稼か働どうしており、僕は不意に飛んでくる弓矢はもちろん、痺しびれる床に、ドッスンドッスンと落ちては上がり落ちては上がりを繰くり返かえす石をかいくぐり、ある時は落おとし穴あなに落ち、またある時は暴ぼう風ふうに吹き飛ばされて、ようやく職員室のドアに辿たどり着ついた。毎度毎度引っ掛かってしまう黒板消しトラップに、今度こそ引っ掛からないぞと上を確認しながら金属の取っ手に手を触れるのだけど、瞬間、バチッと手に静電気が走り、それに気を取られた僕ぼくの頭に黒板消しがジャストミートした。……くそぉ……。

　それから職しよく員いん室しつに入った僕は、奥に広がる巨きよ大だいな玉ぎよく座ざやら、何とも言えない不気味な彫ちよう像ぞうやら、怪あやしい光を放つ柱を直視しないよう視線を落として真っ黒な先生のデスクまで向かっていく。

　ようやく目的地のデスクまで辿たどり着ついた僕ぼくは、そのデスクに座る黒い後ろ姿に声を掛けた。

「先生……来ました……」

「暗あん上じよう院いん君来ましたか」

　と、くるりと椅い子すを回転させ振り返ってくる先生。

　先生の顔はフードに覆おおわれて見えず、表情を窺うかがうことはできない。まあ例たとえ、フードの中を見ることができたとしても、先生は禍まが々まがしい仮面を被かぶっているのでどっちにしろ表情を見るなんてできないんだけど。

　それでも真っ暗なフードの中を窺っていると、先生はマントの裾すそから見える美び脚きやくを組んでくる。そのすべすべの素す肌はだと履はいている黒いブーツを見つめる僕は……そういえば先生、水泳の時フードマントの中は水着だって言ってたけど、まさか今も水着姿じゃないだろうな……とか慮おもんぱかっていると、ふいに白い消しゴムがその脚あしに落ちてきて、そのままポンポンとリフティングし始めた。

「あの……先生、何やってるんですか……」

「いえ、暗上院君の扇せん情じよう的てきな視線が注そそがれたので、応こたえねば、と思いまして」

「別に応えなくていいですよ！　それに変な意味で見ていたわけじゃないですからね！」

「そうですか？　ちなみに、暗上院君が考える通り、先生のフードマントの中は、一日ずっと水着姿でしたよ。今もそうですが、見たいですか？」

「い、いや、遠えん慮りよしておきます」

　……な、なんか思考が読まれてた。ていうか、先生、一日中水着だったとか……フードマント着ているからって、いろいろとやりすぎじゃ……。

「暗上院君は本当に顔に出やすいですね。ちなみに、先生の着ている水着は『アブない水着』ですよ」

「な、なんですか、その『アブない水着』って……」

「デザインのあぶない伝説級の女性用の水着のことですよ。魔ま王おうの資格を取った時に貰もらえます」

「え!?　どういうことですか!?」

「魔王の資格を取ると特とく典てんで役立つアイテムからジョークアイテムまでいろいろと貰えるんですよ。『アブない水着』はその中の一つです」

「そ、そうなんですか……」

　激はげしく要いらないんだけど……。

　そんなことを思っていると、先生はコホンと咳せき払ばらいをして真ま面じ目めな声を出してきた。

「さて本題に入りますが、今日、暗あん上じよう院いん君を呼んだのは他でもありません。中間テストが終わってから、ちょっと気が抜けているように見えましたので……」

「…………」

　その先生の言葉に、僕ぼくは何も言えず口を閉ざしてしまう。

　……気が抜けている。

　別に気を抜いているつもりはないのだけど……しかし、少しどこかで緊きん張ちようの糸が緩ゆるんでいるかもしれないという感覚はあるような気がした。

　その僕に、先生は心配するような声音で言ってきた。

「暗上院君……今度は一学期末の期末テストがあります。気を引ひき締しめ直なおさないと、このままでは夏休みを迎むかえる前に、暗上院君の冒ぼう険けんの書が消えて……退学なんてことになってしまうかもしれませんよ……」

「…………」

　先生の重い宣告にうな垂だれるように頷うなずく。

　そう……この学がく園えんは義務教育なんかじゃない。魔ま王おうらしさを求められる試験を乗り越えられなければ、即退学になってしまう。

「明日の放課後、プールで泳いでもらいます。次こそは泳ぎ切って先生に暗上院君の気合いを見せてください」

「……はい」

　励はげますように言ってくる先生に、僕は改めて魔王学園の大変さを感じながら頷く。

　そして、帰ろうと背せを向けた僕に、先生はさらに励ますように言ってきた。

「魔王の資格を取って『アブない水着』手に入れましょうね」

「…………は、はい」

　それには、僕はぎこちなく頷いて職しよく員いん室しつを後にしたのだった。




　それから廊ろう下かの天てん井じようから落ちてくるタライトラップに頭を二十回ほど叩たたかれた僕は、とぼとぼと校庭を歩いていた。

　視界の端はしに映るのは、地ち下か迷めい宮きゆうへの入り口が眠る毒どく沼ぬまと、石板を嵌はめ込こむ石せき碑ひだ。

　……あの薄うす暗ぐらい地下迷宮に一人で一週間ぐらい引きこもったら、僕にも魔王らしさが身に付くかな。大だい王おうイカが暴あばれるプールをすいすい泳ぐことができるかな……。

　なんてことを考えながら歩き進めていると校門が見えてきて、それと同時にその近くに居た薄いブロンドの少女が手を振りながらぴょんぴょんと飛とび跳はね始はじめた。

「──ミカゲくん！」

「待たせてごめん、ユキヒメ」

　早足で向かって謝あやまる僕ぼくに、ユキヒメは首をぶんぶんと横に振ってきた。

「ミカゲくんを待つの、全然苦じゃないから大だい丈じよう夫ぶだよ」

「……ありがとう、ユキヒメ」

　温かい言葉に涙るい腺せんをじんとさせてお礼を言う。

　その僕にユキヒメは頰ほおを赤らめながら微笑ほほえんで言ってきた。

「私は例たとえミカゲくんが死んでも、ミカゲくんが生まれ変わってくるまでずっとミカゲくんの骨を指でつんつん突きながら待てるからね！」

「そ、それは……ちょっと……いや、かなり怖こわいよ……」

　やっぱりいつもの幼おさな馴な染じみだな……。

　なんて思いつつもそのユキヒメに元気を貰もらった僕は、一緒に門の近くに停まっている高級車へ向かう。車の外には黒スーツに眼鏡めがねの一いち郎ろうさんが待たい機きしており、ユキヒメが近づくと挨あい拶さつして恭うやうやしくドアを開き招き入れていた。それに続いて僕も一郎さんにお礼を言って乗り込む。

　この高級車はユキヒメの家──姫ひめノの宮みや家の車で僕はいつもこうやって送おくり迎むかえをしてもらっていた。姫ノ宮家が経営する姫ノ宮グループはセキュリティ関連の事業に強く、高い科学技術と高い商品開発力で世界をリードする大企業で、僕の家──暗あん上じよう院いん家に負けないぐらいの大だい財ざい閥ばつだった。

「ミカゲくん……」

　進み始める車の中、窓まどの外で流れていく魔ま王おう学がく園えんの景色を見つめるユキヒメは僕に尋たずねてきた。

「先生の呼び出し、どうだった？」

「うん……明日、プールで泳がないといけなくなった……」

「それは大変ね……」

　僕と一緒に暗い顔をする幼馴染。

　しばらく何か考えるように整った眉まゆを寄せていたユキヒメは、提案してきた。

「ミカゲくん、今から私と一緒にプールの特訓する？」

「特訓かぁ……」

　お言葉に甘えて特訓してもらおうかな、と思った僕だけど、いやいやと心の中で首を振った。

　ユキヒメも僕と同じ条件で授業を受けているわけだし、同級生としての意地と、それから僕のことで煩わずらわせるのは悪い気がする……。

「ありがとう、ユキヒメ……でも、遠えん慮りよしておくよ」

　そう答える僕にユキヒメは心配そうな顔をしていた。

「明日泳がないといけないんだよね？　大丈夫？」

「まあ……特訓でどうこうできるようなものじゃない気がするし……結局のところ僕の気持ちの問題でもあるから、まあ何とかなると思うよ」

「……ミカゲくんがそう言うなら。でももし私の協力が必要なら言ってね。水着、着せてあげるからね！　ミカゲくんは水着をはくのは左足から？　右足から？」

「左足から──じゃなくて！　別に水着は一人で着れるから！　その協力は大だい丈じよう夫ぶだよ！」

　そう慌あわてて言いながらも心の中でユキヒメの心こころ遣づかいに感かん謝しやをしていると、そのブロンドの幼おさな馴な染じみは何かを思い出したように手を叩たたいて言ってきた。

「そうだ！　ミカゲくんの元気が出る良いモノがあるんだよ！」

「元気が出る良いモノ？」

　何か嫌いやな予感が……。

「うん、これなんだけど……」

　顔を引きつらせる僕ぼくを余所よそに、学校のカバンをがさごそと探さぐり始はじめるユキヒメ。

　カバンを漁あさるユキヒメは「あれ……どこいったかな……」と、首を傾かしげながらいろいろと中身を取り出していた。

「ミカゲくんの写真じゃないし、ミカゲカードでもないし、ミカゲくんのパンツでもないし……」

「ちょっと待って、なんで僕のパンツが当たり前のようにカバンに入ってるの!?　というか、カバンの中、全部僕関係じゃん！　教科書とかどうしてるの!?」

　僕の言葉を無視してカバンをひっくり返すように探すユキヒメ。ぞろぞろと出てくるのは僕の姿が映っているモノ、もしくは僕に由ゆ来らいしたモノばかりだった。

「あ、あったあった！」

　目当てのモノを見つけたらしいユキヒメは顔を輝かがやかせてカバンから何かを取り出してきた。

「そ、それは……？」

　ユキヒメが取り出したのは、何かのＤＶＤボックスだった。

「私ね、自主制作でアニメ作ったり、映画撮とったりしたの！」

「へぇ、すごいね」

　と、感心しながらそのＤＶＤボックスに並んでいるＤＶＤの背せ表びよう紙しを見ると、『ミカゲピース』『ミカゲジョーズ』『パイレーツオブミカゲ』『ミカ猿ざるザムービー』『ふしぎの海のミカゲ』などなどの錚そう々そうたる怪あやしいタイトルが並んでいた。

「うわぁ……もうタイトルから怪しいパクリ臭しゆうしかしないんだけど……ミカゲピースとかパイレーツオブミカゲとかいろんな意味で海かい賊ぞく版ばんなんだけど……」

「中身を観みずに評価するなんてダメだよミカゲくん！　ねぇ、観てみてよ！」

　そう明るく言うユキヒメは、座席の近くにあるボタンを押した。すると、モニターとプレイヤーが座席から現れてきて、幼馴染は嬉き々きとしながらＤＶＤ『ミカゲピース』のパッケージからＤＶＤを取り出して、プレイヤーに差し入れる。しばらくすると、モニターに自主制作アニメ『ミカゲピース』が再生された。

「うわー、ユキヒメ、すごいね、僕ぼくそっくりな人の手が伸びたよ！　あ、と思ったら仲間も全員僕そっくりな人だ……。敵もなんか僕そっくりな人だね！　てか、これ登場人物全員キャラデザ同じじゃない!?」

「そうだよ！　全員ミカゲくんなの！　スゴイでしょ！」

「ちょっとミカゲが登場し過ぎて、もう主人公がどのミカゲか分かんなくなってきたよ！　しかもなんか無む駄だに作画が良くてぬるぬる動いてるね！　ミカゲたちぬるぬる動きすぎてちょっと気持ち悪いよ！」

「これね、実はもう動画サイトで全世界に配信してるんだ」

「何やってんの!?　全世界にぬるぬる動くミカゲ配信しちゃったの!?」

「ほら、スゴイ反はん響きようで、コメント欄らんびっちりだよ！」

　と、携けい帯たい電でん話わでその動画サイトのコメント欄を見せてくるユキヒメ。

「反響っていうか、コメントを読んだ限り、酷こく評ひようとスパムコメントだらけだよ！　あ、でも唯ゆい一いつ良い評価もあるじゃん……えっと、『ゴム人間のミカゲくんが素敵です♪　ミカゲ人形で再現したくなりましたキャハ』って、これ明らかにユキヒメの自演コメントじゃない!?　あれ、他にも良い評価が……えっと、『ミカゲ様は勇ゆう敢かんではないのでリアリティ面ではマイナス評価ですが、船長のミカゲ様と船団のミカゲ様たちとのコメディシーンが面白かったのと、魚ぎよ人じんミカゲ編へんでミカゲ様がミカゲ様に助けてと言ったところで、あたりまえだ！　と叫さけんだシーンでは胸むねが熱くなりましたのでプラス評価とさせていただきます。それからテーマの面ではやはり──（長文割かつ愛あい）──』って、これもしかしてメリアさんのコメントじゃない!?　なんで観みてるの!?　しかもコメント内容からして結構ガッツリ観てるよあの人！　半はん端ぱない長文だよ！」

「元気出るでしょミカゲくん？」

「元気っていうか、なんか僕、変な汗あせが出てきたよ……怒られるよ、ファンから絶対ボコられるよ」

　流れ続ける全員僕のアニメーション……。

　その『ミカゲピース』をニコニコと観続けるユキヒメの顔に、僕は変な汗は出続けるけど、暗い気持ちは飛んでいったような気がした。……いや、飛んでいったというか、吹き飛ばされたというか。

　それから物語が一段落したところで車は家に到着し、僕はユキヒメと挨あい拶さつを交わして車を出た。

　家を見上げる僕に、ユキヒメは車しや窓そうからお人形さんのように可愛かわいい顔を出して、微笑ほほえみながら言ってきた。

「ミカゲくん、何か困ったことがあったら相談してね。明日はミカゲジョーズ一緒に観ようね」

「う、うん。ありがとう……」

　僕ぼくはぎこちなくお礼を言って、去っていくユキヒメの車を見送ったのだった。




　車が見えなくなるまで見送った僕は、もうすっかりと住すみ慣なれた屋や敷しきへ振り返る。

　ここは僕が魔ま王おう学がく園えんに入学する際に宛あてがわれた古い屋敷。当初は古いながらも温かさと趣おもむきのある建物だった……のだけれど、家にやってきたメイドが劇げき的てきに改造してしまったせいで今ではもう別の家かと思うぐらい──魔ま物ものでも住んでいるのではないかと思うぐらいの様よう相そうを呈ていしていた。

「よいしょっ」

　と、謎なぞの呪じゆ詛そが刻きざまれた禍まが々まがしい鉄てつ扉ぴを押し開ける。

　庭に入ると目の前に広がるのは、枝が尖とがり首くび吊つり用ようのロープの掛かった黒木と、庭の真ん中にぽつんとある謎のお墓に、地面から突き出た骨の手。それから、あっちこっちに散乱している頭ず蓋がい骨こつやらの不吉な骨の数々と、異様な存在感を放つ黒く濁にごった池。

　その禍々しく不吉な光景に、当初は怖こわくて直視できなかった僕だけど、今ではすっかり慣なれて遊べるぐらいになった。

　例たとえば、暇ひまな時は首吊りロープに摑つかまってぶらぶら揺ゆれてみたり、地面から突き出た骨の手と握あく手しゆしてみたり、頭蓋骨と睨にらめっこしたりしている。

　それに黒く濁った池からは、何本も腕うでが出てくるのだけど、その中の一本だけ親指を立てサムズアップしているので、僕はよくそれにサムズアップし返していた。それらの腕は家のメイドさんが仕掛けた機き械かいで、最初は池から生はえてくる腕に半はん端ぱない気持ち悪さを感じていたのだけど、なんだか、こうクセになるというか、サムズアップしている腕を見ていると少し元気になる気がして結構気に入っていた。

「…………」

　今日も特に理由はないけど、サムズアップしている腕にサムズアップし返そうと思い立って僕は池へ向かった。

　その黒く濁った水面からは一時期は足が突き出たオブジェが飾られていたのだけど、ユキヒメの指摘で今は撤てつ去きよしている。

　その池を覗のぞき込こんでいると、いつもの通りぬっと腕が生えてきた。そして続々と腕が生え始め、その腕たちを見つめながらサムズアップした腕が出てくるのを待っていると──

「……？」

　不意に背はい後ごからウィーンという機械音が聞こえてきた。

　振り返ると薄うすくて丸い機械が地面を走っており、こちらへ向かってくる。

　よく見るとその機械には僕に似たイラストが描かれており、どこかで見み覚おぼえがある気がする……？　と頭を捻ひねっていると、ハッと記き憶おくが蘇よみがえった。

　スライム汚れ……爆ばく発はつ……ミカゲルンバ！

　そうだ、あれはユキヒメが自作したというロボット掃そう除じ機き──ミカゲルンバだ、と思い出した時には、そのミカゲルンバは僕ぼくを通り過ぎて今まさに池の中にぽちゃりと落ちたところだった。

　広がる池の波は紋もんを見つめながら……そういえばあれって防水機き能のうがないんだっけ、とか思い出していると、水中からサムズアップした腕うでがぬっと生はえてくる。

　なんか嫌いやな予感がする。

　サムズアップの腕を見つめながら、そう感じていると、

「ん……？」

　池から変なバチッバチッという電気音が聞こえてきた。

　これはもしや──

　と急いで退避しようとした、その数すう瞬しゆん後ごだった──。

「うああああ──ッ!?」

　水中で大だい爆ばく発はつが起きた。

　ズサァアアンと、大きな水しぶきが巻き上がり、一緒に機き械かいの腕たちも巻き上がる。

　大量の黒い水しぶきと機械の腕に打たれる僕は、ふと、背はい後ごで謎なぞの機械音が聞こえた気がして振り返った。

「んなっ──!?」

　僕の周囲の地面には複数のミカゲルンバが走り回っていた。しかも、そのミカゲルンバたちは僕と一緒に黒い水しぶきに打たれており、不快な電気音を放っている──。

　ヤ、ヤバい！

　そう感じた僕は脱だつ莵との如ごとく逃走した。

　案あんの定じよう、次の瞬間には爆音が轟とどろき始はじめて、爆風と熱が僕を撫なでてくる。

　これはおそらく、家のメイドさんの仕し業わざだ！

「メリアさあああん！」

　必死に走る僕はなんとかかんとか屋や敷しきまで辿たどり着つくと、扉とびらを思いっ切り開け放った。




「──お帰りなさいませ、ミカゲ様」




　その先でエプロンドレスに身を包んだ美しいメイドさんが迎むかえてくる。

　墨すみを流したように黒く綺き麗れいな長い髪かみに、恐おそろしく整った顔と、陶とう器きのようにつややかな肌はだ。ヒールを履はいてすらっとした立ち姿に、凜りんとした雰ふん囲い気き。

　その綺麗で美しいメイド──白しら波なみメリアさんの姿に、僕はついさっきのことを忘れて目を奪うばわれてしまう。

　そうしていると、そのメイドはルージュを引いたような唇くちびるを開いて言ってきた。

「ミカゲ様、まるでゴミ箱に捨てられたスライムのように汚れておりますね」

　言葉の一いち撃げきを受けた僕ぼくは、慌あわてて言い返した。

「ひ、酷ひどくない!?　確かに汚れてるけど、表現にわざわざスライム入れる必要ないでしょ!?」

「的確な表現を入れたつもりだったのですが……それでは改めて──ミカゲ様、まるで汚れたゴミスライムのようになっておりますね」

「何も改まってないよ!?　ほとんど同じ表現じゃん!?」

　いつもと変わらない精神を抉えぐってくるメリアさんに僕は頭を抱える。

　そう……この女性は、綺き麗れいな花にはトゲがある、という言葉を体現したかのような毒どく舌ぜつメイドさんだった。

　頭を抱え続ける僕に、その毒舌メイドのメリアさんは首を傾かしげて尋たずねてきた。

「その汚れはどうされたのですか？」

「ミカゲルンバが爆ばく発はつして汚れたんだよ！　サムズアップの腕うで吹っ飛んだよ！　なんでミカゲルンバが大量に庭にあるの!?」

「姫ひめノの宮みや様にいただきましたので、せっかくなので庭を掃そう除じしてもらっておりました」

「いやいや、ユキヒメもそうだけど、なんでロボット掃除機を屋外で使おうとするの!?　使う場所間違えてるよ！　洞どう窟くつの中でルー●使うぐらい間違ってるよ！」

「そうですかね？」

「そうだよ！　とにかくあれ危ないからもう使わない方がいいよ！」

　頭を押さえながら言っていると、メリアさんはポケットから何かを取り出しながら歩あゆみ寄よってくる。

　ポケットから何が出てくるんだろう……まさか、ナイフ!?

　とかビビりながら身み構がまえていると、ポケットに入れていた黒くろ髪かみメイドの手が僕の顔に伸びてきた。

「──!?」

　ふわりとした柔らかい感触が僕の顔を撫なでる。

　気付くと僕の顔を撫でるのは白い布──ハンカチで、メリアさんは僕の顔を優やさしく拭ふいてくれていた。

「メ、メリアさん……」

　顔を拭かれるのが恥はずかしいやら嬉うれしいやらで、おたおたしてしまう。

　その僕にメリアさんはその綺麗な顔を近づけると優しく問い掛けてきた。

「どうされますか、ミカゲ様？」

「ど、どうって？」

「食事にしますか？　先にお風ふ呂ろに入られますか？　それとも……」

　というところまで言って、俯うつむいてほんの少しもじもじとするメリアさん。

　──そ、それとも!?

　その言葉とメリアさんの姿に僕ぼくの胸むねがドキドキと高鳴り始める。

　え、そ、そ、それとも……な、なんだろう……。

　も、ももももしかして……もしかして、ワ・タ・シ？　とか!?　ええ!?　あり得るの!?　そんなこと!?　あり得るの!?

　そんな期待やら妄もう想そうやらが脳のう内ないで暴ぼう走そうする中、メリアさんは柔らかそうな唇くちびるを僕の耳元に近づけてそっと囁ささやいてきた。

「ミカゲ様、それとも……わ──」

　わ──!?




「──我われを忘れて、屋や敷しきの屋根から紐ひもなしのバンジージャンプをされますか？」




「いやいやいや、どういうこと!?　意味がわかんないだけど！　なんでそんな提案してきたの!?それ下手へたしたら死ぬよ！」

　慌あわてて言う僕は、心の中で、まあそうだよね、と呟つぶやいた。

　メリアさんがそんな、ムフフなことを言ってくるわけがないんだ。

　と思っていると、メリアさんが再び僕の耳元で囁いてきた。

「そうですか。それでは、私と──」

　え……私と!?

　性しよう懲こりもなくドキッとしてしまう僕に、黒くろ髪かみのメイドは言ってきた。

「私とベルちゃんでミカゲ様を綱つなに見立てて綱引きをしようと思うので、ちょっと綱になってもらっていいですか？」

「いやいや、意味分かんない！　意味分かんない！　なんだよ、綱になってもらっていいですかって。初めてそんなお願いされたよ！　脈みやく略らく無なさ過すぎでしょ！」

　ちなみに、ベルちゃんとはこの屋敷に居る危険指定Ｓランクのモンスターだ。今はまさにモンスターに相応ふさわしい姿で屋敷に巣すくっているのだけれど、最初は、小犬みたいな可愛かわいらしい姿だった。怪け我がしているところをユキヒメに拾われ内緒で飼われていたのだけど、ユキヒメの両親に見つかり処分されそうになったため、僕が引き取ることにしたという経けい緯いがある。

　いつも狂くるおしい雄お叫たけびを上げていたベルちゃんだけど、メリアさんに躾しつけされてからはとても大人おとなしくなっていた。

「はぁ……」

　僕はモンスターの調教もしてしまう美しいメイドさんを見て、溜ため息いきを吐つく。

　なんか、変な期待をしてしまった自分自身が恥はずかしい。とても恥ずかしい……！

「汚れちゃったから、先にお風ふ呂ろに入るよ」

「かしこまりました」

　僕ぼくはメリアさんにそう告げて、お風ふ呂ろ場ばへと向かったのだった。




　屋や敷しきの一階にあるお風呂場。

　脱衣所で服を脱いで小さなタオルを手に中に入ると、そこはまるで別の空間だった。

「うわぁ……」

　二重の意味で感かん嘆たんの声が出た。脱衣所の段階から服を入れるカゴが巨きよ大だいな鬼おにの手のデザインに変えられていたり、姿見の鏡かがみにうっすら幽ゆう霊れいのようなものが映るように細工されていたりと、おどろおどろしい改変がされていたのだけど、お風呂場の改変は深刻だった。

　前まで……いや昨日までは古いながらも整備と掃そう除じのされた湯船の広がるちょっとしたお風呂屋さんのように落ち着きのある広い空間だった。しかし、もう今では見る影もないぐらい禍まが々まがしく暗黒めいた空間へ様さま変がわりしていた。

　照明は、ロウソク……しかもなぜかジャックランタンで顔がすごく歪ゆがんでいて気持ち悪い。壁かべにはなんか噴ふん火かして爆ばく発はつしている不吉な山がでかでかと描かれているし、シャンプー、リンス、ボディーソープの容器はなんかドクロになっている……。

「え、これどう使うんだろう……」

　と、ドクロの容器に近づいてよく見てみる。頭の部分がボタンのようになっているので、試しに押してみると、口と目と鼻からドゥルドゥルと溶よう液えきが出てきた。

「デザイン性重視しすぎて使つかい難にくくなった典てん型けいだよこれ！」

　ドクロにツッコミを入れつつシャワーを見てみると、シャワーヘッドがなんかムンクの叫さけびのような気持ち悪い顔に取り替えられていた。蛇じや口ぐちを捻ひねると水は目と口から吹き出てきた。

「…………」

　この仕し業わざは家のメイド以外にあり得ない……。

　その異様なお風呂場の世界観に呆ぼう然ぜんとする僕だけど……まあこんな劇げき的てきな改造は一度や二度ではないので、嘆息しつつ悲痛な顔の形に変わってしまったシャワーヘッドを頭に当てて身体からだを濯すすいだ。

　それから身体を温めようと湯船に近づいた僕は、足を止めた。

　薄うす暗ぐらかったのと、周まわりの変化に脳のうの認にん識しき能のう力りよくが追い付かなかったのとで気付かなかったのだけど、浴よく槽そうに張られたお湯が……なんか血のように赤い。

　しかも、その湯船に赤々としたお湯を注そそいでいるのは、なんか僕そっくりの顔の像だった。口から延々と血の様な湯をドロドロ吐はき続つづけているその不気味な像をよく見ると、『MADE IN HIMENOMIYA』という文字と共に『マーミカゲ』と書かれていた。

「もうなんなんだよ、ここ……趣しゆ向こう凝こらしすぎて胃もたれしそうだよ！　しかも何ちゃっかりユキヒメこんなモノ制作してるんだよ！　それがなんでここにあるんだよ！」

　そう一人で激はげしくツッコミを入れた僕ぼくは一度大きく深呼吸。湯船に入るのを諦あきらめ、頭と身体からだを洗って出ようと決めてシャワーの前の椅い子すに座った。

　ムンクの叫さけびのシャワーヘッドから吹き出るお湯で頭を濡ぬらし、それからドクロの容器からシャンプーを取り出して頭を洗おうとした時だった。

　ガラガラッとお風ふ呂ろ場ばのドアが開く音がして、ハッと振り返ると──

「──メリアさん!?」

　そこに立っているのはエプロンドレスを着た黒くろ髪かみの女性だった。

　僕はそれを認にん識しきした瞬しゆん間かん、咄とつ嗟さにタオルで大切なところを隠かくして叫んだ。

「ちょちょっと、な、なんで入ってきたの!?」

「先ほど叫び声が聞こえてきましたので、何事かと思いまして」

「いや、予想つくでしょ！　見てよ、この世界観！」

　僕の指し摘てきで、全体をぐるっと見渡すメリアさんは満足げに頷うなずいていた。

「魔ま王おうに相応ふさわしいお風呂場ですね」

「どこらへんが相応しいの!?　シャワー、ムンクの叫びになってるし、マーミカゲはあるし、意味分かんないよ!?　ていうか、早く出ていってくれない!?」

　僕はそう必死に言うのだけど、メリアさんは立ち去る様子はなく、むしろ僕の下もとまで歩いてきた。

「ななな、何!?　なんで近づいてくるの!?」

「せっかくなので、お背せ中なかお流し致します」

「い、いいよいいよ！　服も濡ぬれちゃうし！」

　その僕の言葉に足を止めたメリアさんは、自分のメイド服を見下ろして頷いていた。

「確かに、服のままではいけませんね」

　と呟つぶやくメリアさんは何を思ったのか、服に手を掛けいきなり脱ぎ始めた。

「え、ちょちょちょちょ、ちょっとメリアさんんん！　なにやってるのぉぉお」

　手で顔を覆おおう僕の前で、黒髪の女性の肌はだがどんどんと露あらわになっていく。なんで露わになっていくのが分かるのかっていうと、手で顔を覆っても、指と指との小さな隙すき間まで見えちゃうんだ。これはワザとじゃないよ！　決して見ようとして見てるわけじゃないよ！

　そんな自じ己こ弁べん護ごをしている間にもメリアさんの柔肌が露わになっていく。それからしばらくもしない間に、とうとう黒髪のメイドはエプロンドレスを全すべて脱いでしまった！　──かと思えば、九割塞ふさがっている視界に違和感が。

「メリアさん……そ、それってもしかして水着？」

「はい。こんなこともあろうかと、下に着ておいたのです」

　そのメイドの言葉に、九割覆っている手をおそるおそる取り払う。

「──ぶッ!?」

　メリアさんの姿を正視した僕ぼくは慌あわてて再び顔を覆おおった。

　エプロンドレスを脱いだメリアさんが身に纏まとっているのは、スゴイ水着だった。ただ水着とは言っても……なんだろう……隠す所だけ隠しました、みたいなとても際きわどく、そしてデザイン的に危ない水着だった。メリアさんの身体からだのラインがほとんど浮き出ていて、ほとんど下着姿──いや、健けん全ぜんさで言えば下着姿の方がマシだ。

　激はげしくドキドキする僕を余所よそに、その際どい水着姿のメリアさんは一度、脱衣所へ脱いだ服を持っていってから、小さなタオルを手に戻ってくると首を傾かしげてきた。

「ミカゲ様、なぜ、ずっと顔を覆われているのですか？」

「い、いやだって、その水着なに!?　よく着ていられるね！　僕が恥はずかしいよ!?」

「この水着は、『アブない水着』です」

「アブない水着!?」

　その言葉に聞きき覚おぼえがあって、頭を巡めぐらすとすぐに思い出した。

「そ、それって、魔ま王おうの資格を取ったら貰もらえるらしい伝説級の水着だっけ!?」

「そうらしいですね。昔、ミカゲ様のお祖じ父い様さまからいただきました」

「なにあげてるんだよ、じいちゃんんん！」

「これもお祖父様との大切な思い出の一つです……」

　と、懐なつかしさと切なさを秘めた顔で着ている水着を見下ろすメリアさん。
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　それに釣つられて水着を見てしまう僕ぼくの目に、そのメイドの柔らかそうな胸むねやら引ひき締しまった腰こしが強きよう烈れつに飛び込んでくるので、慌あわてて視線を逸そらして言った。

「そ、そうだけどさ、とりあえず背せ中なか流すとかいいから、早く出ていってよ！」

「いえいえ、遠えん慮りよなさらず、せっかくですのでお背中流させていただきます」

「い、いやいや、ちょっとメリアさん！」

　な、なんだろう。なんか、いつになくメリアさんが強引な気がする！

　今いま更さらながらにアブない水着姿のメイドの行動をおかしく思い、逃げ出そうと考えるけれど今の僕はタオル一枚の危あやうい存在だ。

　ど、どうしよう……！

　と考えているうちにメリアさんはゆっくりと歩あゆみ寄よってきてしまう。

　それから背はい後ごで屈かがむメリアさんは手に持つタオルをムンクの叫さけび風のシャワーで濡ぬらし、ドクロの容器からボディーソープを取り出し含ふくませ泡あわ立だてると、そっと僕の背中に当ててきた。

「────」

　ゴシゴシと背中を上下し始めるタオルの感触とメリアさんの気配……。

　ドキドキを通り越して、頭の中が大混乱してしまう。

　それでも心地よさは背中から伝わり続けて、気持ちがふわふわとしてしまう。

　そんな中、背後のメイドが静かな声で尋たずねてきた。

「そういえば、ミカゲ様、今日の授業はどうでしたか？」

　思わぬ質問に、僕は違う意味でドキッとしてしまう。

　頭に思い浮かぶのは、ゼロ点を取ってしまったプールの授業だった。

「──ど、どうしてそんなこと聞くの？」

「屋や敷しきに戻られたミカゲ様の顔が、授業で悪い評価を取った時の顔をされていたので気になりまして」

「ぼ、僕そんな顔してた……？」

　ヤバい、鋭するどすぎるよ。

　も、もしかして、メリアさんがなんか強引なのもそのせいなのかな……。

　ドキドキが悪いドキドキに変わっていく中、背後のメイドはもう一度静かな声で尋ねてきた。

「それで、ミカゲ様、今日の授業はどうだったのですか？」

「え、えっと……」

　心なしか、背中を擦こするタオルの圧力が増している気がする……。

「そ、そんなことよりもさ、今日の天気は良い天気だったよね！」

「そうですね。それで、今日の授業はどうだったのですか？」

　さらに増すタオルの圧力。

　僕はその圧力にビビりながら蚊かの鳴くような声で答えた。

「あ、あの……水泳の授業が……」

「水泳の授業が？」

「ゼ……」

「ぜ？」

「ゼロ点だった……」

「え？　聞こえません？」

「水泳の授業がゼロ点でした！」

「そうですか。ゼロ点ですか」

　とメリアさんの静かな声が聞こえてきた瞬しゆん間かんだった。

「アダダダダ──！」

　背せ中なかに強きよう烈れつな痛みが！

　ハッと振り返ると、メリアさんの持っていたタオルが、固そうなブラシに変わっていた。

「メリアさん、そ、それ何!?」

「掃そう除じ用ようブラシです」

「だよね！　それ人に使う用じゃないよね！」

「申し訳ありません。あまりの点の低さに驚おどろいて手元が狂くるい、いつの間にかすり替わっておりました」

「どう狂ったら、一瞬のうちにタオルがブラシにすり替わるの!?　マジシャンもビックリだよ」

「申し訳ありません、ミカゲ様。それで……ちなみに、その水泳の授業はどんなものだったのですか？」

　全まつたく悪びれた表情はしていないけど、謝あやまって尋たずねてくるメリアさんに、僕ぼくは一度溜ため息いきを吐ついてから今日の水泳の授業での出来事を全すべて話した。

「──それでね、そのプールの大だい王おうイカ、ヤバいんだよ！　ずっと触しよく手しゆでぬるぬるしたり暴あばれたりしてたんだよ！」

「なるほど……。それは大変でしたね」

「そうでしょ！　あんなプール普ふ通つう泳げないよ……！」

　嘆なげきながら言う僕に、メリアさんは同調するように頷うなずいてくる。ジャックランタンの灯あかりに照らされたその綺き麗れいな顔には、表情が薄うすいながらに同情と優やさしさが見えた……気がした。

「ミカゲ様、先ほどは掃除用ブラシで背中を洗ってしまい申し訳ございませんでした……」

　と、謝ってくる水着姿のメイドさんは、ブラシをドクロ容器の横に置くと背中からさっき使っていたタオルを取り出して優しく囁ささやいてきた。

「汚お名めい返へん上じようとして、もう一度背中を洗わせてください」

「…………う、う、うん」

　なんとなく不安を感じるものの、気持ちを分かってくれたっぽいメリアさんを信用して僕は背せを向ける。

「では……」

　と、メリアさんは僕ぼくの背中にそっと手を触れてきて……さらに柔らかいタオルが触れたかと思った次の瞬しゆん間かん──。

「アダダダダダッ──!?」

　またも激げき痛つうが走って僕は飛び上がった。

　背はい後ごを振り返るとメリアさんの持っていたタオルは、棒ぼうの付いたブラシに変わっていた。

「メリアさん──!?　それなに!?」

「デッキブラシ、です」

「だよね、デッキブラシだよね！　棒が付いた分、さっきよりも力が入るし、扱いがぞんざいになったよね!?　盛大に汚お名めい挽ばん回かいしてるねッ!?」

「申し訳ありません、ミカゲ様……。ショックが尾おを引いてタオルがデッキブラシにすり替わってしまったようです」

「すり替わったっていうか、もう明確にすり替えたんだよね！　僕の背中、削けずりにきたんだよね!?　怒ってるの!?」

「まさか、怒ってなどおりません……」

　首をふるふると振るメリアさんは、頭痛を堪こらえるように額ひたいを押さえて言ってきた。

「どうやら今の精せい神しん状じよう態たいでは、まともに洗って差し上げることができないみたいです。なのでせめて、お湯で背中を流す手伝いをさせてください」

　いや、それどんなお手伝い!?

　と声を出す前に、メリアさんはシャワー──ではなく、壁かべに手を触れる。すると、触れた壁の一部が横にスライドして、そこから何かショットガンのような銃じゆうが出てきた。

「──そ、そそそれなに!?　メリアさん!?」

「水みず鉄でつ砲ぽうですよ」

　説明しながら銃を手に取ったメリアさんは、ガチャッとポンプアクションをする。

　そして、おもむろに銃口を浴室の床へ向け、引き金を引いた瞬間──。

　ズガァンッ！

　という爆ばく音おんと共に水の塊かたまりが目にも留とまらぬ速さで飛び出して、石の床に大おお穴あなを開けていた。

　その穴を見て満足げに頷うなずく黒くろ髪かみのメイドは、銃を僕に向けてポンプアクションしてきた。

「さぁ、お背中流しますよ、ミカゲ様」

「いやいやいやいやいや、それ死んじゃうよ!?　あの世に流されちゃうよ!?　やっぱり怒ってるでしょ!?」

「怒ってなどおりません……」

　艶つややかな黒髪を横に揺ゆらすメイドは、小さな溜ため息いきを吐ついてから僕に言ってきた。

「ただ……ミカゲ様の『弱さ』を情けなく思っただけです」

「…………」

　弱さ……。

　その言葉に、うっと息を詰つまらせる僕ぼくは、「でも」とメリアさんに言った。

「メリアさん、前、魔ま王おうらしさは『強さ』だけじゃないって言ってくれたよね」

「確かに、魔王らしさは強さだけではない、と言いましたが、しかし、強さが必要ないとは言っておりません。やはり、魔王らしさには強さは不可欠です」

「…………」

　その言葉に打たれるように、僕は自分の身体からだを見下ろす。

　腕うではもちろん、脚あしも腹ふく部ぶもひ弱で、強さのかけらも感じられない。

　しょんぼりとする僕に、メリアさんは少し優やさしく語りかけるように言ってきた。

「ミカゲ様は、強さを単純に腕わん力りよくと考えられているようですが、強さは腕力だけを示す言葉ではありませんよ」

「……腕力だけを示す言葉じゃない？」

「はい。例たとえば、立ち向かう勇気だったり、真の姿を見み極きわめる眼がん力りきだったり……そういうものも立りつ派ぱな強さの一つです」

「立ち向かう勇気……真の姿を見極める眼力……？」

　それらがどう強さに関係あるのか分からず首を傾かしげる僕に、メリアさんは頷うなずいてから口を開いてきた。

「闇やみ雲くもに戦うだけでは相手には勝てません。相手の真の姿を見極めてこそ初めて本当の意味で戦うことができるのです。そして、その真の姿を見極めるためには、その相手と向かい合う勇気が必要になってきます。それらは勇ゆう者しやにも魔王にも必要な強さです」

「…………」

　立ち向かう勇気……。真の姿を見極める眼力。

　プールの授業では、大だい王おうイカの暴あばれる触しよく手しゆを目まの当あたりにして、僕はすぐに立ち向かうことを、泳ぐことを拒きよ否ひしてしまった。でも、もしあの時、頑がん張ばって泳いでいたら何か変わっていたのかもしれない……。

　メリアさんの言葉を聞いて今いま更さらながらに後こう悔かいしていると、そのアブない水着姿のメイドは僕の肩かたに手を置いて言ってきた。

「ミカゲ様、では早速、明日の水泳の授業へ向けて予習と復習をしましょう」

「よ、予習と復習!?」

「ええ、実は、このお風ふ呂ろ場ばにも恐おそろしい生物が生息しているのです」

　そう告げてくるメリアさんは、噴ふん火かして爆ばく発はつする山が描かれている壁かべを見てから、足でトンと床を踏ふみ叩たたく。

　するとそれに呼応して、山を二つに裂さくように壁かべが左右にスライドし始めた。

「な、な、なにあれ、メリアさん!?」

　スライドした壁から現れたのはガラスの扉とびら。その扉の向こうにはもくもくと白い湯気に覆おおわれた謎なぞの空間が広がり、その奥に何か大きな影が蠢うごめいていた。影からは時折、「グガ……」とか、「ガガ……」とか奇き怪かいな音がして気味の悪さが半はん端ぱじゃない。

　その現れた部屋と影にビビっていると、メリアさんは僕ぼくの背せ中なかを押して言ってきた。

「さあ、ミカゲ様。あの部屋に入って、立ち向かってください！」

「立ち向かうって!?」

「あの生物にワンタッチしてください」

「いや、あんな得え体たいの知れないものに近づきたくないよ！　ていうか、あの部屋何なの!?」

「スチームサウナです」

「スチームサウナって……どんだけお風ふ呂ろ場ば改造してるんだよ!?　一日で出来る改造じゃないよコレ!?」

「前からコツコツと改造していたのです。さあ、ミカゲ様、あれにワンタッチしてください！」

「い、いや、あれなんか殺気放ってるよ！　無理だよ……！」

　激はげしく拒きよ否ひする僕に、メリアさんは持っていたショットガン水みず鉄でつ砲ぽうをガチャリと向けてきた。

「どうしますか、ミカゲ様？　あの生物に立ち向かうか、私に背中を流されるか、どちらがいいですか？　それとも、冷やしスライムになりたいですか、このミジンコが！」

「えええ──!?」

　な、なんて選せん択たく肢しだ！　前門の虎とら、後門の狼おおかみ、中間にスライム、とはまさにこのことだ。

「ど、どっちも嫌いやなんだけど……！」

「ミカゲ様は、また臆おく病びよう風かぜに吹かれて逃げられるのですか？」

「────」

　その問い掛けに、僕は先ほどのメリアさんの言葉を思い出して、大だい王おうイカに立ち向かわなかった後こう悔かいを思い返した。

　立ち向かう勇気……。真の姿を見み極きわめる眼がん力りき……。

「……わ、分かったよ」

　スチームサウナの中で蠢く謎の影を見み据すえて、僕は観念するように頷うなずいて言った。

「あれにワンタッチしてくるよ」

　タオルを腰こしにきゅっと強く巻いて僕は歩き始める。

　ガラス扉の向こうで蠢く影に向かって、どんどん近づいていく。

　それからおっかなびっくりガラスの扉を開ける僕は、もくもくと立ち込める湯気の中に足を踏ふみ入いれた。恐きよう怖ふを押し殺して一歩、二歩と湯気の中を進めば、影の生物との距きよ離りはさらに縮ちぢまり縮ちぢまり──。

「…………」

　そして、その蠢うごめく影におそるおそる手を伸ばした僕ぼくは──ついに、触れることができた。

　固い感触だった……。

　なんだろう……と、触れているモノを見つめていると、スチームサウナが止まったのか湯気が薄うすれていき、正体が明らかになっていく。

「え……これって……」

　青く光る目。首に掛けたネームプレート。

　そこに立っているのは、何時いつぞやの魔ま王おう学がく園えんの生物室に置かれた石のロボット──人体ゴーレムだった。

「ひさ……しぶり……だな……スライム……」

「あ、ひさしぶりです────じゃなくてっ！　え、なんで!?　メ、メリアさん!?」

　振り返るとアブない水着姿のメイドは、どこか自じ慢まんげに佇たたずんでいた。

「どうしました？」

「いや、どうしたもこうしたも、人体ゴーレムさんがなんでここに!?」

「担任の先生に屋や敷しきを改造していることを話したら貸してくれました」

「え!?　そんな貸してくれるもんなの!?　おかしくない!?」

　状況が理解できなくておたおたしていると、固くて大きな手にガシッと頭を摑つかまれた。

「お前……もっと……冷静に……なれ……」

　そう言ってくる人体ゴーレムに僕は、大きく深呼吸してみる。

　しかし、どうやっても冷静になることはできないし、何より、人体ゴーレムにビビっていたさっきの自分が恥はずかしくて仕方ない。

　とても複雑な気持ちになる僕にメリアさんが語りかけてきた。

「ミカゲ様、恐きよう怖ふに打ち勝ち、実際に向き合ってみると思っているモノとは違っていた……なんてことはよくあるんですよ」

「た、確かに……そうだね……」

　傍かたわらに立つ人体ゴーレムを見上げて頷うなずく。

　その僕にメリアさんは少し優やさしい表情をすると、ショットガン水みず鉄でつ砲ぽうを床に向けて構かまえた。

「まあ、これは全力で背せ中なかを流してくれますけどね」

　ズガァンッ！　と、石の床が再び全力で穿うがたれていた。

　それで満足したのか、黒くろ髪かみのメイドはショットガン水鉄砲を元の壁かべに仕し舞まうとぺこりと頭を下げてきた。

「それではミカゲ様、私は夕食の準備を整えてきます。ごゆっくりどうぞ」

「う、うん……」

　なんかもやもやしながらも頷うなずく僕ぼくだけど、頭に引っ掛かっていたものはなんとなくすっきりとした気分だった。なんとなく、だけど。

「…………」

　有あり難がたい気持ちでメリアさんを見つめる僕は、今いま更さらながらに、アブない水着で露あらわになった黒くろ髪かみメイドのボディーラインにドキドキが再点火して身体からだ全体が熱くなった。

　目のやり場に困らせる中、水着のメイドは背せを向けて去っていきお風ふ呂ろ場ばから出ていくので、僕は安あん堵どの溜ため息いきを一つ。

　間近で佇たたずむ人体ゴーレムを見上げる僕は、明日の水泳の授業頑がん張ばろう、と気合いを入れた。

　それからスチームサウナから出ようとした時だった。

　人体ゴーレムが僕の肩かたをガシッと摑つかんで言ってきた。

「オレ……お前の……背中……洗う……」

「え!?　い、い、いや遠えん慮りよするよ！」

「遠慮……するな……」

「ちょっ、ちょっと待って──うああああああああ」




　　　　＊＊＊




　翌日。

　水着に着替えた僕は、魔ま王おう学がく園えんの広大なプールを見渡していた。

　相変わらずプールは広大で、水は濁にごっていて底が見えにくい。

「では、暗あん上じよう院いん君、泳いでください」

「は、はい……」

　相変わらず真っ黒けな先生の言葉に頷いた僕は、プールのコースのスタート位置へ向かう。

　そしてスタート位置に立ち、飛び込むプールの先を見つめた、その瞬しゆん間かん──。

　ズドォンズドォンッ！

　と大きな水しぶきと共に、巨きよ大だいな触しよく手しゆが姿を現し暴あばれ始はじめた。

「…………」

　その光景に足がすくんでしまう……。

　やっぱり無理です。

　そう先生に言って逃げてしまいたいという気持ちが胸むねの中で膨ふくれ上あがる。

　その恐きよう怖ふをぐっと堪こらえ、手を握にぎり、目をつぶる僕の頭には、昨日のメリアさんの言葉とスチームサウナの人体ゴーレムが浮かび上がっていた。

　立ち向かう勇気に……。真の姿を見み極きわめる眼がん力りき……。

　そ、そうだよね、メリアさん、ここで逃げたら何も変わらないよね。恐怖が恐怖のまま終わってしまう……。もしかしたら、昨日のスチームサウナで蠢うごめく影が人体ゴーレムだったように、あの大だい王おうイカも何か違うモノかもしれないし……。

　プールに入る勇気を絞しぼり出だす僕ぼくは、暴あばれる巨きよ大だい触しよく手しゆたちをグッと見み据すえた。

「…………」

　う、うん……。

　どう見ても、あの暴れる大王イカの触手は危険な触手にしか見えないね……。

　勇気を出しながらもそんな弱いことを思っていると、巨大触手たちは水中に潜もぐっていきスタート位置に立つ前の静せい寂じやくが訪れる。

　ああもう！　考えていても仕方ない！

　その静寂に背せ中なかを押されるように無理矢理踏ふん切ぎりをつけた僕は、プールの中へ飛び込んだ。

　冷たい水に包まれる身体からだをすぐに動かし、手で水を搔かき、足をバタ足させ、大王イカに襲おそわれないことを祈いのりながら向こう岸へ必死に泳ぎ始める。

「…………」

　それからしばらく何事もなく泳ぎ進めた僕は、とうとう触手が生はえていた場所まで差しかかった。

　水中の見えない恐きよう怖ふから、ぎゅっと目をつぶり、より一層手足に力を込めて泳ぐのだけど……ふと、目をつぶって泳ぐのでは恐怖から逃げているのと同じではないか、という想おもいが胸むねに湧わき上あがってきた。

　も、もし触手に襲われても、見えていれば心の準備が付くし……。

　そんなことを考え数秒ほど心の準備をしてから、パッと目を開けた瞬しゆん間かん、

「──ガバァブァアッ!?」

　と、僕は触手に足を絡からまれ水中に引きずり込まれた。

　驚おどろきと勢いで肺の中の空気をほとんど吐はき出だしてしまう。

　酸さん素そを求めて水上へ出ようともがくが、触手はさらに身体からだに絡み付いて抜け出すことができない。

　ヤ、ヤバい……。

　必死にもがく中、ふと、濁にごった水中の先に何かが見えた。

「────!?」

　そして、その水中の先に見えた光景を認にん識しきした瞬間、僕は驚きからたまらず肺の中の空気を残らず吐き出してしまった。

　僕が水中で捉とらえたものを端たん的てきに説明すると……『モニター、マイクを持った金きん髪ぱつの女生徒』だった。

　濁った水中の先。

　掃そう除じの時に見たガラスの壁かべの向こうで、赤いヒトデのような髪かみ飾かざりを着つけた金髪の女生徒がマイクを持ってモニターを見つめていた。

　その女生徒は補習の掃そう除じが終わったことを先生に報告しに行った時に出会った佐さ紋もん先せん輩ぱいで。

　さらにタコのロボットを従えていたことを思い出した僕ぼくは、この大だい王おうイカはもしかしてロボットなんじゃ!?　という思考が湧わくが、息が苦しくて考えられなくなる。

　は、はは、早く解放して！

　触しよく手しゆに絡からまれ、水中でもがき苦しむ僕は、ガラスの向こうの女生徒に念じるように訴える。

「────」

　そうしていると、佐紋先輩はマイクに何かを喋しやべりかける仕草を見せ、その直後、触手が浮上し始め、僕はなんとかようやく水上へ顔を出すことができた。

　むせながら息を吸い込む中、身体からだに巻き付いていた触手は離れていく。

　解放された僕はそれから溺おぼれるようなめちゃくちゃな泳ぎでなんとか向こう岸まで泳いでいった。

　状況がよく分からないままプールサイドで四よつん這ばいになってガハガハと咳せき込こんでいると、黒いフードマントの先生が駆かけ足あしでこちらへ向かってきた。

「よく泳ぎ切りましたね、暗あん上じよう院いん君。合格点です」

「……あ、ありがとうございます」

　合格点を貰もらえて嬉うれしいけれど、それよりもさっき水中の先に捉とらえた光景が激はげしく気になる僕は、息を落ち着かせながら先生に尋たずねた。

「……先生、なんか、佐紋先輩が居てマイクで指示を出してたっぽいんですが。あの大王イカって、もしかして……ロボットなんですか？」

「そうですよ。暗上院君、もしかして本当にクラーケンだと思っていたんですか？　普ふ通つうに考えてそんなモンスターがプールに居るわけないじゃないですか」

「……で、ですよね」

　どっと疲れが押し寄せる僕。

　しばらくの間、大王イカの事実に打ちひしがれた僕が、ゆっくり立ち上がると先生はコホンと咳せき払ばらいをして真ま面じ目めな声で話してきた。

「暗上院君、混こん沌とんや恐きよう怖ふを統すべる魔ま王おうが、その混沌に恐おそれて逃げるようでは話になりません。今回の授業は、それを鍛きたえる授業でもあったんですよ」

「……そうだったんですか」

「まあ、先生の美び貌ぼうには、自分でもたまに恐れてしまうことはありますけどね」

　うわぁ……最後でなんか台だい無なしな気分だ。

　まあでも変なリアクションしてマイナス評価されても嫌いやだし、

「……そ、そ、そうですね」

　と僕は引きつった笑みを浮かべて無難に頷うなずいた。

　そうして、僕ぼくはなんとかプールの授業で合格点を貰もらうことができたのだった。




　それから先生と分かれて更こう衣い室しつへ向かおうとしていた時だった。

　プールサイドに長い金きん髪ぱつの女生徒が現れた。ヒトデの髪かみ飾かざりを着つけているその人は、まさに先ほどガラス壁かべの向こうにいた女生徒──僕より一つ上の先せん輩ぱいで生徒会副会長だという佐さ紋もんアヤネさんだ。

　プールサイドに腕うでを組んで立つ佐紋先輩に、声を掛けるべきかと悩んでいる時だった。

　先輩の立つすぐ近くのプールの水から、大だい王おうイカの太い触しよく手しゆが現れ、それから巨きよ大だいなイカの本体も浮上してくる。

　その光景の凄すごさに僕は気付けば佐紋先輩に駆かけ寄よっていた。

「佐紋先輩！」

「なんだ」

　と、鋭するどい視線を向けてくる先輩。

　それにビビりながらも、僕は浮上した大王イカを見て先輩に尋たずねた。

「こ、この大王イカって……もしかして先輩が作ったんですか？」

「ああ、そうだ」

「す、すごいですね」

　純じゆん粋すいな感想を漏もらす僕は、まじまじと大王イカロボットを見つめる。

　触手もそうだったけど本体の方も軟なん体たい生せい物ぶつらしい表皮に覆おおわれ、とても機き械かいだとは思えないリアルな作りだ。

「……ん？」

　ただ、大王イカの目にあたる部分だけが、おかしな作りだった。

　大王イカの目は大きな単眼で、黒目も白目もない透明なガラス体だ。

　そして、そのガラス体の中には、複雑そうな装置と配線と共に──丸い頭と突き出た口のタコが入っていた。

　それは職しよく員いん室しつで見たタコロボットで、広げた八本の足が大王イカの目の装置に埋うまっている。

「なんでタコが入っているんですか……？」

　その質問に睨にらんでくる佐紋先輩だけれど、大王イカを見て説明してきた。

「この大王イカロボットの二号には頭ず脳のうを積つんでいない。タコロボットの一号が頭脳として合体することで動かすことができるんだ」

「そ、そうなんですか」

　なんでこんな技術持ってるんだろう……。一号とか二号とか番号振ってある感じだと、他にもあるのかな……。

　僕ぼくの頭の中にたくさんの疑問が湧わいてくる中、佐さ紋もん先せん輩ぱいは大だい王おうイカの目に声を掛けていた。

「出てこい一号」

『へい、お嬢じよう！』

　という声が大王イカの口から発せられたかと思えば、目が輝かがやき、ガラスが開いていく。

　そこから出てくるタコロボットの一号は、頭からプロペラを出すと飛び上がり、それと同時に大王イカロボットのガラスの目は閉じ力を失ったようにぶくぶくとプールの中に沈しずんでいった。

「では、私は帰るぞ」

　そう僕に言って去っていく佐紋先輩に、タコロボットの一号は「あぁ疲れたぜ」と言いながら後を付いていく。

　それに今いま更さらながら、わざわざ時間を割さいて補習に付き合ってくれたことに気付いて、

「先輩、ありがとうございます」

　と、お礼を言うと、先輩は鼻を鳴らしてタコロボットと共に去っていった。




　　　　＊＊＊




「どうだったミカゲくん」

「うん、なんとか泳ぎ切れたよ……」

　ブロンドの幼おさな馴な染じみの車に乗せてもらい、僕は帰路に就ついていた。

　ユキヒメは僕の補習が終わるのを待ってくれていて、お礼と軽い報告を終えると、幼馴染はとても喜んでいた。

　それから、他た愛あいのない会話を繰くり広ひろげていると、あっ、とユキヒメが何か思い出したように尋たずねてきた。

「そういえば、白しら波なみさんにマーミカゲあげたんだけど、どうだった？」

「マーミカゲ？」

　耳みみ慣なれない言葉に首を傾かしげる僕だけど、記き憶おくの欠片かけらがちらちらと揺ゆらめいてハッと思い出した。

「ああ、もしかして、お風ふ呂ろ場ばで口からお湯を吐はく僕そっくりな像のこと？」

「うん。この前作り過ぎちゃったから、白波さんにミカゲルンバと一緒におすそ分けしたの」

「いや、晩ばん御ご飯はん的なノリで作り過ぎるのも、おすそ分けするのもやめてくれない？　ちなみに、すごく吐いてたよ。マーミカゲ……。それとミカゲルンバ爆ばく発はつしたよ！」

「それは良かった！」

「良くないよ!?」

　顔を輝かがやかせる幼馴染は、表情を変えずに明るく訊きいてきた。

「それでミカゲくん、白しら波なみさんと一緒にお風ふ呂ろに入って気持ち良かった？」

「……気持ち良いっていうか、背せ中なか削けずられたよ──」

　そう嘆なげくように言った瞬しゆん間かん、空気が凍こおったように感じた。

　ユキヒメの顔を見ると、笑っているけど、笑っていない。

「あ、あれ、そ、そういえば、ユキヒメ、なんで僕ぼくがメリアさんと一緒にお風呂入ったとか知ってるの」

「……一緒に住んでるからそんなこともあるんじゃないかなって鎌かまをかけてみたの」

「そ、そうなんだ……」

　いつの間にそんな技術を……。

　な、なんか空気が氷のように冷たい。つららが刺さってくる。

　ユキヒメは、その笑っているのに笑っていない顔で僕に尋たずねてきた。

「ミカゲくん、明日暇ひま？」

「う、うん、まあ学がく園えん休みだし……」

「じゃあ、明日、私の家で一緒にお風呂入ってよ」

「えええぇ!?　な、なんでそうなるの!?」

「私と一緒にお風呂入ってよ」

「い、いやあの……」

「私と一緒にお風呂入ってよ」

「怖こわいよユキヒメ！　その顔やめて！」

　ブロンドの幼おさな馴な染じみにビビりながら距きよ離りを取っていると、車はようやく屋や敷しきに到着した。

　そそくさと車のドアから出た僕に、ユキヒメは空くう虚きよな笑顔を、拗すねたような怒った表情に変えて言ってきた。

「ミカゲくん、明日絶対私と一緒にお風呂入ってよ！　約やく束そく破ったら、『ミカゲジョーズ』で光とか湯気で自主規制してたところ全部解除して世界に配信するからね！」

「ミカゲジョーズってそんな規制するところあるの!?」

「──じゃあ明日ね。ミカゲくん！」

　ユキヒメはすぐにドアを閉めてしまい、そのまま車は発進してしまう。

　呆ぼう然ぜんとしながら見送っていると、車しや窓そうが開いて、ちょこんとユキヒメの小さな顔が出てきた。

　どうしたんだろうと思った瞬間、ユキヒメは息を思いっ切り吸い込んで叫さけんできた。

「ミカゲくんのばかああああああああああああぁぁぁぁ──」

　その叫びを引っ張って車は去っていった。




　それから屋敷の禍まが々まがしい門をくぐり、ミカゲルンバのせいで焼け野原と化している庭を歩き屋敷の扉とびらを開ける。

「お帰りなさいませ、ミカゲ様」

　すると、黒くろ髪かみの美しいメイドさんが迎むかえてくれて、僕ぼくは挨あい拶さつも早々に、今日の水泳のことを話した。

「水泳、合格点貰もらえたよ！」

「良かったですね」

　頷うなずくメリアさんは無表情ながらに嬉うれしそうな声音だった。

「これもメリアさんのお陰だよ！」

「いえ、私は何もしておりません。プールを泳ぎ切れたのはミカゲ様のお力ですよ」

　そう優やさしく言ってくるメリアさんに、僕は胸むねがドキドキしてくる。

　いつもありがとう……。

　感かん謝しやの視線をその綺き麗れいな顔へ向けていると、メリアさんはそっと僕の手を取って優しく囁ささやいてきた。

「ミカゲ様、ご褒ほう美びとして、抱だき締しめて差し上げます──」

「え!?」

　えええぇ──!?

　だ、だ、だ抱き締める!?

　思ってもみない言葉に混乱しながらもドキドキしていると、メリアさんは不意に後ろへ振り返って言ってきた。

「──と、人体ゴーレムさんが仰おつしやっております」

「え!?　人体ゴーレムさん!?」

　黒髪メイドの視線の先を見ると、ドシン、ドシンという足音を立てて、首から「人体ゴーレム」と書かれたネームプレートを掛けたゴーレムが近づいてきていた。

「お前……よくやった……オレ……お前……抱き締める……」

「いやいやいやいやいやいや!?」

「良かったですね、ミカゲ様」

「いやいやいやいや、良くないから!?　ちょっと待って！　ちょっと待ってって！」

　全力で拒きよ否ひするのだけど、人体ゴーレムは僕のところまでくるとガシリと肩かたを摑つかんできた。

「オレ……スライム……死ぬほど……抱き締める……ご褒美だ」

「ちょ、ちょちょ、力加減がおかしいおかしいって！　本当に死んじゃうから！」




　──うああああああああああ！




　と、僕の悲鳴は屋や敷しき中に木霊こだましたのだった。










　　第二話　　ビフォーユキヒメ




　その日の朝、僕ぼくは落ち着きなくお風ふ呂ろ道具を準備していた。




　ちなみに、なぜお風呂道具を用意しているのかと言うと、これから幼おさな馴な染じみの家に行ってその幼馴染であるユキヒメと一緒にお風呂に入ることになったからだ。

　昨日ユキヒメに、僕がメリアさんとお風呂に入ったこと──実際には背せ中なかをブラシで削けずられ、ショットガン水みず鉄でつ砲ぽうで脅おどされるという散々な目に遭あったんだけど──を知られてしまい、笑っているのに笑ってない顔で一緒にお風呂に入ってと有う無むを言わせぬ感じで約やく束そくさせられてしまったのだった。

「はぁ……落ち着かない……」

　準備し終えたお風呂道具一式を抱え、玄げん関かん広ひろ間までキョドッていると通りかかったエプロンドレスを着た女性──メリアさんが声を掛けてきた。

「ミカゲ様、そんなに姫ひめノの宮みや様とのお風呂が楽しみなのですか？」

「い、いや、違うんだよ……」

　僕は盛大に首を横に振ってから、頭を押さえて話した。

「小さい頃ころにさ……ユキヒメの家のお風呂入らせてもらったことがあるんだけど、なんかお風呂場が迷路になってて三時間ぐらいさ迷ったんだよ。そして、また違う日にお風呂場に入らせてもらった時には迷路がなくなってて、代わりに絶ぜつ叫きよう系けいのアトラクションがいっぱいあってさ、軽く六時間ぐらい絶叫させられたんだよ……。それを考えたら、今日、ユキヒメの家のお風呂場へ行くのが恐こわくてさ……おかしいよね、手の震ふるえが止まらないんだよ……。でも断ったらなんか『ミカゲジョーズ』の規制が全部解除されてしまうし……で、すごく困ってるんだよ！」

「ふむ、それは興きよう味み深いですね」

「ど、どこが興味深いの!?　僕知ってるからね、メリアさんが『ミカゲピース』の動画に長文のコメントしてたの！」

　僕の言葉をどこ吹く風と聞き流すメリアさんは、何か考えるように顎あごに手を当ててから尋たずねてきた。

「そういえば、ミカゲ様は……姫ノ宮様といつ頃出会われたのですか？」

　なぜそんな質問をするのかと疑問に思う僕だけど、そういえばユキヒメと出会ったのっていつだったっけと思考を巡めぐらせる。しかし、昔のことなので記き憶おくが霞かすんでいてよく思い出せなかった。

「……んんー、あまり細かく覚おぼえてないかな……でも結構昔から一緒に居たよ。そういえば、昔のユキヒメは今とちょっと違っていたかな」

「違っていた？」

「うん、なんかツンツンしていたような気がする……あと、動物がすごく好きだったかな」

　懐なつかしいなぁ……と感じながら、さらに昔を思い返す。

　しかし、その途中で門の方の呼よび鈴りんが鳴り、僕ぼくは大きく溜ため息いきを吐ついた。

「はぁ……迎むかえが来たみたい。やっぱりお風ふ呂ろ入るしかないのかな……」

「約やく束そくはちゃんと守らないといけませんよ、ミカゲ様。行ってらっしゃいませ」

　お辞じ儀ぎしてくるメイドに僕は、あれ？　と首を傾かしげた。

「……メリアさんは一緒に来ないの？」

「ミカゲ様は、姫ひめノの宮みや様だけでなく、私ともお風呂場でお楽しみをしたいと？　スライムの分ぶん際ざいで？」

「べ、別に、そういう意味で言ったんじゃないし……スライムの分際でもないし……」

「私は家の掃そう除じや夕食の準備がありますので、お気になさらず行ってらっしゃいませ。それから屋や敷しきのお風呂場は、姫ノ宮家のお風呂場に負けないよう改造しておきますのでご安心くださいませ」

「い、いやいや、安心できないよ！　対たい抗こうしないで！　マジで！」

　なんだか激はげしく気になるけど、門の呼び鈴がしつこく鳴るので僕は嘆たん息そくしてからメリアさんの見送りを受け、屋敷を出た。庭を歩き門の外へ出ると、そこには黒くろ塗ぬりの高級車が止まっていて、運転手さんがドアを開けてくれる。

　てっきりユキヒメが乗っていると思っていたのだけど、中を見ると居なかった。

　それから車に乗り込むと発進して、しばらく道を進めば窓まどから大だい豪ごう邸てい──姫ノ宮家が見えてくる。ユキヒメの家に訪れるのはこれが初めてというわけではないけど、僕が今住んでいる屋敷よりも大きいそのお屋敷には感嘆してしまう。何よりも建物の外装や庭が美しい。丁てい寧ねいに手入れされた木々の青葉や、夏の花々が咲さき誇ほこっていた。

　鉄てつ人じんメイドによって禍まが々まがしく改造されつつある家を思い返すと、ホント、びっくりするぐらい華はなやかで綺き麗れいに感じるよ。季節感ゼロだからね。

「…………」

　しかし……。

　そういえば、このお屋敷に最初に訪れたのはいつだったっけ……。

　ユキヒメといつ出会ったのか、という家を出る前のメリアさんの質問に引っ張られてぼんやりと考えてしまう。

　そんな昔の記き憶おくを掘り返しているうちに、車は広大な敷地を進み、気付けば屋敷の前まで到着していた。

　それから運転手がドアを開けてくれて、お礼を言いながら外に出ると──。

「ミカゲくん、おはよう！」

　屋や敷しきの扉とびらが勢い良く開き、そこから姫ひめノの宮みや家の御ご令れい嬢じようが満面に笑みを浮かべて飛び出してきた。

「おはよう、ユキヒメ──」

　と、挨あい拶さつを返す間に、前まえ髪がみを綺き麗れいに切きり揃そろえたブロンドの少女は、僕ぼくの下もとまで駆かけ寄よってきて手を強く引っ張ってきた。

「さあ、レッツお風ふ呂ろだよ、ミカゲくん！」

「や、やっぱり、一緒に入らないとダメ？」

「だって、白しら波なみさんと一緒に入ったんでしょ！　そうしたら、私とも一緒に入るのが筋すじってもんだよ！」

「なんで一緒に入るのが筋になってんのかよく分からないけど……別に、僕はメリアさんと一緒にお風呂に入ったわけじゃないからね。背せ中なかをブラシで削けずられて、高こう水すい圧あつショットガンで脅おどされただけだからね！」

「立りつ派ぱなお風呂イベントじゃない！　私もミカゲくんの背中削りたいよ！」

「いやいやいや、もう目的がお風呂関係なくなっちゃってるんだけど！　カジノで負けたお金をカジノで取り戻そうとするぐらい目的がすり替わってるよ！」

「いいから、行こう！　ミカゲくん！　準備して待ってたんだから！」

「準備ってなに!?　ああああああ──」

　と、ユキヒメに力ちから一いつ杯ぱいに引っ張られて僕は引きずられるように屋敷へ向かう。

　そういえば、ユキヒメの家に入るのはかなり久しぶりな気がする……。以前のエリトくんとの〝果はたし宝たから箱ばこ〟の件でトラップを借りに来たけど、あの時はトラップ用の建物に入っただけだったし……。

　そんなことを思い返しながら姫ノ宮家本ほん邸ていである大だい豪ごう邸ていの中に入る僕に、気品と落ち着きと高級感が空気の固まりとなって襲おそいかかってきた。

「…………」

　ユキヒメの家は玄げん関かん広ひろ間まからして壮そう観かんだった。大きくて綺麗な絵画に、彫ちよう像ぞうや家具、豪ごう華かなシャンデリアに床に敷しかれたカーペットなど、空間にあるモノ全すべてが高価で貴重なものだと伝わってくる。しかも、それらはただ高級なモノを集めて並べただけのような厭いやらしい感じではなく、空間や建物と調和するように計算されており、客人に不快さを抱かせず、しかし、姫ノ宮家の凄すごさを知らしめる荘そう厳ごんで落ち着きのあるものだった。

「お、おじゃまします…………」

　暗あん上じよう院いんの本家を見み慣なれている僕だけど、圧倒されてしまう。

　そういえば、初めてユキヒメの家に訪れた時も同じように圧倒されたような気がする……。

　なんて昔を思い出す僕の手をユキヒメは容よう赦しやなくぐいぐい引っ張ってきた。

「こっちだよ、ミカゲくん！」

　そのまま引きずられるように僕ぼくは奥へ連れていかれ、立りつ派ぱな扉とびらの前でようやく解放された。

「この部屋の奥にお風ふ呂ろがあるから、脱衣所で脱いで先に入っていてね。私はちょっと準備して行くから」

「い、いやでも……やっぱ、さすがにこの歳としで一緒にお風呂は……」

　と、渋しぶる僕にユキヒメはぷぅと頰ほおを膨ふくらませて言ってきた。

「言っておくけど、ミカゲくん、私が戻ってくるまでにお風呂場に入ってなかったら、この前のＤＶＤボックスをブルーレイボックスにして全世界同時発売するからね！　画質向上するからね！　おまけのコメンタリーで二十四時間ミカゲくんのこと喋しやべり倒たおすからね！　特とく典てんもあるからね！」

「い、いろいろとツッコミたいところではあるけど、特典ってなに？」

「決まってるじゃない！　ミカゲくんのパンツだよ！」

「いやいやいや、なんで僕のパンツが特典になるんだよ!?　前もパンツ特典にしようとしてなかった!?　誰だれも得しないし、欲しがる人なんて居ないよ！」

「そうでもないよミカゲくん。動画サイトのコメント欄らんで商品化のこととか特典のこととか書き込んでみたらね、赤毛の魔ま王おうっていうＰＮの人が『ぜひ欲しい。保存用、観かん賞しよう用、使用用、布教用、ＤＪ用、フリスビー用で六つ買う』って書き込んでたよ」

「えええ!?　そんな人居るの!?　ていうか、ＤＪ用とかフリスビー用ってなに!?　もう明らかに違う用途じゃん!?」

　世界にはいろんな人が居るんだね……。

　世界の広さに衝しよう撃げきを受けている僕に、ユキヒメは腕うでを組んで言ってきた。

「とりあえず、私が戻るまでにお風呂入っててね、ミカゲくん！」

「いやでもユキヒメ──」

　との僕の言葉はもう聞く耳なしでユキヒメはすたすたと早足で歩いていってしまう。

　さらさら揺ゆれるミディアムの後うしろ髪がみを、曲がり角で見えなくなるまで力なく見送り続けた僕は、溜ため息いきを吐ついて扉を開けた。

　視界に広がるのは豪ごう華かで清せい潔けつ感かんのある脱衣所。大きな鏡かがみに、棚たなにはふかふかのタオルがいっぱい積つまれている。

「…………」

　服を入れる高級そうなカゴを見つめる僕は、どうするべきかと数分悩むのだけど……僕だらけの映画やアニメをブルーレイボックスで売られるのは嫌いやなので、さささと服を脱いでカゴに入れた。実は水着をズボンの下にはいていて、その上から小さなタオルをがっちりと巻く。

　それからお風呂場へ続く曇くもりガラスのドアへ向かうのだけど、そのドアを前にして僕はまた考え込んだ。

　別にユキヒメとお風ふ呂ろに入るのが嫌いやとかじゃないんだ……正直に言うとちょっとドキドキしてる。でも、女の子と一緒にお風呂に入っちゃっていいのかなという道どう徳とく観かんとか恥はずかしさが……。あと、この先に待つお風呂場がどうなっているのかがとても恐こわい……。

　うんうん悩んでいると、コンコンと背はい後ごからノックの音が聞こえてきた。

「ミカゲくん、入るよー」

「ちょ、ちょっと待って──！」

　という僕ぼくの返事を待たずに扉とびらは開いていく。

　水着は一応はいているけれど、脱衣所でタオルを腰こしに巻いているという状況の恥ずかしさと、ブルーレイボックス発売の恐きよう怖ふに押されて、僕はドアを開けてお風呂場へ入ったのだった。

　曇くもりガラスのドアをピシャリと閉め、お風呂場へと振り返った僕の視界に広がったのは、ここは魔ま王おう学がく園えんのプールか！　と思ってしまうぐらい広大なお風呂場の空間だった。

　大量の湯煙が立ち込めるその空間の中には、様々な種類の湯船が点在していて、シンプルな湯船から、泡あわがぶくぶく出ている湯船があったり、噴ふん水すいが吹き出ている湯船があったり、なぜかヨットが浮いている湯船があったり、と本当にたくさんの湯船が存在している。そして、その湯船全すべてにマーミカゲが設置され口から渾こん々こんと湯を吐はき出だしていた。

　……意外にまとも？　いや、まともじゃないけど、思っていたよりかはまともだ。

　そういう感想を抱いていると、背後の脱衣所からユキヒメの声が聞こえてきた。

「ちょっと待っててー、ミカゲくん！　今から行くから」

　脱衣所へ意い識しきを向けると、するすると服を脱ぐ音が聞こえてくる。ドアの曇りガラスを見ると、肌はだ色いろになっていくユキヒメの姿が見えるような気がする。

「…………」

　僕はその服を脱ぐ音と、曇りガラスの向こうの影に今いま更さらながらに心しん臓ぞうがバクバクドキドキし始めていた。

　ユ、ユキヒメ、ほ、本当に脱いでるし……い、いいいいんだろうか!?

　でででも、小さい時には一緒に入ったこととかあったし……そ、それの延長みたいなものだと考えれば………………あ、ああ、ダメだ！　やっぱり不ふ健けん全ぜんだよ！

「あ、あのさユキヒメ！　やっぱり普ふ通つうにお風呂に入るのはダメだよ！　せめて水着を──」

　と曇りガラスの向こうへ声を掛けている途中で、そのドアは勢い良く開いてしまった。

　そこに立っているのは、タオルを胸むねから太ももまで巻いたブロンドの幼おさな馴な染じみで、その無防備な姿に一いつ瞬しゆん息を止めてしまう。幼い頃ころにお風呂に入った時よりも、かなり成長している身体からだのラインに意識が遠くに飛びそうになるのだけど……ガチャリと、その幼馴染が手に持って構かまえてくるモノに一瞬で意識が引き戻された。

「いいねぇミカゲくん、いいよぉ」

　と、よだれを垂たらしそうな締しまりのない顔をするユキヒメ。

　その幼おさな馴な染じみは片手にハンディカメラを持っていて、ユキヒメの目は、今まさにそのカメラに映っているであろう僕ぼくへ向けられていた。

「いやいやいやいやぁ、なんで撮とってんのぉおお!?」

「今ね、今ね、オリジナルの映画制作してるの。タイトルは『千のミカゲの●隠し』。せっかくだし、お風ふ呂ろのセクシーシーンを撮っておこうかなって思って、うふふふ」

「タイトル、猛もう烈れつにパクリだし！　オリジナルにそもそもセクシーシーンないし！」

「細かいことはいいんだよ、ミカゲくん。とりあえず、ちょっと腰こしのタオル邪じや魔まだから取ってくれるかなぁ？」

「いや絶対嫌いやだよ！　なんかユキヒメ、スケベなおっさんみたいな顔してるし！」

「失礼だなぁミカゲくん。別に下心なんてないよ、芸術のためにやってるんだよ？　ということで、なんでもいいからセクシーポーズ取ってよ、ミカゲくん。ちなみに、お風呂場の全すべての場所と角度にカメラ仕掛けてあるから、どこでポーズ取っても良い感じになるよ！」

「全ての場所!?」

　ハッと周まわりを見てみる。

　先ほどは湯煙で気付かなかったのだけど、チカチカ赤く点滅している機き械かいが壁かべや床や天てん井じようや湯船に埋うめ込こまれていた。

「なにここッ!?　ヤバいんだけど！　もう完全に十八禁の映像撮る気満々なんだけど!?」

「大だい丈じよう夫ぶ、ちゃんと湯気とか光で修正入れるから。まあ、ブルーレイボックスで売る時は修正外はずすけどね」

「大丈夫じゃないじゃん！　もうブルーレイボックス売る気満々じゃん！」

「まあまあ、ミカゲくん、落ち着いて」

　と、ハンディカメラを構かまえたまま近づいてくるユキヒメ。

　迫せまってくるカメラと、タオルの巻かれた幼馴染の無防備な身体からだに、僕はドキドキしているのかビビっているのかよく分からず、全身から変な汗あせをかき始める。

　さらに迫ってくるユキヒメに、僕は気付けば苦くるし紛まぎれに質問していた。

「ユ、ユキヒメ、いつから僕にこんなに執しゆう着ちやくするようになったっけ!?　出会った時は違ってたよね」

「またそういう質問するの？」

　と、むすっとした顔をするユキヒメは言ってきた。

「前に話したでしょ。ベルちゃんが飼えなくなった時に、暗あん上じよう院いんのお祖じ父い様さまやお父様に掛け合ってくれたミカゲくんが、私にはね、ミラーボール以上に輝かがやいて見えたの」

「ミラーボール初耳だけど!?」

「細かいことはいいの」

　と、さらに足を速めて近づいてくるユキヒメ。

　間近に迫せまったブロンドの少女に、僕ぼくはカメラよりもタオルに巻かれた身体からだの方へ目が行ってしまって、一層慌あわてながら後ずさった、その瞬しゆん間かん──

「────」

　ずるっと足を滑すべらせてしまった。

　重心が後ろへ流れて、視界に急速で天てん井じようが映る。

　そして次の瞬間には、ゴツンッ！　という音と衝しよう撃げきが後頭部から発せられて、僕の視界は真っ白になった。

「ミカゲくん──!?　ミカゲ──ん──!?　ミ──ん──!?」

　ユキヒメの声が遠くなり、ぼやけていく意い識しきの中で、僕は昔のことを思い出していた。




　　　　＊＊＊




　──その日、ぼくはお父さんに連れられて、姫ひめノの宮みや家のお屋や敷しきへ向かっていた。




　姫ノ宮家は、どうやらぼくの家とはライバルというものらしい。

　だけど今度一緒に何かをするらしくて、そのお祝いのパーティーに呼ばれ向かっていた。

　いっぱい人の来るパーティーなら、いつもは兄さんがお父さんと一緒に行くのだけど、今回はぼくがお父さんと行くことになった。

「────」

　お父さんが言うには、その姫ノ宮の家には、ぼくと同い年の子供がいるらしい。

　──競きよう合ごうし、敵対しているからこそ、仲良くしておいて損そんはない。

　厳きびしい顔で言うお父さんは、ぼくにその姫ノ宮家の子供と仲良くするよう命令してくる。

　それぐらいならお前にもできるだろう、と付け加えられた言葉に、ぼくはうな垂だれるようにはいと頷うなずいた。

　それから車は、ぼくの家と変わらない大だい豪ごう邸ていに到着する。

　車の窓まどから見える敷地の木々や花々は鮮あざやかで、お屋敷の外観も豪ごう華かでとても綺き麗れいだった。

「すごいなぁ……」

　車を降りそのお屋敷の中へ入ると、外観から受けたイメージを裏切らず、置かれているモノ全すべてが高級さと気品を放っていて、そのスゴさにポカンとしてしまう。じぶんの家はどことなく殺風景なのでその派は手でさは新鮮に映った。

　お父さんに変な顔をするなと怒られつつ、屋敷の使用人に案内され大きな広間に通される。

「…………」

　豪華なその広間には、色どり豊かな服に身を包んだたくさんの人がいた。部屋には料理がいっぱい並んでいて、みんなグラスを片手にお喋しやべりしている。

　しかし、お父さんが広間に入って歩いていくと、お喋しやべりしている人たちは気け圧おされるように口をつぐみ、道を譲ゆずるように人混みが開いていった。ぼくはその光景に戸と惑まどいながら、進んでいくお父さんの後ろ姿を追いかけていく。すると、その先にブロンドの男の人が優ゆう雅がに微笑ほほえんで立っていて、お父さんは不ふ機き嫌げんな顔をしながらもその人と会話し始めた。

「…………」

　ぼくはお父さんの斜ななめ後うしろに立って、そのブロンドの男の人を見つめる。

　男の人は、厳きびしい雰ふん囲い気きのお父さんとは違い、悠ゆう然ぜんとして優やさしい雰囲気を纏まとっているけれど、その中に底知れぬ迫はく力りよくがあって、ぼくはすぐにこの人が姫ひめノの宮みや家の偉い人だと直感した。

　それからしばらくすると、お父さんと男の人の会話からぼくの名前が出てくる。ハッとしてお父さんを見ると、自じ己こ紹しよう介かいしろと言わんばかりに睨にらんでいたので、ぼくは慌あわてて姫ノ宮の人に頭を下げた。

「は、初めまして、ぼ、ぼくは暗あん上じよう院いんミカゲです」

　しどろもどろと挨あい拶さつするぼくに、姫ノ宮の偉い人はにこやかに笑ってくる。それから、遠くを見つめた男の人は何か女の子の名前を呼んでいた。

「…………？」

　その方向へ振り向くと、背せ丈たけがぼくと同じぐらいの女の子が優雅に歩いてくるところだった。

「初めまして、わたしは姫ノ宮ユキヒメと申します」

　ぼくとお父さんの下もとまで歩いてきた薄うすいブロンドの髪かみの女の子は、ぺこりと頭を下げて挨拶してくる。

「…………」

　ぼくは、その姫ノ宮ユキヒメと名乗った女の子に見入ってしまっていた。

　なぜなら、フリルの白いドレスに身を包む女の子は、とても可愛かわいかったのだ。

　お人形さんみたいだな……。

　と、見つめ続けていると、女の子は少し睨んできて、ぷいっと目を逸そらしてきた。

　それに地味にショックを受ける中、姫ノ宮の偉い人とお父さんの会話は再開して、会社の経営やライバル会社の佐さ紋もんがどうたらとか、そんな大人おとなの重い話をし始める。

　それからしばらくの会話の後に、お父さんと姫ノ宮の偉い人に、一緒に遊んでなさいと促うながされ、ぼくと女の子は広間の隅すみっこに移動したのだった。

「…………」

　隅に移動してから、ドレスの女の子はパーティー会場を見つめて、ずっと沈ちん黙もくしていた。

「…………」

　な、なにかお話しないと……。

　沈黙の空間に耐たえかね、声を掛けようとしたところで女の子はぼくに振り向いてきた。

「あなたが暗上院家の人なのよね？」

「う、うん。そうだけど……」

　頷うなずくぼくを上から下まで見つめてくる女の子は、つまらなそうな顔をして言ってきた。

「ふぅん。全然、さえてないのねあなた。ゾウリムシみたい」

「ど、どういうこと!?」

　思わぬ言葉にぼくは目を丸くする。

　そのぼくに、ブロンドの女の子は小さく笑うと渋しぶ々しぶといった感じで手を差し出してきた。

「でも、お父様とお母様に仲良くしなさいって言われたから仲良くしてあげる。よろしくね」

「…………よ、よろしく」

　なんだか釈しやく然ぜんとしないけど、ぼくもお父さんから仲良くしなさいと言われているので、差し出された小さな手と握あく手しゆする。

　握手を終えると、女の子は再び広間の中央に視線を戻して沈ちん黙もくする。さっきから何を見ているんだろう……と思っていると、ドレスに身を包んだ女の子は口を開いてきた。

「みんな作り笑い浮かべて、楽しいのかな？」

　その女の子の言葉にぼくは改めて広間を見渡す。

　そこにいる華はなやかな衣い装しように身を包んだ人たちは、グラスを片手に笑みを浮かべて会話している。しかし、ぼくにはその笑顔が作り笑いなのかどうなのか見分けがつかなかった。

「すごいね、ぼくには見分けがつかないや」

　そう言うと、女の子は呆あきれたような顔でぼくを見てきた。

「暗あん上じよう院いん家の子供が、そんなことで大だい丈じよう夫ぶなの？」

「う……よくお父さんからも同じこと言われるんだ」

　しょんぼりとするぼくに、女の子は少しだけ気を遣つかうように言ってきた。

「まあでも、わたしもいつもお父様とお母様から姫ひめノの宮みやの家に恥はじぬ行動をしなさい、振ふる舞まいをしなさいって言われるよ。嫌いやになっちゃう」

「そうなんだ……」

「お母様なんてとても厳きびしいもん。きっとわたしのこと嫌きらいなんだと思う」

　そう言って不ふ貞て腐くされたような顔をする女の子は、ぼくに尋たずねてきた。

「あなたのお母さんはどうなの？　厳しい？」

「…………」

　その質問にぼくは少し返答に困るのだけど、正直に言うことにした。

「お母さんはいないんだ」

「いない？」

「ぼくを産んだ後に死んじゃったんだってさ」

　ぼくにとってお母さんはいないのが当たり前なので、別に寂しいとか悲しいとか思ったことはない…………と言えば噓うそになるけど、そこまで気にしてない。

　だからできるだけ重くならないように言ったつもりだったのだけど、しかし女の子は、

「そう……ごめんなさい」

　と、とても気まずそうな顔をして謝あやまってきた。

　意外に良い子なんだな……。

　と思いながらも、重くなる空気にぼくは慌あわてて何か言わなくちゃと頭を巡めぐらして、いつもじいちゃんが言ってくれる言葉を口にしてみることにした。

「あ、あのさ、厳きびしくするのは大切に想おもっているからだって……ぼくのじいちゃんがね、ぼくがお父さんに怒られた時に、いつも言ってくれるんだけどさ……君のお母さんも、君のことを大切に想っているから厳しいんじゃないかな……なんて……」

　とは言ってみたはいいけれど、ぼく自身、その言葉にちょっと半はん信しん半はん疑ぎだったりする。お父さんはぼくにとても厳しいのだけど、それが本当にぼくを大切に想っているからなのか疑ってしまうことは山ほどあった。

　そんな自信のない言葉に、しかし女の子は、ふぅん、と頷うなずいていた。

　そして、ぼくを見る女の子の態たい度どは、先ほどまでの興きよう味みのない感じから、少しだけ変わったような気がした。

「ねえ、あなた名前はなんていうの？」

　首を傾かしげて訊きいてくる女の子。

　そういえば、まだこの女の子には自じ己こ紹しよう介かいしてなかったっけ、と思い出してぼくは名乗った。

「えっと、ぼくは、ミカゲ。暗あん上じよう院いんミカゲ」

「そう。じゃあ、ミジンコって呼ぶね。わたしはユキヒメでいいよ」

「〝ミカゲ〟だから、ユキヒメちゃん」

「わたし、ちゃん付けで呼ばれるの子供っぽくて嫌きらいなの。呼び捨てでいいよ。ミカゲ面白いから、わたしの友達にしてあげる」

「あ、ありがとう……ユキヒメ」

　なんか変わった女の子だなぁと感じながらも、ぼくはお礼を言う。

　それがぼくとユキヒメの最初の出会いで、友達になった時だった。

　それから家のこととかの会話をしているとパーティーは終わりを告げ、帰る間ま際ぎわにユキヒメは言ってきた。

「今度、遊びにきてよ、ミカゲ」

「うん、分かった」

　と、コクッと頷いてから手を振ってお別れする。

　そして、その日から、ぼくとユキヒメはちょくちょく遊ぶようになった。




　変わった女の子だなぁという印象は、初めてユキヒメの部屋に遊びに行った時に確信に変わった。

　屋や敷しきの三階にあるユキヒメの部屋。

　ドアを開けると、目に飛び込んでくるのは広い空間と、大きなベッドや綺き麗れいな装そう飾しよくのされたチェストやドレッサーなどの豪ごう華かな家具。

　そして……至いたるところに置かれた動物の置物だった。

　犬や猫やウサギなどのぬいぐるみはもちろん、木き彫ぼりの熊くまから、巨きよ大だいな魚の魚ぎよ拓たくに、それから精せい巧こうに作られた動物の模も型けいなどが半はん端ぱなくたくさん置かれていた。

「す、すごいね。サファリパークかと思ったよ。動物が好きなんだね」

「べ、別に好きじゃないよ」

　と、ぷいっと目を背そむけて言うユキヒメ。

　しかし、これはどこからどう見ても動物好きの部屋だよ。これで動物が好きじゃなかったらちょっとヤバいよ。

「何かペットとか飼ってるの？」

　これだけ動物関連のモノがあるのなら何か飼ってそうだと思って質問すると、ユキヒメはしょんぼりとした顔をして言ってきた。

「家はペット禁止なの……」

「そ、そうなんだ……」

　そっか、だからこんなに動物の置物があるんだ。

　と思いながら、部屋を再度見渡していると本ほん棚だなに目がいく。

「あ、動物の本もいっぱいあるね」

　そこに並べられている本は、動物の飼い方や、犬や猫やハムスターの写真集などの可愛かわいらしいものから……そこに混ざって『未み確かく認にん生せい物ぶつ大全集』やら『ＵＭＡ百選』やら『宇う宙ちゆう人じんの捕まえ方』などなどの怪あやしい本もたくさん置かれていた。

　それでよくよく部屋を見渡してみれば、動物の置物に紛まぎれて未確認生物を模したと思わしき気持ち悪い置物も複数存在している。

　この女の子の感覚はよく分からないと感じた瞬しゆん間かんだった。

　……そんなことがありながらも、ぼくとユキヒメはその部屋の動物やＵＭＡの模型で遊んだり、ある時は庭で遊んだり、またある時はぼくの家に呼んだりとたくさん遊んだ。

　似た環かん境きようで育ったことから、家のことや親のことを話したり、時には愚ぐ痴ちったりして、ぼくたちは遊ぶたびに仲良くなっていった。




　そんなある日のことだった。

　ユキヒメに誘さそわれて家に遊びに来た時のこと。

「ふふふふ」

　と、なにやらユキヒメがニヤついていた。

「ど、どうしたの？」

「わたしの秘密知りたい？」

「ひ、秘密？」

「ミカゲになら特別に教えてあげてもいいよ。まあ、知りたくないなら別にいいけどね」

　と言ってくるけど、ユキヒメは教えたくて仕方ないという顔をしている。

　そのそわそわニヤニヤとした顔を見ながら、

「じゃあ教えて、ユキヒメ」

　と、ぼくが言うと、ブロンドの女の子はどうしようかなーとか焦じらし始はじめてくる。

　その焦らしがあまりにも長いので、じゃあもういいよ、と言うとユキヒメはムスッとした顔をしてぼくの腕うでを引っ張ってきた。

　そのまま引きずられるようにして敷しき地ちに建っている木造の倉庫のような小屋へ連れられていく。

　その小屋が目的地らしく、

「絶対秘密よ」

　と、ぼくに再確認してきたユキヒメは、その小屋の扉とびらをそっと開けた。

　なんだろう？　と首を傾かしげるぼくは、扉の先を覗のぞき込こむのだけど、窓まどがないみたいで薄うす暗ぐらくてよく見えない。

　さらに頭を捻ひねるぼくを見てニヤけるユキヒメは、それから、

「おいでー」

　と、小屋の奥に声を掛けていた。

　それで何が隠かくされているのか気付いた数すう瞬しゆん後ご、奥から、きゅんきゅん、というような鳴き声が聞こえてくる。

「ユキヒメ、もしかして……」

　と、驚おどろきながら声を掛けたのと同時に、奥から小さな生き物がとことこと現れた。

　それは……小犬だった。

　くりくりとした瞳ひとみに、銀色の毛。愛くるしさを感じさせる可愛かわいい犬だったのだけれど、全体的にやせ細っていて、あちこちに包ほう帯たいが巻かれていた。

「ど、どうしたの、この子？」

「怪け我がしているの見つけて、拾って手当してあげたの」

「そ、そうなんだ……」

　可か哀わいそうに感じて見つめると、小犬は怯おびえたように後ずさる。

　その姿はとても痛ましくて、胸むねが苦しくなった。

「秘密ってことは、この小犬、内緒で飼ってるの？」

「うん。動物飼うの禁止されてるから……。だから、ミカゲ、絶対に言ったらダメだよ！」

「う、うん」

　深く頷うなずくぼくに安心したらしいユキヒメは、銀色の毛の小犬に歩あゆみ寄よっていく。

　ぼくに怯おびえていた小犬はユキヒメには懐なついているらしくて、きゅんきゅん鳴きながら足にすり寄っていた。

「…………」

　包ほう帯たいを巻いた小犬と、その小犬を優やさしく撫なでるユキヒメ。

　その女の子の顔はとても優しい表情で、今まで抱いていたイメージが少し変わった気がした。

「ユキヒメ、この子、名前はあるの？」

　訊きくと、ユキヒメは首を横に振ってきた。

「良い名前が浮かばなくて、まだ決めてないの……」

「そうなんだ……」

「そうだ、ミカゲ、一緒に考えてよ」

　と振り向いてくるユキヒメに、ぼくは頷いてから包帯だらけのやせ細った小犬を見つめて考える。

「うーん……そうだね……」

　何か良い名前ないかなぁ……と頭を巡めぐらせていると、あっと思い付いた。

「この前さ、ユキヒメの本ほん棚だなの絵本にベルゼブブっていうのが出てきたんだけど、それぐらい強くなるようにって願いを込めて……ベルちゃんとか？」

「ベルちゃん……ベルちゃん、いいね！」

　ユキヒメもしっくりきたらしくて、笑みを浮かべて頷いている。

　どうやら、小犬も気に入ったようで、きゅんきゅん鳴いてくるくる回っていた。




　そうして、その日から、ぼくとユキヒメの遊びにベルちゃんも加わった。

　最初はぼくに怯えていたベルちゃんだったけど、次第に警けい戒かいは解とけていってユキヒメと同じくらい懐いてくるようになった。

　ただ、それと同時期にぼくはある疑念を抱くようになっていた。

　それは……ベルちゃんは本当に犬なのか、というもの。

　というのも、なんか、ベルちゃんが日に日に大きくなっていくのだ。

　最初は、腕うでに抱えられるぐらい小さかったのに、気付けばぼくより大きくなっていた。

「ねえ、なんかベルちゃん、すごく大きくなってない？」

「そうかな？　いつも見てるからわからない」

「いやでも、最初は腕で抱えられるぐらい小さかったのに、ここ二、三週間ぐらいでなんかぼくよりも大きくなってるよ。すり寄ってくる時にちょっとした恐きよう怖ふを覚おぼえるんだけど」

「そう？　ミカゲが縮ちぢんだんじゃない？」

「縮まないよ!?　ていうか、まだ大きくなりそうだし、秘密にするの難しくなるんじゃない？」

「大だい丈じよう夫ぶだよ。見つからないよ」

「そ、そうだといいんだけどね……」

　と言うものの心配するぼくの予感は、それから数週間もしないうちに当たってしまう。




　それはユキヒメの家に遊びに行った日のことだった。

「うああぁああん……ミカゲ……」

　ユキヒメが泣きながらぼくに抱きついてきたのだ。

「ど、どうしたの!?」

「ベルちゃんが、ベルちゃんが、見つかっちゃったの……！」

「見つかった!?」

　動どう揺ようしながらも、ぼくはついにこの日が来てしまったかと感じていた。

　それから泣きじゃくるユキヒメに連れられて敷しき地ち内の建物へ向かう。

　そこはベルちゃんが飼われていた倉庫のような小屋とは違い、コンクリートの壁かべのしっかりとした建物だった。

　扉とびらには鍵かぎが掛けられているようで、窓まどから中を覗のぞき込こむ。

「ベルちゃん……」

　その建物の中には頑がん丈じようそうな鉄の巨きよ大だい檻おりがあり、その檻には巨大な犬──ベルちゃんの姿が確認できた。檻の中で寝ねているベルちゃんの身体からだは前に会った時よりもさらに大きくなっており、ぼく一人簡かん単たんにぱくりと食べられるぐらい巨大になっている。

「────」

　大きさに驚おどろきながら窓から見つめていると、寝ているベルちゃんの耳がピンと立った。

　そして、大きな頭をもたげるベルちゃんは、ぼくとユキヒメの姿を見た瞬しゆん間かん、嬉うれしそうな顔をして吠ほえてくる。

　それは今まで一緒に遊んできたベルちゃんとなんら変わらない仕草だった。

「ベルちゃん、どうなるの？」

　鉄檻に入れられている状況に不安を覚おぼえて、傍かたわらにいる少女に尋たずねるとさらにぼろぼろと涙なみだを流し始めた。

「飼えるようにお願いしたけど……こんな危ないもの飼えるわけないって言われて…………ベルちゃん、引き取ってくれるところがなくて……殺されちゃうの……うぅ」

「…………」

　殺されちゃう……!?

　ユキヒメから発せられた言葉に、ぼくは衝しよう撃げきを受けてしばらく呆ぼう然ぜんとしてしまう。

　窓まどの向こうの檻おりに入れられたベルちゃんは、自分の状況は理解していない様子だけど、泣くユキヒメを見て悲しそうにきゅんきゅんと鳴き始めた。

　そして何を思ったのか、

「ベルちゃん──!?」

　突然ベルちゃんは鉄檻に向かって体当たりをし始めた。

　激はげしい音が何度も響ひびき、少しずつ檻の太い鉄てつ格ごう子しが曲がっていく。それから数分もしないうちに鉄格子が完全に弾はじけ飛とび、檻からベルちゃんが出てきた。そしてさらに建物の壁かべに向かって体当たりするベルちゃんは、とうとう壁を突き破ってぼくたちの前へやって来たのだった。

「…………」

　以前からベルちゃんは普ふ通つうの犬じゃないと思っていたけれど、その光景を目まの当あたりにしたぼくはあることを考えていた。

　ベ、ベルちゃんって、もしかして……モンスターなんじゃ……。

　そんなことを考えるぼくを余所よそに、ユキヒメはベルちゃんを抱だき締しめる。そして、そのベルちゃんは大きな舌でユキヒメの涙なみだに濡ぬれる頰ほおをぺろぺろと舐なめていた。

「ベルちゃん……このまま逃がせないかな？」

　ベルちゃんの大きな頭を撫なでながらユキヒメが言ってくる。

　逃がせられるかどうか考えるぼくは、少しして首を横に振った。

「大きいからすぐに人に見つかっちゃうんじゃないかな……。ベルちゃん、普通の犬じゃないから、見つかったらきっと大問題になると思うし……」

「うぅ……ベルちゃんが……死んじゃう……」

　ユキヒメはまたボロボロと涙を流し始めて、ベルちゃんはきゅんきゅんと鳴きながらその頰を舐める。

　その姿を見るぼくの中で、ユキヒメと一緒にベルちゃんと遊んだ日々が思い返された。

「…………」

　このままだとベルちゃんが……。

　死ぬとか、殺されるとか、正直あまり実感のない言葉だけど……それは嫌いやだと思った。

　ベルちゃんと会ったのは短い期間だけど、そんなお別れするのは絶対に嫌だと思った。

　なによりも、ブロンドの少女の流れ続ける涙に……ぼくは気付けば口から言葉を発していた。

「……ぼくが飼うよ」

「え？」

「……ぼくが家で飼えるように頼んでみるよ」

「で、でも、ミカゲのお父さん厳きびしいんでしょ……？」

「それでもなんとか頼んでみるよ」

　ぼくは決意するように言って、ベルちゃんの大きな身体からだを撫なでる。

　すると、不意にベルちゃんが身体を低くしたかと思うと、ぼくをすくうように背せに乗せてきた。

「────ッ!?」

　高くなる視界にビビるぼくはこの状況に戸と惑まどうのだけど、こうなったらこのまま家に行こうと思い立ちベルちゃんの背せ中なかの銀色の毛を摑つかんだ。

「ミカゲ!?　ベルちゃん!?」

「じゃあ行ってくるよ！」

　その言葉を皮切りに、ベルちゃんはぼくを乗せたまま走り始めた。

　う、うん、走り始めたのはいいんだけど……ベルちゃん、どう操あやつればいいんだ!?

　と、今いま更さらながらパニックに陥おちいるものの、銀色の巨きよ大だいな犬は心を読んでいるかのように自然とぼくの考える道を走っていく。ベルちゃんの走るスピードはめちゃくちゃ速くて、通行人たちを驚おどろかせながらも、あっという間に家に辿たどり着ついた。

「…………」

　大きな背から降りたぼくは、大きく深呼吸してからベルちゃんを引きつれて屋や敷しきの中を歩いていく。

　食しよく卓たくへ向かうと幸いお父さんも兄さんも家に残っていて何か大切そうな話をしていた。

「あ、あの……」

　と、ぼくはおそるおそる声を掛ける。

　振り向いてくる二人は、巨大な生き物を連れて戻ってきたぼくに一いつ瞬しゆんギョッとしてから、すぐに怪け訝げんな目を向け、それはなんだ、と厳きびしく問うてきた。その重苦しく攻こう撃げき的てきな空気に震ふるえてしまう。

　それでも、ぼくはベルちゃんのことを話して飼いたいと必死にお願いした。

　──ダメだ。

　そして、返ってくるのは、想像していたものだった。

　いつもなら、その一言でぼくは大人おとなしく引き下がるのだけど……今回はそういうわけにはいかない。

　だから、一いつ生しよう懸けん命めい、お願いし続けた。

　ぼくにできるのはそれだけだから。

　何度ダメと言われても、引き下がらず何度も何度もお願いし続ける。

　──その生き物と一緒に出て行け！　帰ってくるな！

　あまりにしつこいぼくに、とうとうお父さんはそう激げき怒どしてきた。

　感情のボルテージが上がっていたぼくは「認めてくれるまで帰らないから！」と叫さけんでベルちゃんを連れて家を飛び出したのだった。




　それからどれぐらい時間が経ったのだろうか。

　家を飛び出しベルちゃんの背せ中なかに乗ったぼく。

　しばらく当てもなく走り続け、途中、黒くろ髪かみの女の人とぶつかりかけたことで我われに返ったぼくは、その近くで見つけた古い神社の裏で隠かくれるように休んでいた。物陰で身を小さくするぼくのすぐ近くでベルちゃんは横になって寝ねている。

「…………」

　家を出てから長い時間経ったような気がするけど、太陽を見上げると全然動いていなくて、まだちょっとしか時間が経っていないことが分かった。

「はぁ……」

　と、神社の裏に広がる林を見つめて溜ため息いきを吐つく。

　こうやって家を飛び出したものの、きっと、誰だれも探しには来ないんだろうな……。

　良い厄やつ介かい払ばらいができたと思っているんだろうな……。

　そんなことを考えながら、ベルちゃんを見て……それからユキヒメのことを考えると、心細さと情けなさで自然と涙なみだがこぼれてくる。

　これからどうしよう……。

　ユキヒメに、ベルちゃんをなんとかするって言ったのに……。

　どうしよう……。

　自分の無力さにさらに涙が出てくる。

「…………」

　そうして、しばらく泣いていると、足音が遠くから聞こえてきた。

　ここには来ないだろうと最初は気にしていなかったのだけど、足音はどうやらこちらへ近づいてきているようで、今の自分と、ベルちゃんを見られたくないぼくはこの場から離はなれるために寝ているベルちゃんを揺ゆすって起こす。

　しかし、ベルちゃんはなかなか起きず、巨きよ大だいな体たい軀くを揺すって悪あく戦せん苦く闘とうしている間に、足音は間近まで迫せまり、ふいに肩かたをトントンと叩たたかれた。

「────」

　びくっとするぼくは、おそるおそる振り返る。

　しかし、そこに立っている人の顔を見て、ぼくは驚おどろくと共に一いつ瞬しゆんにして緊きん張ちようが安あん堵どに変わった。

「──じいちゃん」

　白はく髪はつの頭に、皺しわの刻きざまれた柔にゆう和わで優やさしい顔。そこにいるのは、ぼくの大好きなじいちゃんで、その姿に気が緩ゆるみさらに目からぼろぼろと涙が出てきた。

　──ふふふ、見つけたぞ。わしから隠かくれられると思ったか。

　そう笑ってくるじいちゃん。

　もう結構な歳としなのに立ち姿はしっかりしていて、服装もシックでモダンな紳しん士し服ふくに身を包み、いつも付けている藍あい色いろのペンダントがきらきらと光っている。

「…………」

　じいちゃんの笑顔を見るだけで、ぼくはなんだか元気になったような気がした……。

　それでも涙なみだは一向に止まらなくて袖そでで拭ぬぐい続つづけていると、じいちゃんは優やさしくぼくの頭を撫なでてくる。すると、不思議と胸むねの中が温かくなって、涙が止まった。

　ようやく泣なき止やんだぼくに微笑ほほえむじいちゃんは、ポケットからあるモノを取り出してくる。

　──お腹なか空すいただろう？　これをお食べ。

　そう言って差し出してくるのは、小さな赤い箱に入った……酢す昆こん布ぶだった。

「あ、ありがとう……」

　いつもじいちゃんのポケットから出てくるお菓子は酢昆布なので、またそれなの……とは思うけど、受け取って食べるとやっぱり美味おいしかった。

　食べながらぼくは、じいちゃんに尋たずねた。

「どうしてここが分かったの……？」

　──訳わけあって面倒を見ている娘むすめがな、巨きよ大だいな動物と男の子がこちらへ走っていったと言っていたので気になっていたら丁ちよう度ど家から、ミカゲと巨大な動物が一緒に飛び出したという連絡がきたんだ。

「そ、そうなんだ……」

　じいちゃんが面倒を見ているという娘が少し気になり、また家から連絡が行ったことにも驚おどろく。しかし、巨大な動物であるベルちゃんが起き上がったのを見たぼくは、何をしないといけないのかを思い出して、じいちゃんにベルちゃんのことを話した。

　──なるほど。

　と、しどろもどろになるぼくの話を急せかさず全部聞いてくれたじいちゃんは、ベルちゃんの巨体をよーしよしよしよしと撫でてから、お前もお食べ、と酢昆布を差し出していた。

　その差し出した手ごと食べる勢いで酢昆布に嚙かみ付つくベルちゃん。

　ぎりぎり手を齧かじられるのを回避したじいちゃんは、再びよーしよしと撫でながらぼくに告げてきた。

　──ミカゲ、このベルちゃんはモンスターだぞ。

「モンスター……」

　その告げられる言葉にぼくは驚くよりも、やっぱりと納得する気持ちの方が大きかった。

　それでもやはり、モンスターって本当にいたんだ……という事実は衝しよう撃げき的てきだった。

　まじまじと巨体のベルちゃんを見るぼくに、じいちゃんは尋ねてきた。

　──父さんと兄さんに珍めずらしく反はん抗こうしたそうじゃないか。そんなにこのベルちゃんが大切なのかい？

「うん。ベルちゃんは友達だし、もう一人の友達にもベルちゃんをなんとかするって約やく束そくしたんだ……」

　──そうか。友達は大切だなぁ。

　と、コクコクと頷うなずくじいちゃんは、ぼくの頭を撫なでて言ってきた。

　──分かった。じいちゃんに任せなさい。

「いいの!?」

　目を見開くぼくに、じいちゃんは深く頷いて笑ってくる。

　大きな喜びと嬉うれしさが込み上げてくるぼくは、堪たまらずじいちゃんに抱き付いた。

「ありがとう、じいちゃん！」

　それからぼくの頭を撫でてくるじいちゃんは、懐ふところから銀色の懐かい中ちゆう時計どけいを取り出して時間を確認すると優やさしく言ってきた。

　──さあ一緒に帰ろうか。

　それに頷いたぼくは、じいちゃんの温かい手を握にぎり、ベルちゃんを引き連れ帰路に就つく。

「…………」

　神社の石階段を下りながら、ぼくは手を繫つないだじいちゃんを見上げた。紳しん士し服ふくに身を包んだその姿はとても安心感があり、そして何よりも頼もしく、ぼくは気付いたら訊きいていた。

「どうやったら、ぼく……じいちゃんみたいに強くなれるかな……？」

　それに、笑うじいちゃんは言ってきた。

　──じいちゃんは強くないぞ。いつまでも弱いままだ。

「弱い……？」

　その言葉は、にわかには信じられなかった。

　──ただな、弱くても戦う時は戦わないといかんぞ。

「……う、うん」

　言葉の意味はよく分からなかったのだけど、ぼくは頷いてから隣となりを歩くじいちゃんをもう一度見上げる。

　柔にゆう和わな笑みを浮かべたそのじいちゃんの姿は、ぼくの目に深く焼き付いたのだった。

　そして、家に着くとお父さんが「あなたはいつもミカゲに甘すぎる！」とか「うちには、そんな役に立たない巨きよ大だいなものを置く場所なんてない！」とか「そもそも、どうやって部屋に入れるんですか？」とか「これは捨てさせてもらいます」とか、じいちゃんに文句を言いまくっていた。

　ぼくは、お父さんの怒りを前にして小さくなるしかなかった。

　でも、じいちゃんはそんなぼくの頭をひと撫でして、壁かべの方を向いた。そして、グーパンチ一いち撃げきで壁かべに巨きよ大だいな穴あなを開けてみせる。

　──これでいいか？

　と言うとお父さんは苦にがい顔をして黙だまり込こんでいた。

「…………」

　じいちゃん、すごい……。

　その力強い姿は、ぼくの目に深く深く焼き付いた。




　それからベルちゃんを家で飼うことが決まってすぐに、ぼくは車を出してもらいユキヒメの家へ向かった。

　モンスターを飼うにはたくさんの手続きが必要らしい。それはお父さんがしてくれることになり、家を出る前にお礼を言うとさらに不ふ機き嫌げんな顔をしていた。

　その顔を思い出していると車は姫ひめノの宮みやの広大な敷しき地ちに入り、ぼくは運転手に言って途中で降ろしてもらった。向かうのは、お屋や敷しきではなくベルちゃんが閉じ込められていた建物。

「ユキヒメ！」

　予想通り、薄うすいブロンドの女の子は、その建物の近くでションボリと座り込んでいた。

「ミカゲ!?」

　ぼくの姿を見たユキヒメは立ち上がって駆かけ寄よってくる。

　不安げな表情を浮かべている女の子に、ぼくは元気良く報告した。

「ベルちゃん、飼えるようになったよ！　ぼくの家に来たらいつでも一緒に遊べるよ！」

　そうだ。これでベルちゃんは捨てられずにすむ。

　ユキヒメも笑ってくれる。

　そう思って喜びの反応を待つのだけど、しかし、予想と違ってぼくの報告を聞いた女の子は目から大おお粒つぶの涙なみだを流して泣き始めた。

　え、え!?

「な、なんで泣いてるの!?」

「…………」

　ぼろぼろと涙を流し続けるユキヒメ。

　なんで泣いているんだろう……!?

　涙の理由が分からず、どうしたらいいのか分からないぼくは、とりあえずじいちゃんがしてくれたように、そのブロンドの頭を優やさしく撫なでてみる。

　少し驚おどろいた顔をするユキヒメに、ぼくは笑って言った。

「ベルちゃんも、ユキヒメが笑ってくれた方が喜ぶよ」

「…………」

　それからしばらく撫でているとユキヒメの涙が収まっていく。

　しかし、どうしたことか、涙なみだが止まる代わりにユキヒメの顔は耳の先まで赤くなっていた。

　ど、どうしたんだろう……。

　さらに慌あわてるぼくに、ブロンドの少女は照れるように口を開いてきた。

「ありがとう、ミカゲ……くん」

「ユキヒメ……」

　気付けば、その女の子の顔には、にこにこと可愛かわいい笑みが浮かんでいた。




　　　　＊＊＊




　…………。

　懐なつかしいな……。

　そう感じて目を開けると、僕ぼくの目にユキヒメの顔がどアップで映り込んだ。

「ミカゲくん……！」

　その大きな目からは、ぼろぼろと涙がこぼれ落ちていた。

　どうしたんだろう？　と思いながら周まわりを見渡す。

「…………」

　僕はどうやらベッドで寝ねているようだった。

　広い部屋にはミカゲ人形が山のように積つまれていて、天てん井じようと壁かべ一面には僕が映っている写真やらポスターが貼はられている。本ほん棚だなには動物の本やら『ＵＭＡ百選』やら『虎とらの巻まき』やらの謎なぞの本と共にタイトルに僕の名前の入った怪あやしい本がずらりと並んでいて、今いま更さらながらに僕の隣となりに等身大の僕が写った抱だき枕まくらが存在していることに気付いた。……それらの光景に、ここはユキヒメの部屋だと確信する。

　それと同時に後頭部にたんこぶがあることにも気付いて、お風ふ呂ろ場ばで足を滑すべらせたことを思い出した。

「よかった……ミカゲくん、ごめんね……」

　涙を流しながら謝あやまってくるユキヒメ。

　ぼろぼろと涙を零こぼれさせるその姿に、僕は泣いている昔のユキヒメを思い出して、ブロンドの頭に手を伸ばして優やさしく撫なでた。

「僕は大だい丈じよう夫ぶだよ、ユキヒメ」

　そう元気に言うのだけど、しかし、それでも幼おさな馴な染じみの涙は止まらない。

　こういう時なんて言ったらいいんだろうな……と、考える僕の頭に、ふと昔ユキヒメに掛けた言葉が浮かんできた。

「ベルちゃんも、ユキヒメが笑ってくれた方が喜ぶよ」

　そう笑って言うと、ユキヒメはハッとした顔をしてくる。

　そして涙なみだが止まったかと思えば、昔のように顔がみるみると耳まで真っ赤になっていた。

「ミカゲくん、私……私ね……」

　と、一度言葉を切ったユキヒメは、照れるようにもじもじとし始める。

　なぜだろうか、その空気に僕ぼくもなんだか心しん臓ぞうがドキドキしてしまう。

　そうしていると、ユキヒメは息を吸って意を決したように口を開いてきた。

「私、いつかミカゲくんのおよ──」

　およ？

　と言葉を認にん識しきした瞬しゆん間かんだった。

　──ゴトンッ。

　という物音がふいに窓まどの方から聞こえてくる。

　それに僕とユキヒメは揃そろって振り向くと、そこには──。

「メリアさん!?」

「白しら波なみさん!?」

　家に居るはずの黒くろ髪かみの女性が窓に張り付いていた。

　僕は驚おどろきながらもベッドから起き上がり、窓を開ける。

　失礼します、と言って中に入ってくるメイドに僕は尋たずねた。

「メリアさん、ど、どうしてここに!?　ここ三階だよ!?」

「ミカゲ様が頭を打ち、一いち郎ろうさんと人格が入れ換わってしまったとお聞きしましたので、飛んで参りました」

「い、いやいや、何その情報!?　盛大に誤報が混じってるよ!?　ていうか、本当に飛んできたわけじゃないよね!?」

　この鉄てつ人じんメイドならあり得ないこともないこともない。

　窓の外の高い景色を戦せん々せん恐きよう々きようと見ていると、メリアさんは僕をじろじろと見つめてから優やさしく声を掛けてきた。

「ご無事で何よりです、ミカゲ様」

「あ、ありがとう……」

　何はともあれ、メリアさんは僕を心配して駆かけ付つけてくれたんだ。

　お礼を言うと、クールビューティなメイドは踵きびすを返して窓まど枠わくに手と足を掛けた。

「ということで、無事と分かりましたので私は帰ります」

「はやっ、てか、そこから帰るの!?　危ないよ！」

「これぐらいの高さは余裕です」

　キリッとした顔をしてくるメリアさんは、引き止める僕を無視して窓枠に乗り出してしまう。

　そのまま飛び降りようとするメイドの背せ中なかを制止させたのは、ユキヒメの声だった。

「──ちょっと待って、白波さん！」

　それに艶つややかな黒くろ髪かみを揺ゆらしてメリアさんは振り返り、僕ぼくも振り返る。

　ブロンドの女の子はにこにこと笑みを浮かべてから、メリアさんに言ってきた。

「今から、ミカゲくんと一緒にご飯食べるんだけど、白しら波なみさんも一緒に食べない？」

「お邪じや魔まではないですか？」

「ううん、そんなことないよ。白波さんにはミカゲくんの日常生活について聞きたいことがいっぱいあるし、ぜひ聞かせてよ」

　そのユキヒメの言葉に、メリアさんは少し優やさしい顔をしたかと思えば室内へ戻ってきた。

「分かりました。では、私にもぜひ昔のミカゲ様の話をお聞かせください」

「いいよ！　ミカゲくんの恥はずかしいあんな話やこんな話を教えてあげる！」

　ぼ、僕ぼくの恥ずかしい話って…………。

　ノリノリで駆かけ寄よってくるユキヒメは、震ふるえ始はじめる僕と、興きよう味み深げな顔をするメリアさんの手を引っ張ってきた。

「じゃ、今から行こ！　ミカゲくん、白波さん！　あ、『千のミカゲの●隠し』のセクシーシーンの撮さつ影えいは忘れてないからね！」

「──え!?　ちょっと待って、セクシーシーンの撮影はもういいんじゃないかな！」

　ぐいぐい手を引っ張ってくるユキヒメに抵てい抗こうするように踏ふん張ばっていると、もう片手をメリアさんが引っ張ってきた。

「ミカゲ様、セクシーシーンの一つや二つや百ぐらいスライムならばどうってことありませんよ」

「い、いや、スライム関係ないし！　ちょ、ちょっと待って──うあああああ」

　と、僕はブロンドの幼おさな馴な染じみと、黒髪のメイドにずるずると引きずられるようにして連れ去られていく……。




　しばらくして動画サイトにアップされた『千のミカゲの●隠し』は、莫ばく大だいな酷こく評ひようと一部の熱ねつ狂きよう的てきなファンのコメントでカオス状態になっていた。










　　第三話　　佐紋ロボット




　僕ぼくの通う学がく園えんはヘンテコだった。




「今日は、学園の資料室を観かん覧らんしに行きます」




　歴史の授業だ。

　真っ黒なフードマントの先生は教室に入ってきて早々、授業の内容を告げ、自分に付いて来てくださいと教室を出ていく。

「……資料室なんてあったんだ」

　と、入学してから結構経っているのだけど、未いまだに学園施設の全ぜん貌ぼうが見えない僕は少し驚おどろきながらも、クラスメイトたちと一緒に先生の後に続いて、その資料室とやらへと向かった。

　授業中ということもあってか、校舎内を歩いて進むが特にトラップは稼か働どうしていない。それから少し歩くと、『資料室』という室しつ名めい札ふだの掛けられた大きなドアが見えてきた。

「えー、ここが資料室です。いろいろと歴史に関わる資料が展示されています」

　と、そのドアの前に立って説明してくる先生。

　歴史に関わる資料ってなんだろう……。昔の写真とか、文ぶん献けんとかかな？

　と考える間に、先生はドアの鍵かぎを開けて資料室の中へ入っていく。それに続いてクラスメイトたちも部屋へ入っていくので、考えていても仕方ないかと、僕も資料室へ入った。

「なんだ……これは……」

　薄うす暗ぐらい照明の中。

　視界に広がる資料室の『歴史に関わる資料』に僕は閉口していた。

　まず真っ先に目に飛び込んできたのは、部屋の中央に置かれた石に刺さった剣だった。説明の書かれたプレートには「デビルカリバー」という文字が記しるされている。

　それから、部屋にずらりと並ぶショーケースには幾き何か学がく模も様ようが描かれた魔ま導どう書しよのような本や「死者の書」と書かれた本が置かれ、謎なぞの文字が刻きざまれた石板に、あと、クリスタルドクロも置いてある。それにやけにライトアップされたショーケースがあるかと思えば、中にデコボコの石が置いてあって「賢けん者じやの石いし」という説明書きがされていた……。

「せ、先生、ここにあるのは一体なんですか……？」

　堪たまらず声を掛けると、先生は何を言っているのかと言わんばかりに首を傾かしげてきた。

「さっきも説明しましたが、歴史に関わる資料ですよ？」

「いやいや、どこがですか!?　完全に違う世界の資料じゃないですか！　しかも、偽にせ物ものばっかじゃないですか！　あの賢者の石、絶対普ふ通つうの石ですよね！　向こうの石に刺さった剣、絶対伝説じゃないですよね！」

「夢がないですね、暗あん上じよう院いん君は」

「いや、夢がどうこうの問題じゃ……」

　頭を押さえる僕ぼくだけど、周まわりのクラスメイトたちはわいわいと歴史に関わる資料（笑）に見入っている。

　自分だけ浮いているような感覚に苛さいなまれながら、そんな資料室の光景を眺ながめていると、ふと、部屋の奥に豪ごう華かな木の扉とびらがあることに気付いた。

「先生、あの扉の向こうには何があるんですか？」

「良い質問ですね、暗上院君」

　フードの奥で頷うなずく先生は、突然クラス全体に声を掛けた。

「皆さん、聞いてください！　ここは資料室の触りの部分に過ぎません。本当の資料はあの扉の先にあります！」

　そう言って先生が指差すのは、僕が先ほど何なのか尋たずねた豪華な扉だ。

　静まり返る生徒たちを見渡す真っ黒なフードマントの先生は、さらに告げてきた。

「そして、今回の授業は、あの扉を開け、その先にある資料を見るのが課題です！」

「…………」

　扉を開け、その先にある資料を見る……。

　それって簡かん単たんなんじゃ……？

　そんなことを思っていると先生は僕にビシッと指を向けてきた。

「暗上院君、今、簡単とか思いましたね」

「い、いや、べ、別に……」

　図ず星ぼしを指されうろたえる僕に、先生は深く頷いてきた。

「まあ、実は、その通りなんです。ぶっちゃけ、扉を開けて入るだけの簡単な授業なんです」

「そ、そうなんですか……」

「ええ、なので、特別ゲストを呼びました」

「特別ゲスト!?」

「では、早速、呼びましょうか──」

　と言うと先生は資料室の入り口のドアへ向いて、大声を出した。

「佐さ紋もんさーん！」

　佐紋……？

　それは聞きき覚おぼえのある名前で、姿を思い出しながらドアを見るとガラッと勢いよく開いて、女生徒が長い金きん髪ぱつを揺ゆらして中に入ってきた。

　厳きびしく冷ややかな雰ふん囲い気きを纏まとっているその女生徒は赤いヒトデの髪かみ飾かざりをした──佐紋アヤネ先せん輩ぱいだ。

　それからその先せん輩ぱいに続いて、頭にプロペラを生はやして宙ちゆうを舞まう赤いタコロボットの一号が入ってくる。

　場内の視線がその金きん髪ぱつの女生徒とタコロボットに集まる中、先生はコホンと咳せき払ばらいすると、僕ぼくたちに向き直ってきた。

「まあ、とりあえず、先生から佐さ紋もんさんを紹しよう介かいしますね。彼女は佐紋アヤネさん。皆さんより一学年上の二年生で、生徒会副会長です」

　以前の紹介で耳にした内容に改めてコクコクと頷うなずいていると、先生は、それから……、と少し間を空けてから紹介を続けてきた。

「佐紋さんは、魔ま王おう学がく園えん入学前に『召しよう喚かん士しの特とく殊しゆ資し格かく』を取得したという超ちようエリートさんなんです」

　召喚士の特殊資格……!?

　周まわりがざわざわする中、佐紋先輩は険けわしい顔をして先生に抗こう議ぎしていた。

「先生、超エリート、は余計です」

「そうですか？」

　と首を傾かしげる先生は、僕たちに説明してきた。

「召喚士の資格は、勇ゆう者しや、魔ま王おう、魔ま法ほう使つかいの御ご三さん家けではありませんが、相当に才能を求められる難しい資格の一つです。異世界からモンスターを召喚するかのように、自分でモンスターを作り出し、それを使し役えきするという大変に高度な知ち識しきと技術が求められる資格です」

　自分でモンスターを作り出して、それを使役する……。

　傍かたわらで宙を舞うタコロボットを見つめる僕は、さらにプールの時の大だい王おうイカロボットの姿を思い浮かべた。

　そのロボットは佐紋先輩が自分で作ったって言っていたっけ……。

「…………」

　僕は改めて、険しい顔をしている金髪の先輩を見つめる。

　召喚士の特殊資格を持っていて、魔王学園では生徒会副会長……。

「…………」

　確かに、超エリートだ。

　そう思って尊敬の眼まな差ざしを佐紋先輩へ向けていると、先輩ではなくタコロボットが偉そうに触しよく手しゆの足を組んで踏ふん反ぞり返かえってきた。

　先生は、コホンと咳払いして真ま面じ目めな声で告げてきた。

「今日、佐紋さんを呼んだのは他でもありません。授業の課題の難なん易い度どを上げてもらうために来てもらいました。プールを泳いだ皆さんは大王イカがロボットだということは分かっていますね。あれは佐紋さんのロボットだったわけですが、今日もあんな感じで邪じや魔ましてもらいます」

　邪魔してもらうって……またあの巨きよ大だいな大王イカが出てくるのだろうか……。

　首を傾かしげる中、先生は佐さ紋もん先せん輩ぱいにお願いしていた。

「では、佐紋さん、準備をお願いします」

「はい」

　と、頷うなずく金きん髪ぱつの先輩は、資料室の外へ出ていく。

　そして外に既すでに用意してあったらしいパソコンやらの機き材ざいを持って入ってくると、資料室の奥の豪ごう華かな扉とびらの近くに素早くセッティングし始めた。

　それからもう一度、部屋を出てから戻ってくる先輩。

「んな……」

　その腕うでにはあるモノが抱えられており、僕ぼくはそれを茫ぼう然ぜんと見つめる。

　佐紋先輩が抱えてきたのは、甲こう羅らを背せ負おった──カメだった。

　ただ普ふ通つうのカメではなく、メカティックなカメだ。タコロボットや、プールの大だい王おうイカロボットのように佐紋先輩が作ったロボットだと思うのだけど、とにかく謎なぞだらけだった。

「そ、それ、なんですか？」

　おそるおそる尋たずねると、佐紋先輩は言ってきた。

「一号と一緒に扉の門番をしてもらう、カメロボットの三号だ」

「カメロボット!?」

　タコロボットの一号といい、大王イカロボットの二号といい、この先輩、海の生き物が好きなのかな……。それに一体いくつのロボットを持っているんだろう？

　疑問を感じていると先生が補足してきた。

「ちなみに佐紋さんは百のロボットを従えているそうですよ。学がく園えんにもいろいろと隠かくされているので探してみてもいいかもしれませんね」

「百……!?」

　思ってもない桁けたに驚おどろきながら、佐紋先輩を見つめる。

　百のロボットを従えてるって……す、凄すごいな……。

　驚きと戸と惑まどいと感心とを込めた目を向ける中、佐紋先輩はカメロボットの三号を扉の脇わきに置いていて、宙ちゆうを舞まうタコロボットの一号は扉の真ん中でデンと腕うでを組んでいた。

　その姿に、ふとさっきの『扉の門番』という言葉を思い出してその長い金髪の先輩に尋ねてみた。

「門番ってことは、その一号と三号と戦うんですか？」

　その質問に先輩は、鋭するどい視線を向けてくると首を横に振って説明してきた。

「いや、こちらからは攻こう撃げきはしない。一人一人そのまま一号と三号の脇を通って扉を開けて入っていけ」

「…………ん??」

　意味が分からない。

　戦わず脇わきを通って扉とびらを開けていいなら、門番の意味がないんじゃ……？

　そんな疑問を抱いていると、佐さ紋もん先せん輩ぱいは口元にニヤリとした笑みを浮かべて言ってきた。

「まあ、三号が発射する『催さい眠みん光こう線せん』の幻げん覚かくを無事に振り切れたら、だけどな」

「催眠光線!?」

　なに!?　催眠光線って……!?

　僕ぼくが知っている催眠は、「あなたは段々眠くな～る」と人を眠らせたり、暗示を掛けたりする催眠術だ。たまにテレビで芸能人が催眠術に掛けられるのを見たりするのだけど、正直見ていて半はん信しん半はん疑ぎだった。むしろ、魔ま法ほうだと言ってくれた方のが説得力があるぐらいだ。まあ、魔法を使える人はとてもとても少ないので、それはそれで半信半疑になったりするけども……。

　佐紋先輩の話から要よう領りようが摑つかめず、どことなく胡う散さん臭くささを覚おぼえていると先生が告げてきた。

「まあ、百聞は一見にしかずです。早速、始めましょう！」

　それに頷うなずく先輩は、扉の脇に置いたカメロボットの甲こう羅らの両脇に、用意したパソコンなどの複雑な機き材ざいのケーブルを繫つないでいく。全すべて繫ぎ終えるとカメロボットの目がギラリと光っていた。

　それを確認した先生は、生徒たちを見渡して指名してきた。

「えー、じゃあ、姫ひめノの宮みやさん、お願いします」

「はい！」

　元気良く返事して前に出てくるのはユキヒメ。

　僕の幼おさな馴な染じみであるブロンドの少女は、タコロボットとカメロボットが門番をする扉の前まで意い気き揚よう々ようと向かい始めた。

　その進行方向の近く──ヒトデの髪かみ飾かざりを着つけた先輩を見ると、険けわしい顔でパソコンのキーボードに何かをカタカタと打ち込んでいる。

　な、なんか、大だい丈じよう夫ぶかな……と、扉へ向かうユキヒメを見守っていると、不意にそのブロンドの幼馴染は僕へ振り返ってピースしてきた。

「頑がん張ばるね、ミカゲくん♪」

「わざわざ僕に意気込まなくていいよ！」

　そんないつもと変わらないユキヒメは、扉へ向き直ると歩き始める。

　それからその前で待まち構かまえる一号と脇に佇たたずむ三号との距きよ離りはどんどんと詰つまり、すぐ間近まで迫せまった時だった。

　突然、カメロボットの甲羅がガチャンと開き、その中からロケットの発射口のようなものが一本出現してきた。

　兵器チックなそれはなかなかに威い圧あつ感かんを放っていて、

「うぅ……」

　と、近づくユキヒメも少し不安げな顔をして歩く速度を落としている。

　カメロボットのロケット砲ほうはそれから照しよう準じゆんをユキヒメに向けたと思えば、突とつ如じよ──発射口から青白い光線が放たれた。

「────」

　その光を目に浴びるユキヒメは、眩まぶしそうに目を細める。

　それから数すう瞬しゆん後ご、幼おさな馴な染じみは突然足を止め、とても驚おどろいた顔をしていた。

「ミカゲくん!?」

「──え!?」

　まさか再び僕ぼくの名前が出てくるとは思わなかった。

　さっきみたいに僕を無理矢理絡からめてくる迷めい惑わく行動をしてくるのかと思いきや、なんだかユキヒメの様子がおかしかった。

　ユキヒメはどこかぼんやりとした目付きをしており、

「ミカゲくん……」

　と、宙ちゆうを舞まうタコロボットに向かって喋しやべりかけていた。

　そしてタコロボットである一号は、その触しよく手しゆを伸ばしてユキヒメの頭を優やさしく撫なでていた。

「うふふ、ミカゲくん……そんな可愛かわいいって褒ほめてくれなくても……」

　タコに撫でられるユキヒメはとても嬉うれしそうに微笑ほほえみながら頰ほおを染めている。

　ど、どうしたんだろうユキヒメ……。も、もしかして、ほ、本当に、催さい眠みん光こう線せんで催眠術に掛かっているのかな……？　僕の名前が出てくるってことは、タコロボットが僕に見えてるの？

　そんなことを考えている間に、一号は長い触手二本をユキヒメの背せ中なかに伸ばして抱だき締しめていた。

「ミ、ミカゲくん、私の全部が欲しいなんて……こんなところじゃダメだよ……」

　と、さらに頰を赤らめるユキヒメ。

　な、なんか本当に催眠術、掛かってるみたいだ！　しかも、おかしなことになってるし！

　それからタコを見つめていかがわしい会話をするユキヒメは、不意に驚いた顔をしてきた。

「え、扉とびらを開けるのをやめたら……ミカゲくん、パンツ脱いでくれるの……!?」

　いやいやいやいや、どういうこと!?

　一体、催眠術で見えてる僕はどんな提案してるの!?

「でも、私は扉の向こうへ行かないといけないし……それでもミカゲくんにパンツ脱いで欲しいし……そうだ、ミカゲくん、はいているパンツちょっと見せて？　それで考え──い、いや私は扉の向こうに行かないといけないの……でも……」

　と、催眠術で見えているらしい僕に対して謎なぞの葛かつ藤とうをし始めるユキヒメ。

　それからしばらく葛藤するユキヒメに、タコロボットの一号は少し距きよ離りを取るとズボンか何かを脱ぐような仕草をしてくる。それを見つめるユキヒメは、突然、ハッとした顔をして言っていた。

「そ、そのパンツ……！　あなたは、ミカゲくんじゃない！　本物のミカゲくんはそんな……そんなブーメランパンツはいてないもん！　紐ひもパンツだもん！」

　いや、紐パンツもはいてないよ!?

　なんなの!?　一体、ユキヒメにはどんな僕ぼくが見えてるの!?　ていうか、そもそも現実も歪ゆがめてるよね!?

　一人頭を抱える僕だけど、ユキヒメは催さい眠みん術じゆつで見えているらしい僕に語りかけていた。

「ごめんね、偽にせ者もののミカゲくん……。私は扉とびらの向こうへ行くわ……。でもね、会えて嬉うれしかったよブーメランパンツのミカゲくん……いつかきっと、本物のミカゲくんにそのクレイジーなブーメランパンツ……はかせてあげるからね……」

　涙なみだ目めになりながら、タコロボットとカメロボットの脇わきを通り過ぎていくユキヒメ。

　そして、木き彫ぼりの豪ごう華かな扉を開けたブロンドの少女は向こうの部屋へと消えていった。

「うむうむ、さすがですね。合格です」

　と、閉じた扉を見つめて感心する先生。

　僕は頭痛を堪こらえるように額ひたいを押さえていた。なんかもう変な精せい神しん攻こう撃げきを受けて頭が痛かった……。なんだよ、クレイジーなブーメランパンツって……こわいよ……。

　うな垂だれる僕を余所よそに、先生はみんなを見渡して声を出してきた。

「まあ、こんな感じです。佐さ紋もんさんが開発したカメロボット三号の催眠光線はガッツリ効きますよ。魔ま王おうが催眠の幻げん覚かくに惑まどわされるなどあってはいけません！　魔王を目指す皆さんは幻覚を打うち破やぶって前へ進んでください！　言い忘れていましたが、目をつむるのは禁止ですので」

　そう告げる先生は、フードの中の視線をさ迷わせて次の生徒を指名した。

「では、次に赤あか柳やなぎ君お願いします」

「……ふん」

　と、腕うでを組んで前に出てくるツンツン赤毛の番長。

　エリトくんはパソコンを操そう作さしている佐紋先せん輩ぱいと一号と三号を睨にらみ付つけると歩き始めた。

「…………」

　ガンを飛ばすエリトくんに、タコは怯ひるんでいる様子だったが、先輩は余裕のある表情でカメのロケット砲ほうの照しよう準じゆんを合わせていた。

　そして、赤毛の番長が数歩先に迫せまった数すう瞬しゆん後ご──カメロボットのロケット砲から青白い光線が放たれた。

　それを浴びるエリトくんは、しかし、まるで効いていないように歩ほを進めていく。

　そのまま一号と三号を通り過ぎるかと思ったその時、エリトくんは不意に足を止めて驚おどろいた顔で口を開いた。

「ミ、ミカゲ……!?」

「え────ッ!?」

　な、なんか、僕ぼくの名前がエリトくんの口から聞こえた気がする!?

　タコロボット一号はホッとした顔をして、エリトくんに触しよく手しゆを伸ばしてぺたぺたと触れ始める。

　触れられる赤毛の番長は、顔を赤くして激はげしく葛かつ藤とうし始はじめていた。

「っく、と、止めても無む駄だだ……無駄なんだよォ！」

　た、た、たぶん、どうやら僕がエリトくんを引き止めているらしい。

　葛藤するエリトくんに、さらにタコのロボットは近づくとすりすりと身体からだをすり寄せ始めた。

「う……っく、ふ、ふん、俺おれにすり寄ってきても、む、無駄だ！　肌はだを見せても無駄だ！　なんだその女みたいな鎖さ骨こつは！　む、無駄なんだよ！」

　顔を赤くさせ、鼻から血を垂たらし始はじめるエリトくん。

　い、一体、何が見えているんだろうか……。もしかしたら僕との壮そう絶ぜつな駆かけ引ひきが行われているのかもしれない。

「くそったれがああ！　無駄無駄無駄無駄無駄ァッ！　俺の覇は道どうは誰だれにも阻はばむことはできないんだあああッ……！」

　そんな大声を発するエリトくんは、葛藤に打ち勝ったみたいでタコロボットから身体を引き離した。そしてそのまま一号と三号の脇わきを通り過ぎると、奥の木の扉とびらを乱らん暴ぼうに開け放つ。

　部屋へ入っていく赤毛の番長は、しかし、ふと足を止めるとタコロボットに振り返って照れくさそうに鼻の頭を搔かきながら言ってきた。

「まあでも……そのフリフリのスカート、似合ってたぜ」

　フ……フリフリのスカート!?　エリトくんに見えているのは僕じゃなかったのかな？　一体何と戦っていたんだ!?

　よく分からないまま、エリトくんは部屋の中へ消えていき、

「ふむふむ、さすがですね、赤あか柳やなぎ君」

　と、先生は頷うなずいていた。

　いろいろと疑問は残るけれど、あのエリトくんがあんなに取り乱すなんて……。

　カメロボットの催さい眠みん光こう線せんは本物なんだ……と僕は今いま更さらながら感じていた。

　それから先生は、生徒たちを見渡すと次の生徒を当てていた。

「それでは、次に、成なる我が君お願いします」

「オーイエェエエヤ、ボクに任せておきなＹＯ」

　というアホな声を上げながら前へ出てくるのは金きん髪ぱつの男子生徒。

　その手にはカクテルのシェイカーを持っており、バーのマスターよろしく両手でシャカシャカ振っていた。毎度ツッコミどころしかないけど、今回もやっぱりツッコミどころしかない……。

　そんなツッコミどころしかない成我くんは、わざわざ前まえ髪がみをファッション雑誌のモデル風に搔かき上あげる仕草をしてから、再びシェイカーを振り、ロボット二台の前へ向かっていった。……うん、とにかく、ウザい！

「…………」

　それから間近に迫せまる金きん髪ぱつナルシストへ向けて、カメロボットのロケット砲ほうから青白い光線が発せられる。

　その光を浴びる成なる我がくんはシェイカーを振るのを止やめると、ハッとした顔で言ってきた。

「ボ、ボクがいっぱいいる!?」

　ど、どういうこと!?

　タコロボットは忙せわしなく触しよく手しゆを動かしており、それを見つめる成我くんは恍こう惚こつとした表情をしていた。

「物もの憂うげなボクに、天を仰あおぐボク、セクシーポーズのボクに、パントマイムをしているボク……こ、ここは天国なのか！」

　なるほど、どうやら金髪ナルシストの目には、たくさんの自分の姿が見えているらしい。

　確かに一号の動きを見ると、セクシーポーズをしたりパントマイムをしたりしている……気がする。

　そのたくさんの自分をじっくりと見つめる成我くんは、しかし、なんの葛かつ藤とうもすることなく言っていた。
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「でも、ボクたち、残念だったね！　本当に美しいのは、こ　の　ボ　ク　な　ん　だ！」

　そう高らかに宣言する成なる我がくんは、再びシェイカーを振り始める。

　そして、そのまま成我くんはロボット二台の脇わきを通り過ぎて扉とびらの向こうへ消えていった。

「ふむ、惑まどわされないとはさすがですね、成我君」

　感心したように頷うなずく先生。

　確かに凄すごいかもしれないけど、しかし僕ぼくは素直に凄いとは思えなかった。なんでだろう……。

　腑ふに落ちない僕を余所よそに、先生は他の生徒を指名していた。

「それでは、次は、多た々だ野のさんお願いします」

「…………」

「多々野さん、お願いします」

「…………」

　先生の呼びかけに全まつたく反応がない。

　それに僕は、そういえば多々野さん、ここに居たっけ？　と今いま更さら疑問に思って周まわりに視線を巡めぐらして探す。

　しかし見当たらなくて、やっぱり居ないな……と、思っていると不意に風がふっと頰ほおを撫なでてきた。それに釣つられるように振り向くと、

「…………」

　生気のない女生徒は、いつの間にか、ロボット二台の前に佇たたずんでいた。い、いやホント、いつの間に……。

　既すでにカメロボットのロケット砲ほうからは光線が放たれており、多々野さんはその乾いた瞳ひとみに光を浴び続けている。

　多々野さんには何が見えるんだろう……。

　興きよう味み津しん々しんと動向を見守っていると、不意に背はい後ごから物音が──。

　びっくりして振り返ると、資料室のショーケースに飾られていたクリスタルドクロが、倒れていた。

　誰だれかがぶつかったのかな？　と、思いながら再び視線を多々野さんへ向けると、

「────!?」

　さっきまで佇んでいた少女の姿が消えていた。

　え、え!?

　辺りを見渡すがどこにも姿がない。

　クラスメイトたちもキョロキョロする中、先生はロボットが護まもる奥の扉へ向かっていく。

　木製の豪ごう華かな扉を開けて向こうの部屋を覗のぞき込こむ先生は、納得したように頷いていた。

「さすがですね、多々野さん。先生も気付きませんでしたよ」

　え……多々野さん、向こうの部屋に居るの!?

　首を捻ひねって先生が開けている扉とびらの隙すき間まを覗のぞき込こむ──

「────!?」

　あ、ありのまま今起こった事を話すよ。さっきまでただのしかばねのように佇たたずんでいた多た々だ野のさんはいつの間にか向こうの部屋に移動していてその姿がさっきチラッと見えたんだ。何を言っているのか分からないと思うが、僕ぼくもよく分からない！

　そんな混乱を起こす僕を置いて、先生は、次の生徒を指名してきた。

「では、仲なか弐にさん、お願いします」

「ふふふふ、ついにきたか……」

　意い気き揚よう々ようと前へ出てくるのはツインテールの少女。

　仲弐さんは、不敵に笑いながらロボットの下もとへ歩き始めた。

「副会長と、その召しよう喚かん獣じゆうである旧支配者のタコと、万年の時を生きる永遠なるカメよ、残念だったな。我わが第三の目をもってすれば、その怪あやしげな幻げん術じゆつなど無むに帰きすのだよ」

　機き器きを弄いじっている佐さ紋もん先せん輩ぱいと、佇むイカロボットに自じ慢まんげに言う仲弐さん。

　それから仲弐さんは、盛大にあはははと笑うと額に手を伸ばしながら言ってきた。

「開かい眼がんせよ！　我が第三の目！」

　と、中ちゆう二に病びようの少女の手が触れているのは、額に描かれたいつもの第三の目（少しよう女じよ漫まん画が風ふう）だ。

　そんな少女の三つの目に、イカロボットの催さい眠みん光こう線せんが注そそがれる。

　その光を受ける仲弐さんは、一いつ瞬しゆんでぼんやりとした眼をするのだけど催眠に抗あらがうようにすぐに首をブンブンと振って言ってきた。

「おおおお落ち着くんだ！　第三の目！　我われには秘ひ儀ぎがある！　先生は目をつぶったらいけないと言っていたが、これならどうだ！　秘儀──暗あん明めいの舞まい！」

　技名を発した仲弐さんは、目をパチパチと高速で瞬まばたきし始はじめる。

　どうやら暗明の舞とやらは、高速の瞬きのようだ。単純で稚ち拙せつな技だけど、しかし、確かにこれなら催眠光線をある程度防ぐことができるかもしれない……。

　と初めてツインテールの少女に感心していると、その高速瞬きは次第に目を閉じる時間が多くなっていく。そして、なんだか仲弐さんがうつらうつらし始めたかと思えば、突然、ガクリと頭を下げて、立ったまますぅすぅと寝ね息いきを立て始めた。

　な、なんか寝たんですけど！

　見ているこっちが慌あわてていると、寝息を立てる仲弐さんは、床に片かた膝ひざを突き、さらにもう片膝を突き、そして倒れるように両りよう腕うでを突き、そのままバタリと床に横になって熟じゆく睡すいし始はじめた。

　……これって、扉の向こうへ行けないから不合格なんじゃ？

　先生へ視線を向けると、突然──

「必殺──竜たつ巻まき旋せん風ぷう脚きやく！」

　とツインテールの少女は大きな寝言を口にして、ゴロゴロと眠ったまま転ころがり始はじめた。

　その仲なか弐にさんは奇跡的と言うべきか、ロボットの脇わきを転ころがっていくと、目的の扉とびらへぶつかる。その衝しよう撃げきで扉は開きツインテールの少女はそのまま転がって部屋の中へ入っていった。

「…………」

　その光景に呆ぼう然ぜんとしていると、先生は少し悩むように唸うなりながら言っていた。

「まあギリギリ合格としておきましょうか……竜たつ巻まき旋せん風ぷう脚きやくも見ることができましたし」

　あれただ転がってただけじゃ……。

　ていうか、仲弐さん、催さい眠みん光こう線せんで寝ねちゃったのか、素すで寝ちゃったのか分からないな。まあ元から催眠術に掛かってるような人だったし……。

　と思っていると、先生はこちらを見て告げてきた。

「それでは次は、暗あん上じよう院いん君お願いします」

「は、はい……」

　ついに僕ぼくの番か……。

　緊きん張ちようしながらタコロボットの一号と、カメロボットの二号、そして、厳きびしい表情の中に不敵な笑みを浮かべている佐さ紋もん先せん輩ぱいを見る。

　催眠光線……。

　僕には何が見えるのだろうか……。

　そもそも、本当に催眠光線で催眠術に掛かったりするのだろうか。

　今いま更さらそんなことを疑いながらも僕はロボット二台が待まち構かまえる扉へと向かっていく。

　そして、距きよ離りを縮ちぢめていると、カメのロケット砲ほうから青白い光線が飛んできて──。

「────!?」

　それを浴びる僕の目に映ったのは……。

「じいちゃん……」

　皺しわの刻きざまれた顔に柔にゆう和わな笑みを浮かべた、じいちゃんだった。

　シックな紳しん士し服ふくに、胸むな元もとでキラキラと光る藍あい色いろのペンダント。その姿は元気だった頃ころのじいちゃんだった。

「…………」

　一いつ瞬しゆんにして涙るい腺せんが緩ゆるんでしまう僕に、じいちゃんは優やさしく微笑ほほえみながら近づいてくる。

「……じいちゃん、会いたかったよ」

　そのあまりにも鮮せん明めいに見えるじいちゃんの姿に、僕はこれが催眠光線で見ている幻げん影えいだということをすっかりと忘れていた。いや、忘れさせる催眠だったのかもしれない。

　涙なみだ目めで呟つぶやく僕の頭をじいちゃんは撫なでてきた。

　そのじいちゃんに懐なつかしさが溢あふれてきて、つい涙が落ちそうになる。

「僕……じいちゃんが居なくなってから大変だったんだ……」

　じいちゃんは優しく頷うなずいてくる。

　それはいつの日かの面おも影かげで。

　僕ぼくはそのじいちゃんに言った。

「僕、じいちゃんとずっと一緒に居たいよ……」

　じいちゃんは目の前に居るはずなのに、なぜか目から涙なみだが零こぼれてくる。

　なんでこんなに悲しいんだろう。

　今、目の前に居るはずなのに。

　僕の頰ほおを伝う涙を、優やさしく拭ぬぐってくるじいちゃん。

　その姿はとても安心できて、そしてとても切なくて。

「ねえ、じいちゃん、聞いてよ──」

　と、それから僕はじいちゃんを相手に、扉とびらを開ける目的を忘れて今までのことを延々と喋しやべり続つづけてしまった。

「────」

　リンリンという鈴すずの音ね。

　それが聞こえてきて僕はハッと我われに返った。

　我に返ると同時にじいちゃんは、赤く丸い頭からプロペラを出して宙ちゆうを舞まう赤いタコに変わっていく。

「え!?　え!?」

　周まわりを見渡す僕の目に鈴を持った先生の姿が映り、眉み間けんに皺しわを寄せている険けわしい表情の佐さ紋もん先せん輩ぱいが映り込む。

「──暗あん上じよう院いん君、タイムアップです。放課後、職しよく員いん室しつに来なさい」

「……………………はい」

　僕は、催さい眠みんから醒さめて消えてしまったじいちゃんと、先生の呼び出しという冷たい現実に、いつもよりも多大にショックを受けて落ち込んだのだった。

　そんながっくりと落ち込む僕を置いて、ヘンテコな授業はさらに続いていった。




　　　　＊＊＊




　今日一日の授業が終わり、放課後が訪れると僕は職員室へと向かった。

　歴史の授業でじいちゃんの幻げん覚かくを見てから、僕は今日の一日ずっとぼんやりとしてしまっていた。

「先生……ぐふ……」

　そして、そんな僕に容よう赦しやなく校舎内に仕掛けられているトラップは火を吹き、職員室に辿たどり着ついた時にはぎったんぎったんのぼっこぼこだった。

　振り返ってくるフードマントに身を包んだ先生は、僕の姿を見て驚おどろいたように言ってきた。

「暗あん上じよう院いん君、よくその状態で生きていますね。下半身がないですよ」

「え、噓うそ!?」

「噓に決まってるじゃないですか」

「で、ですよね……」

　うな垂だれる僕ぼくに、先生はすらりとした美び脚きやくを組んで言ってくる。

「大だい丈じよう夫ぶですか、暗上院君。今日の授業が尾おを引きまくっているようですが」

「……かなり」

「あの授業を乗り越えられないと、今度の期末テストが大変ですよ」

「そっか……期末テスト……あるんですよね」

　さらにぐったりとする僕に先生は、デスクから書類を取り出して渡してきた。

「先ほど期末テストの方針が決まって、明日配ろうと思っていたのですが特別に暗上院君には先に渡しておきます」

「あ、ありがとうございます……」

　プリントを見てみると『期末テスト・幻まぼろしのダンジョン攻こう略りやく』と大きく書かれていた。

「先生、この幻のダンジョン攻略ってなんですか？」

「そのプリントに細かく書いてますよ。まあ、簡かん単たんに言うと、グループを組んで命いのち懸がけのダンジョン攻略をしてもらうという……まあ林間学校とか臨りん海かい学校みたいなもんです」

「い、いや、林間学校とかってそんな危険な感じでしたっけ……」

　不ふ穏おんな言葉にビビる僕に、先生は真っ暗なフードの中から告げてきた。

「ちなみに家の人も参加届を出したら、魔ま王おうの部下として一緒に参加できますよ」

「そ、そうなんですか……」

　それなら鉄てつ人じんメイドであるメリアさんに参加してもらったら結構簡単に合格できるんじゃ……。

　と考えていると、先生は脚あしを組み替えて真ま面じ目めな声で言ってきた。

「それだけ難しいということですよ、暗上院君。先ほども言いましたが、今日の授業を乗り越えられないようでは、期末テスト大変だと思いますよ」

「……は、はい」

「明日、もう一度、挑ちよう戦せんしてもらいます。家で、佐さ紋もんさんの催さい眠みん術じゆつで見えたもののことを考えて、しっかりと向き合ってきてください」

「…………分かりました」

　うな垂れるように頷うなずく僕に、先生は励はげますように言ってきた。

「期末テストが終わりましたら学がく園えん主しゆ催さいの夏祭りがありますので、頑がん張ばってテストに合格して参加してくださいね」

　夏祭り……。

　そんなものがあるんだ、と驚おどろくものの、今の僕ぼくは期末テストを合格できるかどうか、そもそも明日の補習をクリアできるかどうかも怪あやしい状じよう態たいで、暗い表情のまま「はい、頑がん張ばります」と返事をして先生のデスクを後にした。




　そして、とぼとぼと職しよく員いん室しつの出口まで向かって、ぼんやりとしながらドアを開けた瞬しゆん間かんだった。

「────!?」

　赤いヒトデの髪かみ飾かざりを着つけている金きん髪ぱつの女生徒──佐さ紋もん先せん輩ぱいとぶつかってしまった。

　先輩の何か柔らかい感触に押されて後ろによろめく僕。

　対してぶつかっても微び動どうだにしていない佐紋先輩は腕うでを組んで厳きびしく言ってきた。

「何をぼさっとしている」

「ご、ごめんなさい！」

　慌あわてて謝あやまる僕に、先輩はふんと鼻を鳴らし睨にらんでくる。後ろにいるタコも「お嬢じようの胸むねにぶつかりやがって！」と、なんか怒っている。胸？　え、胸!?

　つい、ぶつかった時の感触を思い返してしまい顔が熱くなる僕を、佐紋先輩は鋭するどく見て口を開いてきた。

「……貴き様さま、確か、暗あん上じよう院いんミカゲ、だったな」

「は、はい」

　さらに怒られるのかと思いきや、先輩の口から出た言葉は質問だった。

「貴様は三号の催さい眠みん光こう線せんで何が見えていたんだ？」

　浮かんでくる授業の時の光景に、僕は気持ちを落ち込ませながら答えた。

「亡くなった祖そ父ふが見えました……」

「……そうか……家族が見えたのか」

　と頷うなずく佐紋先輩。

　その顔にほんの少し切なげな表情が見えた気がして、首を傾かしげていると、先輩はふんと鼻を鳴らして高こう圧あつ的てきに言ってきた。

「まあ、明日の補習頑張ることだな。行くぞ、一号」

「へい、お嬢！」

　僕の横を通り過ぎて職員室の中へ入っていく佐紋先輩。

　その後ろに続くタコロボットは「お嬢、改良を加えました。これ見てください」とタコ踊おどりし始めて、先輩に「いつもと変わらん！　変な踊りをするな！」と怒られていた。

　ちょっと可か哀わいそうだと思ったけど……あの踊りでは仕方ないと思う……。

　その後ろ姿を見つめる僕は、さっきの佐紋先輩の態度に何か引っかかりながらも、職員室を後にする。

　いろいろ考えて歩いていたけど、廊ろう下かの壁かべからパンチンググローブが飛び出てくるトラップに十回ほど殴なぐられて、校舎から出る頃ころにはすっかり頭から飛んでしまっていた。




「ミカゲくん！」

　校庭を進み校門が見えてくるとぴょんぴょんとユキヒメが飛とび跳はねて待っていた。

　その幼おさな馴な染じみの下もとへ駆かけ寄よった僕ぼくは一緒に車へ乗り込む。それから、車の窓まどから魔ま王おう学がく園えんが見えなくなったぐらいにユキヒメが言ってきた。

「今日の歴史の授業大変だったね」

「そうだね……」

　と、溜ため息いきを吐ついて今日の授業を改めて思い返す。

　催さい眠みん光こう線せんの幻げん覚かくとはいえ、じいちゃんの元気な姿を見ることができた喜びと、それで惑まどわされてしまった自分の不ふ甲が斐いなさに溜息が出る。

　明日、補習でもう一度やるわけだけど、なんか、また惑わされてしまいそうだ……。

　うな垂だれる僕に、ユキヒメは優やさしく言ってきた。

「ミカゲくんなら、きっと大だい丈じよう夫ぶだよ。幻覚を乗り越えられるよ」

「……そ、そうかな」

「うん。だって、ミカゲくんだもん！」

　なんかすごい自信だ……。

　僕よりも僕に自信を持っている幼馴染の姿に、なんとなく元気が湧わいてくる。

「でも、もし何かあったら、私、力になれるように頑がん張ばるから、頑張ってるから、いつでも言ってね」

「……ありがとう、ユキヒメ」

　ユキヒメの心こころ遣づかいを有あり難がたく思う僕は、お礼を言った。

　それからしばらくしてブロンドの幼馴染が、そうそう、と言ってきた。

「先生がね、今度ミカユキを数日限定で家に連れて帰ってもいいって許可くれたの」

「ミカユキ……？」

　一いつ瞬しゆんその名前が何か浮かばなかったのだけれど、数秒してすぐに浮かんだ。

　ミカユキとは──僕はベヒモンと呼んでいる小こ熊ぐまのモンスターのことだ。怪け我がをしているのを学がく園えんで預かることになり、中間テストではすったもんだがあって、今では学園に住みついて生徒たちに学園のペットとして可愛かわいがられている。僕もたまに会いに行ったりしているし。

　ただ、ベヒモンを家に連れて帰ってもいいという許可をくれるなんて初耳なので、僕は少し驚おどろきながらもユキヒメに尋たずねた。

「家の人は大丈夫？」

「うん、数日だったら大丈夫だと思う」

　と嬉うれしそうに言ってくるユキヒメ。

　ユキヒメは昔、部屋を動物の置物だらけにしたり、ベルちゃんをこっそりと飼っていたりとペットに憧あこがれていたから嬉しいのだと思う。

「よかったねユキヒメ」

「うん！」

　ユキヒメは本当に嬉しそうに頷うなずいていた。

　しかし僕ぼくも今度ベヒモンを家に連れて帰りたいな……学がく園えんから貸してもらった人体ゴーレムは正直早く返却したいよ……お風ふ呂ろで未いまだに僕の背せ中なかを洗おうとしてくるからね……。

　とか、考えていると車の窓まどから僕の住んでいる家が見えてくる。

　車を出て挨あい拶さつをすると、ユキヒメは元気に言ってきた。

「それじゃまた明日ね、ミカゲくん！　今度、ミカユキと一緒にクレイジーなブーメランパンツはかせてあげるからね！　約やく束そくしたよ！」

「い、いやいやはかないよ!?　なんも約束してないからね！　ブーメランパンツとかはくつもりないからね!?」

　そんな僕の言葉を聞いてくれることもなく、ユキヒメはドアを閉めて車はさっと去っていってしまった。

　わ、悪い予感がする…………。

　そんな強きよう烈れつな不安を覚おぼえながらも、僕は禍まが々まがしい門を開けて屋や敷しきに帰ったのだった。




「お帰りなさいませ、ミカゲ様」

　屋敷の扉とびらを開けると、黒くろ髪かみの美しいメイド──メリアさんが出で迎むかえてくれた。

「ただいま、メリアさん……」

　と、返す僕を見てメリアさんは、首を傾かしげ近づいてくる。

　びくびくしていると、メリアさんは真ま面じ目めな顔で尋たずねてきた。

「ミカゲ様……学園で何かございましたか？」

「な……なんで分かるの!?」

「ミカゲ様のことならなんでも分かりますよ。例たとえば、今日は紐パンをはいていることとか」

「いやいや、はいてないよ！　何も分かってないじゃん！」

「まあ、それは冗じよう談だんですが、今日はいつになく浮かない顔をしておりましたので」

「……う、うん」

　その鋭するどいメイドさんに、僕は怒られるのを覚かく悟ごで今日の歴史の授業のことを話した。

「──それで、じいちゃんが出てきて通れなかったんだ……」

「そうですか……」

　がっくりとうな垂だれて説明し終えると、メリアさんは静かに頷いていた。
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「…………」

　恐こわ々ごわとメリアさんの表情を窺うかがう。

　不ふ甲が斐いない僕ぼくに怒っているのか、メリアさんはいつも以上に無表情だ。

　前みたく背せ中なかをブラシで削けずられるのかと怯おびえていると、メリアさんは僕に言ってきた。

「ミカゲ様、一緒に来ていただけますか？」

「ど、どこに？」

「私の部屋です」

「メリアさんの部屋!?」

　踵きびすを返して歩いていくメリアさん。

　な、なんだろう……なんか拷ごう問もんとかされるのかな……。

　と、うろたえる僕にメリアさんは振り返って言ってくる。

「ミカゲ様、早く来てください」

「う、う、うん……」

　行かないともっと酷ひどいことをされそうな気がして、僕は重い足を持ち上げ、さらさらと流れる黒くろ髪かみの後に続いた。

　それから一階の奥、簡かん素そな扉とびらの部屋──メリアさんの部屋が見えてきた。

　そのドアを開けて入るメリアさんは、どうぞ、と僕を招き入れてくる。

「…………」

　そういえば、この部屋に入るのって、風邪かぜを引いたメリアさんを看かん病びようして以来だ。

　滅めつ多たに入ることのないメイドの部屋に、興こう奮ふん半分、この後に待っているであろう拷ごう問もんに恐きよう怖ふ半分で僕ぼくはその部屋に足を踏ふみ入いれた。

　部屋の中は以前と変わらず、壁かべに掛かった時計と、ベッド、衣い装しようダンス、ドレッサーと机つくえがあるだけのさっぱりとしたものだった。ただ、鼻び腔こうをくすぐるメリアさんの匂においに、今いま更さらながら入って大だい丈じよう夫ぶだったのかな……とドキドキして、いけないことをしているような気になった。

「あの……なんで僕を部屋に呼んだの……？」

　場違いさというか、所在のなさに、おろおろとしながら尋たずねる僕にメリアさんは言ってきた。

「ミカゲ様のお祖じ父い様さまから頂いた、私の大切な物をお見せしようと思いまして」

「大切な物？」

　じいちゃんから貰もらった大切な物って、もしかして、この前の、アブない水着……とか？

　疑問に思う中、メリアさんはドレッサーへ向かっていく。

　鏡かがみのあるドレッサーの引き出しを開けたメリアさんは、そこから何かを取り出していた。

「ミカゲ様、これに見み覚おぼえはありますか？」

　僕の下もとへ歩いてきたメリアさんは、引き出しから取り出したモノを見せてくる。

「それは……」

　メリアさんが大事そうに手に持っているのは藍あい色いろの石が嵌はめられたペンダントだった。

　そして、それはとても見覚えがあるものだった。

「それ、確か……じいちゃんがしていたペンダント……？」

「はい」

　と、頷うなずくメリアさんは、手に持つペンダントを優やさしく見つめていた。

「ミカゲ様のお祖父様から頂いたものです」

「…………」

　藍色のペンダントから溢あふれる懐なつかしさと温かさに、言葉を忘れて見つめてしまう。

「私が勇ゆう者しやの資格の試験を受ける時に、元気が出るようにとくださったのです」

「そ、そうなんだ……」

　懐かしそうに語りながらメリアさんはペンダントを優しく握にぎる。

　その姿に本当にメリアさんはじいちゃんのことが大好きだったんだなと感じた。

　そう思っていると、メリアさんが尋ねてきた。

「ミカゲ様は何かお祖父様との思い出の物はありますか？」

　思い出の物……。

　僕は少し考えてから頷いた。

「あるよ……ちょっと取ってくる」

　と、一度メリアさんの部屋を出て自分の部屋へ向かう。

　そして、自分の机つくえの引き出しを躊躇ためらいながら開けた僕ぼくは、仕し舞まっていたそれを手に取ってメリアさんの部屋に戻った。

「これなんだけど……」

　と、持ってきたモノをメリアさんに見せると、少し驚おどろいたような顔をしていた。

「それは、お祖じ父い様さまの懐かい中ちゆう時計どけいですか？」

「うん……亡なくなる前に貰もらったんだ……」

　僕が持ってきたのは、じいちゃんがいつも懐ふところに入れていた銀色の懐中時計だった。

　綺き麗れいな装そう飾しよくのされたその懐中時計は手て巻まき式しきで、時を刻きざむ針は今は動いていない。

　その止まった針を見つめながら僕は、呟つぶやいた。

「これを見るとじいちゃんが死んじゃった時のことを思い出してしまうから……ずっと仕舞ってあったんだ」

「……そうですか」

　と、メリアさんは静かに頷うなずいてくる。

　その黒くろ髪かみの女性が大事そうに持っている藍あい色いろのペンダント。

　そして僕の手にある懐中時計。

　その二つを見る僕は、大きく息を吐ついてメリアさんに言った。

「でも、やっぱり懐なつかしいね……」

「そうですね」

　と優やさしく頷くメリアさんは、僕に歩あゆみ寄よってくる。

　どうしたのかと思えば、メリアさんはそっと僕の首にペンダントを掛けてきた。

「メリアさん？」

「明日の授業の補習、合格できるようにミカゲ様にお貸し致します」

「え……で、でも、い、いいの……？」

「はい」

　その首に掛かる重みには、たくさんの想おもいが込められている気がした。

　首に掛けられたペンダントを見つめて、そっと握にぎった僕はそのメイドさんにお礼を言った。

「ありがとう……」

「いえ」

　と、首を振るメリアさんは、僕の握ったペンダントと懐中時計を見て言ってきた。

「本当のお祖父様は、ミカゲ様の中におられます。だから明日はきっと惑まどわされずに扉とびらを開けることができると思います」

　表情の薄うすい顔に優しさを湛たたえるメリアさん。

　僕はペンダントと、そして懐中時計をもう一度見つめて頷いた。

「うん、頑がん張ばるよ…………」

　次こそは惑まどわされない自信が僕ぼくの中で湧わいていた。

「ミカゲ様、夕食にしましょうか」

　壁かべに掛かっている時計を見てメリアさんが言ってくるので、僕は頷うなずく。

　部屋に呼ばれた時は、てっきり拷ごう問もんをされるのかと怯おびえていたことを思い出した僕は、安あん堵どしながら黒くろ髪かみのメイドに言った。

「僕、てっきりいつもみたいにズガガガッてされるかと思ってたよ」

　それにメリアさんは首を傾かしげて言ってきた。

「ミカゲ様が御ご所しよ望もうとあらば致しますが……例たとえば、ミカゲ様の身体からだに北ほく斗と七しち星せいを刻きざむなんてことはちょちょいのちょいです。それからアルタイルと、ベガ、ご希望でしたらそこにデネブも加え、夏の大三角形として深々と刻みますがいかが致しますか？」

「やらないやらない！　人の身体をプラネタリウムみたいにするのやめて！　天てん体たい観かん測そくできちゃうじゃん！　できないけど！」

　慌あわてて拒きよ否ひする僕の首元のペンダントを見つめるメリアさんは、何かを思い出したように突然手を叩たたいて衣い装しようダンスへ向かっていく。

　どうしたんだろうと目で追っていると、そのメイドは衣装ダンスの扉とびらに手を掛けて言ってきた。

「ペンダントと一緒に、これもミカゲ様にお渡し致します」

　そう言って扉を開け放つメリアさん。

　その衣装ダンスの中には服はなくて、その代わりに赤っぽい小箱が大量にギッチリと山のように敷しき詰つめられていた。

「な、なに、それメリアさん!?」

「酢す昆こん布ぶです」

「酢昆布!?　それ全部!?」

「はい。これもまたお祖じ父い様さまとの大切な思い出です」

「た、確かにそうだけど……衣装ダンスの中、ギチギチじゃん。圧あつ巻かんすぎて、さすがにちょっと引くよ！」

「まあ、そう言わずに」

　と、がばっと両手いっぱいに酢昆布の箱を抱えて持ってくるメリアさん。

「そ、そんなにいらないよ!?　口の中酸すっぱくなっちゃうよ！」

　慌てて後ずさっていると、足をもつらせて後ろに倒れてしまう。

「ミカゲ様──」

　助けようと伸ばしてくるメリアさんの手を摑つかむ。

　しかし、酢昆布を抱えているメイドよりも反動が付いている僕の方が勢いが強くて、そのままメリアさんを巻まき添ぞえにして転ころがるように倒れてしまった。

「──ご、ごめん」

　勢いよく転がってうつぶせに倒れてしまったのだけど、何か柔らかい感触がクッションになって痛みはなかった。上体を起こすために手を突けば、先ほどの柔らかいクッションをむにっと摑つかんでしまう。

「────」

　一体、この柔らかいものはなんだろうと僕ぼくは目を開いて、息が止まる。

　───メリアさんんん！

　僕の下に居るのは黒くろ髪かみのメイドさんだった。そして僕が摑んでいる柔らかい感触は、そのメイドの、む、むむうむむむ胸むねだった……。

「…………」

　周まわりに酢す昆こん布ぶの箱が散乱して、見方によっては僕が押し倒したように見えなくもない……。

　僕の下で目を閉じている綺き麗れいな女性にドキドキと、この状況の危険さに変な汗あせが出て動けずにいると、メイドの長いまつ毛が揺ゆれて目が開いた。

「…………」

　メリアさんは少し潤うるんだ瞳ひとみで僕を見つめると、唇くちびるを開いて静かに言ってきた。

「ミカゲ様……ヤる気なんですね!?」

「ヤ、ヤる!?」

　どど、どどおどどういうこと……!?

　と動どう悸きと共に激はげしく混乱していると、ふいにメリアさんの白い手が僕の顔に伸びてくる。

　そして、優やさしく触れてきたかと思った瞬しゆん間かん──

「メリアさん、あだだっだだあああたああ──」

　メイドは指し圧あつで顔を締しめ上あげ攻こう撃げきするアイアンクローを放ってきた。

「いだだだだだだだだだだ」

　強きよう烈れつな痛みに必死にその手から逃のがれ、慌あわてて起き上がり後ずさると、メリアさんはむくりと起き上がり、闘とう気きを放って言ってきた。

「格かく闘とうの特訓をしたいのなら、先に言ってください」

「ち、違うよ！　不ふ慮りよの事故だよ！　格闘なんてしたくないよ！」

「ご謙けん遜そんなさらず。さあ殺やり合あいましょう、ミカゲ様……」

「ムリムリムリ、だって構かまえてないのに隙すきがないもん！」

「では、来ないのならこちらから仕掛けますね」

「ちょ、まままままままま……。あ、あ────────────────！」

　メリアさんの戦闘本能を呼び起こしてしまったらしく、僕はその後ボッコボコにしごかれてしまった。
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　──翌日。

　身体からだ中が痛すぎるのを我が慢まんして僕ぼくは学がく園えんの資料室にいた。

「じゃあ、準備はいいですか、暗あん上じよう院いん君」

「は、はい……」

　尋たずねてくる先生に、僕は緊きん張ちようしながらも頷うなずいて資料室の奥の豪ごう華かな扉とびらへ向かう。

　その扉の前には頭のプロペラで宙ちゆうに浮かぶタコロボットの一号と、端はしに佇たたずむカメロボットの三号が、門番として待まち構かまえていた。

　その近くでは険けわしい表情の佐さ紋もん先せん輩ぱいが三号と配線で繫つながるパソコンなどの機き材ざいを操そう作さしている。

　歩く僕と門番との距きよ離りは詰つまっていき。

　三号の甲こう羅らからロケット砲ほうが出てきたかと思えば、青白い光線が放たれ──。

「……じいちゃん」

　タコのロボットが浮いていたところに、シックな紳しん士し服ふくに身を包んだ白しら髪が頭あたまの老人が現れる。顔に刻きざまれた皺しわを深めて柔にゆう和わな笑みを浮かべるその人は、じいちゃんだった。

　温かい笑みを見つめて……。

「…………」

　その姿に性しよう懲こりもなく、涙るい腺せんが緩ゆるみそうになる。

　優やさしい笑みを浮かべて近づいてくるじいちゃんに、話したいことがたくさん、山のように湧わき上あがってきた。

　そして、その温かな姿に、

「じいちゃん、あのね……」

　と、つい扉のことを忘れて喋しやべりかけてしまう。

　しかし、じいちゃんが首から掛けているペンダント……。

　その楕だ円えんの藍あい色いろの石が嵌はめられたそのペンダントを見て、僕はハッとして自分の首元に手を当てた。

　服越しに伝わってくる固い感触。そして、込められた想おもいの感触。

　それを感じる僕は、首に掛けて服の中に仕し舞まっていたモノを取り出した。

　それは、じいちゃんが首から掛けているものと全まつたく同じ藍色のペンダントで、メリアさんに貸してもらったペンダントだ。

　じいちゃんの首元と自分の首元で輝かがやく藍色の石を交互に見る僕は、それから、ポケットに入れていたモノを取り出した。

　それは銀色に輝かがやく懐かい中ちゆう時計どけい。

　時を刻きざむ針が止まっているその時計をぎゅっと握にぎる僕ぼくは、目の前のじいちゃんに言った。

「じいちゃん、僕は扉とびらの向こうへ行くよ……」

　その僕の言葉に、ずっと黙だまって笑っているだけだったじいちゃんが初めて喋しやべりかけてきた。




　──その先に待つのが、苦難や困難だらけでもお前は行くのかい？




　それに僕は大きく頷うなずいて答えた。

「うん。だって、僕、じいちゃんみたいになりたいし、それにメリアさんも居るからさ……」

　静かに頷いてくるじいちゃん。

　名残なごり惜おしさを感じながらも僕は、じいちゃんの横を通り過ぎて奥に見える扉に手を掛ける。

「……でも、ありがとう」

　最後に振り返って、じいちゃんの姿にお礼を言った僕は、扉を開け放ち向こう側へ足を踏ふみ入いれたのだった。

「────」

　その部屋にあるのは、壁かべにずらりと並んだ写真と、写真の人物を示す名前の刻まれたネームプレートだった。

　その写真に映っている人たちは、みんな苦労をいくつも乗り越えたのが分かる深い皺しわが刻まれ、威い厳げんに満みち溢あふれた表情を浮かべている。

　そして、その中に、見み覚おぼえのある顔が……。

「……じいちゃん」

　厳いかめしい顔をした写真たちの中、一人だけ柔にゆう和わな笑みを浮かべている老人の写真は際きわ立だっていた。

「暗あん上じよう院いん君」

　感かん慨がいを込めて眺ながめていると後ろから声が掛けられる。

　振り返ると真っ黒なフードマントに身を包んだ先生と、大きな赤いヒトデの髪かみ飾かざりを着つけた先せん輩ぱいが部屋に入ってきていた。

「先生、ここの写真はなんですか？」

　部屋の写真を見渡して尋たずねる僕に、先生は真ま面じ目めな声で説明してきた。

「ここに飾られている写真の人たちは、皆、魔ま王おうの資格を持ち、そして社会に多大な影えい響きようを与えた人たちなのです」

「そうなんですか……」

　驚おどろきながらも、写真に映っている人たちの迫はく力りよくに納得がいく。

　ここに飾られるなんて、やっぱりじいちゃんって凄すごいんだなぁ……。

　と、しみじみ感じながら改めて写真を見渡していると、同じく写真を見渡していた佐さ紋もん先せん輩ぱいが呟つぶやく。

「私の写真も、いつかここに飾られたいものだ」

　その表情にはどこか哀あい愁しゆうめいたものがあり、先輩の言葉からは特別な想おもいが伝わってくるようだった。僕ぼくも壁かべに掛かったじいちゃんの写真を見つめて、今の想いを呟いてみる。

「そうですね……」

　いつか僕の写真もここに……。

　とか言いたかったけど、そもそも、僕の写真が飾られる以前に魔ま王おうの特とく殊しゆ資し格かくが取れるかどうかが危あやうかったりする。さらにいうと学校にいられるかどうかすら怪あやしい感じだけど……。

「…………」

　それでも、そんな弱気なことを考えてしまいながらも、僕は改めて魔王の特殊資格を取るために頑がん張ばろうと思ったのだった。

　それから写真を一枚一枚見つめていると先生は用事があるようで「夜になると動き出すものもあるそうです。好きなだけ見ていってくださいね」と、不吉なことをさらっと言って写真の部屋を出ていった。

　……な、七なな不ふ思し議ぎ!?

　佐紋先輩を見るとまだ部屋に残っていて、一つの写真を見つめている。その姿を見る僕は、そういえば、と先輩の近くにいつも居るタコロボットの姿がないことに気付いた。珍めずらしいなと思いながらも佐紋先輩を見続けていたら鋭するどい視線と言葉が飛んできた。

「何をじろじろと見ている」

「いや、あの一号の姿がなかったので、どうしたのかなーと……」

「今は三号の片付けをさせている」

「あ、なるほど」

　と、納得して頷うなずいていると、佐紋先輩の視線が僕の首元のペンダントと、手に握にぎったままの懐かい中ちゆう時計どけいに向けられる。

　な、なんだろう、とそわそわしていると、長い金きん髪ぱつの先輩は、ぼそっと言ってきた。

「羨うらやましいな」

「な、何がですか？」

　羨ましい？

　思ってもいなかった言葉に少し戸と惑まどいながら首を傾かしげていると、佐紋先輩はペンダントと懐中時計を見たまま、険けわしい表情を少し緩ゆるめて口を開いてきた。

「私にはそのような思い出の詰つまった大切な物や大事な物はない」

　大切な物や大事な物はない？

「……ど、どういうことですか？」

　佐さ紋もん先せん輩ぱいの口から出てくる言葉にさらに戸と惑まどっていると、金きん髪ぱつの先輩は壁かべに掛かっている写真を見て切なげに言ってきた。

「幼い頃ころに、火事に遭あってな……家と家族を失ったんだ」

「────!?」

　火事で家と家族を失った……。

　その言葉に息を吞のむ僕ぼくは、ふと、先輩が見ている写真のネームプレートに気付いてさらに息を吞んだ。

　その写真には威い厳げんのある老人が写っていて、ネームプレートの苗みよう字じに『佐紋』の名前が書かれていた。

「その人は……？」

「火事で死んだ私の祖そ父ふだ」

「…………」

「代々、佐紋家はからくりの製せい造ぞうで生計を立てて、現代に入ってからは機き械かいやロボットを製造開発する大きな会社を経営していたらしいが……今はもう昔の話だな」

　写真を見つめて静かに語る佐紋先輩。

　なんて言葉を掛けていいか分からず黙だまっていると、扉とびらがガチャッと開いて明るい声が飛んできた。

「お嬢じよう、片付け終わりやした！」

　部屋に入ってくるのは、頭のプロペラで宙ちゆうを舞まうタコロボットの一号。

　一号は、少し暗い表情の先輩を見て首を傾かしげてきた。

「どうしましたお嬢？」

「なんでもない、外で待ってろ」

「お嬢……オイラの新しい踊おどりを見てくだせい」

　とタコ踊りを始める一号に佐紋先輩は鋭するどく睨にらんで言った。

「外で待ってろと言っただろ。私の言うことが聞けないのか？」

「……へ、へい」

　意い気き消しよう沈ちんしながら部屋を出ていく一号。

　閉まる扉を見つめる先輩は、「全まつたく、あいつは……私が考え込むといつも変な踊りをしてくるんだ」と苦にがい顔で漏もらしていた。

　その佐紋先輩を見つめる僕は、私には思い出の詰つまった大切な物や大事な物がない、というさっきの先輩の言葉を思い返して尋たずねた。

「佐紋先輩、一号は先輩の大切なモノではないんですか？」

　それに佐紋先輩は、苦笑してから言ってきた。

「たしかに一号は、私が初めて作ったロボットだが……元々は火事のあとに親しん戚せき中をたらい回しにされていた中で、寂しさを紛まぎらわすために作ったモノなんだ。だから、別に……大切なモノではない……」

「あ、そう……なんですか……？」

　その言葉に腑ふに落ちずにいた僕ぼくに、佐さ紋もん先せん輩ぱいは部屋の時計を確認して言ってきた。

「そろそろ私は失礼するよ」

「は、はい。補習に付き合ってくださりありがとうございます」

　お礼を言う僕に鼻を鳴らす先輩はいつもの険けわしい表情で踵きびすを返して扉とびらへ向かっていく。

　それから佐紋先輩は部屋から出る直前に、振り返って言ってきた。

「まあ、期末テスト頑がん張ばるんだな」

「……はい」

　部屋から出ていく長い金きん髪ぱつの先輩を見送る僕は、佐紋先輩の祖そ父ふの写真と、そして僕のじいちゃんの写真をもう一度じっくりと見つめる。

　それからふと部屋の時計に視線を向けた僕は、ユキヒメが校門で待っていることをハッと思い出して、慌あわてて部屋を出たのだった。




　　　　＊＊＊




　校門で待ってくれていたユキヒメに、僕は時間が掛かってしまったことを謝しや罪ざいする。

　しかしユキヒメは全然怒ってはおらず、むしろ「写真って時間を忘れて見ちゃうよね、私もミカゲベストショットアルバム、寝ねるの忘れて見ちゃうもん」と、すごく引っ掛かることを言いながら深く共感してくれた。

　ま、まあ、そんなこんなでユキヒメと車に乗った僕は、じいちゃんの余よ韻いんが残っていたことから家に着くまで昔話に花を咲かせた。

　そうして屋や敷しきに帰ってきた僕は、禍まが々まがしい門を開け、庭を歩き、屋敷の扉を開ける。

　すると──

「お帰りなさいませ、ミカゲ様」

　と美しいメイドが出で迎むかえてくれるので、僕は「ただいま、メリアさん」と挨あい拶さつをして今日の補習、無事にクリアしたことを報告した。

「大事なペンダント、貸してくれてありがとう。お陰で惑まどわされずに済んだよ」

　それから、藍あい色いろのペンダントを外はずした僕はメリアさんに返してお礼を言う。

　ペンダントを受け取るメリアさんは優やさしく握にぎって言ってきた。

「全すべてはミカゲ様と、ミカゲ様のお祖じ父い様さまのお力ですよ」

　その言葉に僕は心が温かくなる。

　綺き麗れいなメイドと、ペンダントを見つめる僕は、ポケットから懐かい中ちゆう時計どけいを取り出して言った。

「これから、この懐かい中ちゆう時計どけい使おうと思うよ」

「いいですね」

　と優やさしく頷うなずいてくるメリアさん。

　その艶つややかな黒くろ髪かみの女性を見つめる僕ぼくは、そういえば、と期末テストのことを思い出して尋たずねた。

「そういえば、今度の期末テストなんだけどさ、家の人も参加できるらしいんだけど……メリアさんどうする？」

「そうですね……」

　少し黙もつ考こうするメリアさん。

　内心で参加してほしいな……と思いながら見つめていると、黒髪のメイドはしばらくして頷いてきた。

「一緒に参加致します」

「ほ、ホント!?」

　メリアさんが居たら百人……いや、千人……いや万人力だ！

　期末テスト頑がん張ばろうと意気込む僕にメリアさんが、優しく言ってきた。

「ミカゲ様が期末テスト頑張れるように、抱だき締しめて差し上げます……」

「え!?」

　え──!?

　だ、だ、だ抱き締める!?

　その言葉に心しん臓ぞうがドキドキと高鳴っていると、メリアさんは不意に後ろに振り返って言ってきた。

「──と、人体ゴーレムさんが仰おつしやっております」

　ドシン、ドシンという足音を立てて、首から「人体ゴーレム」と書かれたネームプレートを掛けたゴーレムが近づいてくる。

「オレ……スライム……抱き締める……」

「いやいやいやいやいやいや!?」

　全力で拒きよ否ひするのだけど、人体ゴーレムは僕の下もとまでくるとガシリと肩かたを摑つかんできた。

「ま、まままた人体ゴーレムオチなのぉおおお!?」

　うあああああああ──

　そんな感じで屋や敷しきに僕の悲鳴が轟とどろいたのだった。




　そうして、期末テストの日はどんどんと迫せまってきて、ついにその日は訪れた──。










　　第四話　　期末テスト




　それは、期末テスト当日の早朝のことだった。




　期末テストの緊きん張ちようでなかなか寝ね付つけず、苦しみながらもようやく眠ることができた僕ぼくを叩たたき起おこしたのは──。

　パァンッ！　パァンッ！　パァンッ！

　という銃じゆう声せいのような大きな音だった。

「──え!?　え!?」

　ベッドから飛び起きて、周まわりをキョロキョロと見る。

　寝起きで頭が回らない中で、薄うす暗ぐらい自分の部屋を確認するけれど特に異常はない。

　なんだったんだろう、と首を傾かしげた瞬しゆん間かん、また先ほどの大きな銃声が聞こえてきた。

「────？」

　それはどうやら外からの音のようで、おそるおそる窓まどに近づいて見てみる。

　僕の部屋は屋や敷しきの二階にあり、窓の外に見えるのは夜が明け白み始めた空と、眼下に広がる禍まが々まがしい庭。それと──。

「え……、佐さ紋もん先せん輩ぱい……？」

　その禍々しい庭に、とても長い金色の髪かみの女性が立っていた。その頭に大きな赤いヒトデの髪飾りが見えるし、近くにタコのロボット──一号が居るから間違いなく佐紋先輩だ。

　なんでここに居るんだろう!?

　と思う間に、佐紋先輩は耳を塞ふさぎながら片手を空へ向ける。その手には銃みたいなものが握にぎられていて、その銃口から煙と一緒にパァンッ！　という大きな音が鳴った。

　さっきの音は佐紋先輩の仕し業わざだったのかと分かるのと同時に、その先輩の行動の目的とか、ここに居る意味が分からず頭の中が疑ぎ問もん符ふだらけになる。

　しかし、とりあえず、佐紋先輩の銃から爆ばく音おんが鳴り続けてうるさいので、僕は考えるのは後にして外に出ることにした。半はん端ぱじゃない近所迷めい惑わくだからね。

　部屋を出て階段を下りると、丁ちよう度ど、エプロンドレスに身を包んだ女性と出くわした。早朝でも身なりがきちっとしている我わが家やのメイド──メリアさんは、少し険けわしい顔をしていた。

「ミカゲ様、襲しゆう撃げきを受けているようです」

「い、いや、たぶん違う……と思うよ。なんか、前話した佐紋先輩が庭に居て、空くう砲ほうみたいなのを鳴らしてるんだよ」

「ふむ……」

　と何か考え込むメリアさんだけれど、僕はとりあえず、空砲の音がうるさいので玄げん関かんの扉とびらを開けて庭へ出た。

「佐さ紋もん先せん輩ぱい何やってるんですか!?」

　庭の中心に立っている金きん髪ぱつの先輩に声を掛けると、空へ向けていた銃じゆうを下ろし、腕うでを組んで睨にらんできた。

「やっと出てきたか。遅すぎるぞ」

「いや、遅いとか言われても……早朝ですし、先輩がなんで居るのか分からないし……近所迷めい惑わくだし……」

　と言っていると、庭に出てきたメリアさんが僕ぼくの斜ななめ後うしろに立っていた。

　その黒くろ髪かみのメイドを見る佐紋先輩は、厳きびしい表情の中に不敵な笑みを浮かべて言ってきた。

「貴き様さまがメリアか」

「はい」

　と、頷うなずくメリアさんは綺き麗れいなお辞じ儀ぎをすると、ヒトデの髪かみ飾かざりを着つけた先輩に名乗っていた。

「私は白しら波なみメリア。この屋や敷しきのメイドをしております」

「ふん、私は佐紋アヤネだ。魔ま王おう学がく園えんの生徒会副会長をしている」

　と名乗り返す佐紋先輩は、メリアさんをじっくり見つめると何かに納得したように頷いていた。

「なるほど、タダ者ではないな。九二号が手間取るわけだ」

　九二号？

　その言葉に首を傾かしげる僕だけれど、とりあえず、先輩がなんでここに居るのかを尋たずねることにした。

「佐紋先輩、なんでここに居るんですか？」

「ちょっと用事があってな」

「用事？」

　疑ぎ問もん符ふを頭に浮かべる僕。

　佐紋先輩はその僕の後方へ視線を向けるとニヤッと笑みを浮かべて言ってきた。

「だが、もう用事は終わったみたいだ」

　ズシン、ズシンという聞きき慣なれた足音が背はい後ごで聞こえて振り返ると、首に「人体ゴーレム」と書かれたネームプレートを掛けている石人形が屋敷から出てきていた。

「人体ゴーレムさん……？」

　声を掛けるが人体ゴーレムは、何も言わず僕とメリアさんの横をズシンズシンと歩いていく。

　そして人体ゴーレムはそのまま佐紋先輩の傍そばまで行くとガクリとお辞儀するように頭を下げていた。

「オレ……スライムと……メリアの……大切な物……大事な物……取ってきた」

「よくやった、九二号」

　その金きん髪ぱつの先せん輩ぱいと、石人形の会話に疑問がいろいろと湧わき上あがってくる。

　まず気になったのは人体ゴーレムのことを九二号と呼んだ佐さ紋もん先輩だ……。もしかして……。

「……も、もしかして人体ゴーレムさんって、佐紋先輩が作ったロボットなんですか？」

「ああ、そうだ。九二号は学がく園えんに依頼されて作ったロボットだ」

「そうなんですか!?」

　まさか、人体ゴーレムを作ったのが先輩だったなんて……。

　その事実に驚おどろきながらも、僕ぼくはさらに違うことが気になっていた。

　人体ゴーレム、確かさっき僕とメリアさんの大切な物を取ってきたって言っていたよね？

　何か嫌いやな予感を覚おぼえる中、石人形はその大きな手を佐紋先輩へ差し出す。

　その手は何かを握にぎっており、太い指が開くとそこには──。

「────ッ!?」

　銀色に輝かがやく懐かい中ちゆう時計どけいと、藍あい色いろの石が輝くペンダントがあった。

　それはまさしく僕とメリアさんの大事な物であり大切な物だ。

　思いがけない出来事に啞あ然ぜんとして固まる僕に対して、斜ななめ後うしろに立っていたメリアさんは人体ゴーレムと佐紋先輩の下もとへ歩き出していた。

「……それを返してください」

「足止めしろ。一号、九二号」

　人体ゴーレムから懐中時計とペンダントを受け取った佐紋先輩が去りながら命令すると、

「お嬢じようには近づかせないぜ」

「オレ……メリア……止める」

　宙ちゆうを舞まうタコロボットがメリアさんの前に立ちはだかり、人体ゴーレムも立ちはだかった。

「…………」

　しかし、メリアさんは足を止める気配がない。むしろどんどんと足を速めていく。僕には後ろ姿しか見えてないので、どんな顔をしているのか分からないけど、凄すごい殺気を放っている気がする！

　そのメイドにビビるような仕草を見せるロボット二体は顔を見合わせて言っていた。

「あれをやるぞ！」

「そう……だな」

　ガクリと頷うなずく人体ゴーレムの頭に乗るタコロボット。

　次の瞬しゆん間かん──




『──合体！』




　という言葉と共に二体のロボットが眩まばゆく輝き、変形し始めた。

　人体ゴーレムは頭が体内に収納され代わりに体の中から堅そうな装そう甲こうや武器が表に姿を現す。そしてタコロボットは、八本の触しよく手しゆが伸びて人体ゴーレムの頭の位置へ入っていく。

『──人体タコ！　見けん参ざん！』

　二体のロボットは数秒後には左手に盾たて、右手に剣を握にぎった全身鉄装甲の一体のロボットへ姿を変えていた。

　身体からだの部分はまるでどこかの勇ゆう者しやのように格かつ好こう良よいデザインとフォルムなのだけれど。

　ただ……頭の部分はタコのままだ。

　な、なんか弱そう……。

　と思っていると、人体タコは右手に握っている剣を間近まで迫せまっていたメリアさんへ向けて振るった。

「────!?」

　その一いち撃げきは思っていた以上に速くて、目で捉とらえられない。

　しかし気付いた時にはメリアさんはその剣を華か麗れいに避けており、人体タコへ向けて蹴けりを放っていた。

『ぐぬぬ──』

　その蹴りをギリギリ左手の盾で受けた人体タコは、後方へ吹っ飛ぶ。なんとか倒れるのを堪こらえているようで、地面に足で直線を描いて止まっていた。

『こ、このオイラを圧倒するとは、なんて恐おそろしい奴やつだ！』

　そう言う人体タコは、後方へ視線を向ける。

　長い金きん髪ぱつを揺ゆらして走り去る佐さ紋もん先せん輩ぱいは、庭の門から外に出ようとしているところで、それを確認した人体タコは僕ぼくとメリアさんに向き直って言ってきた。

『お前たちの大切な物を取り返したかったら、無事テストを合格することだな！　また会おう！』

　左ひだり腕うでの盾を地面へ向ける人体タコ。

　その瞬しゆん間かん、猛もう烈れつな爆ばく風ふうと共に煙えん幕まくが吹き出した。

　煙と共に吹き上げる風は凄すさまじくて、僕は立っていられない。

　煙に覆おおわれていく視界の中、メリアさんは門から出ていく佐紋先輩と逃げ出す人体タコをしっかりと見つめており走り出していた。

　そのメイドの姿を確認した数瞬後、ミキミキという何かが折れる音が聞こえる。

　煙幕で視界が悪いため気付くのに遅れたのだけど、ハッと振り返ると庭の黒く尖とがった木が僕へ迫ってきていた。

「──ミカゲ様」

　そんな声と共に、身体がふわりと浮く。

　気付けば僕はメリアさんに抱えられていて、その数秒後に木が地面に倒れる音が響ひびいてきた。

「……メリアさん、ありがとう」

「いえ」

　と首を振るメリアさんは、その表情の薄うすい顔にほんの少し悔くやしそうな色を浮かべていた。

「ミカゲ様の懐かい中ちゆう時計どけいと、ペンダントを奪うばわれてしまうとは……おそらく魔ま王おう学がく園えんの期末テストに関係していると思うのですが、完全に油断していました。申し訳ございません」

「そんな、メリアさんのせいじゃないよ！　それに僕ぼくの方こそごめん、僕を助けたから……先せん輩ぱいと人体タコ追いかけられなかったんでしょ」

「ミカゲ様は謝あやまる必要はありませんよ。無事で何よりです」

　少しだけ優やさしげな表情をするメイドの綺き麗れいな顔を見つめて、胸むねがドキッとする。それと同時に、佐さ紋もん先輩の罠わなに考えなしにハマってしまって、結果メリアさんの大切なペンダントを取られてしまったことに罪ざい悪あく感かんが疼うずいた。

「…………」

　煙えん幕まくが晴れ、メリアさんの腕うでから地面に降りた僕は、昇り始めた朝あさ陽ひを見つめる。

　期末テストはきっと一ひと筋すじ縄なわではいかないんだろうなと不安に思いながらも、人体タコが最後に言った『大切な物を取り返したかったら、無事テストを合格することだな』という言葉を思い返して、傍かたわらに居る黒くろ髪かみのメイドに強く言った。

「期末テスト、僕、頑がん張ばるからね」

　それにメリアさんは深く頷うなずいてから言ってきた。

「私も精せい一いつ杯ぱいお手伝いさせていただきます」




　　　　＊＊＊




　学園へ行く準備を整えていると、いつもの時間よりも早くユキヒメの迎むかえがきた。

「「おはようございます……お坊ぼつちゃん、姉あね御ご……」」

　メリアさんと車へ向かうと、出迎えてくるのは一いち郎ろうさんと二じ郎ろうさん。その忍にん者じや兄弟はユキヒメと一緒に期末テストに参加するらしいのだけど、どこか表情が暗かった。

　それから車の中に乗り込んで幼おさな馴な染じみに挨あい拶さつするのだけど、ユキヒメはなんだかムスッとしている。

　僕の頭に、早朝の佐紋先輩の姿が浮かんで、もしかして、と尋たずねてみると、案あんの定じよう、ユキヒメの家にも佐紋先輩が来たらしい。

　僕の屋や敷しきに来た時と違って戦せん闘とうはなく、ユキヒメが家に連れ帰っていたベヒモンが先輩に協力して、超ちようあっさりとユキヒメと忍者兄弟の大切な物を奪われてしまったそうな。

　ちなみに、一郎さんが取られたのは苦労して集めた銀のエンゼルで交換した『夢のカンヅメ』で、二郎さんは愛用の『筋きんトレＤＶＤ』らしい。

　そしてユキヒメは、

「絶対に取り返すんだ！　オリジナルミカゲ人形！」

　と、メラメラと闘とう志しを燃やしていた。

　う、うん……。

　僕ぼくはとても反応に困ったのだった。




　それから車は進んでいき学がく園えんに到着する。

　期末テストの案内のプリントに書かれていた集合場所は校庭で、そこへメリアさん、ユキヒメ、忍にん者じや兄弟と一緒に向かえばクラスメイトたちは既すでにほとんどが集まっていた。

　一人で来ている生徒も居れば、僕とユキヒメのように家の人を連れて来ている生徒も居る。一人の生徒と、家の人を連れて来ている生徒の比率は半分半分。魔ま王おう学がく園えんには個性的な生徒が多いけど、傍かたわらに立っている家の人もまた個性的だ。例たとえば、カラフルなアフロの執しつ事じみたいな人だったり、なんかピエロみたいな人も居るし……あっ、向こうにはパントマイムしている人も！

　ただこの場に居る全員に共通しているのは、

　ゴゴゴゴ……。

　闘志をむき出しにしていることだった。場全体が熱気に包まれている。

　近くの生徒にこの熱気について尋たずねてみると、僕やユキヒメと同じく、みんな自分の大切な物を奪うばわれたらしい。取り返そうと燃えているそうだ。

　なるほど、と頷うなずいた僕はしばらく校庭に居るクラスメイトが連れて来た家の人たちを見続ける。みんないろんな意味で目立っているけれど、目立ち具合では家のメイドも負けてない。太陽に照らされたメリアさんは凜りんとして美しく、生徒の視線をかなり集めていた。

　なんだか一緒に居る自分が恥はずかしくなっていると、学園のチャイムが鳴り、

「おっはようございま～す！」

　と、黒いフードマントを着た先生が校舎から陽気に現れた。

「…………」

　テンションの違いから反応しないみんな。

　それに、構かまわず先生は元気に続けた。

「これから期末テストを兼かねた幻まぼろしのダンジョン攻こう略りやくを行おこなってもらいます！　いえーい！」

「…………」

　シーン……。

　一人テンションの高い先生は、ゴホンと咳せき払ばらいすると少し真ま面じ目めな口調で言ってきた。

「えーまあ、皆さん、それどころではないのでしょうね。大切な物を奪われてしまったのですからね」

　その言葉に、僕ぼくを含めクラスメイトたちの熱い視線が真っ黒なフードマントへ集まる。

　それに先生はくすぐったそうに笑うと告げてきた。

「ふふ、お気付きでしょうが、魔ま王おう学がく園えんは今日の為ために皆さんの家にスパイを放ち、それぞれが大切にしている物を調査しておりました」

「スパイ……」

　僕の頭に、メリアさんが先生に貸してもらった人体ゴーレム、そしてユキヒメが先生から家に連れて帰ってもいいと許可をもらったベヒモンの姿が浮かんだ。

「皆さんの大切な物──お宝たからは、ダンジョンの奥に居るボスが預かっています。今日の期末テストは、そのボスから自分たちのお宝を奪うばい返かえすことができたら合格です！」

　そう先生が説明すると、クラスメイトたちはさらに闘とう志しを燃やし始める。

　かくいう僕も、メリアさんのペンダント、そしてじいちゃんの懐かい中ちゆう時計どけいを絶対に取り返してみせると燃えていた。

「それから、プリントにも注意書きをしましたが……」

　先生は、メリアさん、忍にん者じや兄弟、その他、クラスメイトたちの傍かたわらにいる家の人に視線を向けると言ってきた。

「家の方はあくまで魔ま王おうの部下としてのサポート役です。直接手を出すと失格になるので気をつけてください」

　黒くろ髪かみのメイドはコクリと静かに頷うなずき、他の家の人たちも頷く。

　それを確認した先生はみんなに声を掛けた。

「えー、それでは今からダンジョンへ向かいますので、皆さん、チームに分かれてください！」

　それに生徒たちはばらばらと動いて何人かのグループに固まっていく。

　ダンジョン攻こう略りやくは一人一人ではなく、チームで行うらしく事前にチームのメンバーを決めていた。

　ちなみに僕のチームのメンバーは……。

「ミカゲくん、絶対に取り戻そうね」

　意気込んでやって来る薄うすいブロンドの幼おさな馴な染じみ──姫ひめノの宮みやユキヒメと、その執しつ事じである忍者兄弟。

　それから、

「ふんっ、ふざけた真似まねしやがって……」

　と、不ふ機き嫌げんそうに腕うでを組んでいる赤毛の番長──エリトくんと、その子分Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ。

「エリトくんは、何を取られたの？」

　訊きいてみると、エリトくんはバツが悪そうな顔で答えてきた。

「……生徒手帳だ。それからこいつらは、紙袋を取られた」

　エリトくんの大切な物って生徒手帳なんだ……という情報に驚おどろきながら、子分たちを見ると、頭に被かぶっているものが紙袋からスーパーの袋に変わっていた。

　それから、

「吾わが輩はいから奪うばうなぞ……許せない！」

　怒りに震ふるえながら僕ぼくたちの場所に歩いてくるのは筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうの大男。金色の髪かみを逆さか立だてたその男は他でもないスーパー成なる我がだった。

　成我くんも同じメンバーなのだけど、その姿に僕は慌あわてて尋たずねた。

「ど、どうしたの、成我くん!?　なんでスーパー成我になってるの!?」

「大切にしていた吾輩が写ったブロマイドを奪われた。その怒りと憎しみから、ドーピングビネガースープ・改かい式しきを摂せつ取しゆしたのだ……」

「そ、そうなんだ……」

「必ず奪い返す……」

　僕はいろいろとツッコミを入れたい気持ちに苛さいなまれるけど、とりあえず、なんかいろいろと面めん倒どう臭くさいし暑苦しいのでスーパー成我を放置した。ちなみに、スーパー成我状じよう態たいの成我くんはブロマイドを取り返すこと一点に欲望を絞しぼっているのか、メリアさんを見ても特にお弁当が欲しいとか、白い歯をきらめかせたりとか、いつものウザい行動はしなかった。

　それから他のメンバーは、

「…………」

　いつの間にかに、生気のない顔でぼーっと近くに佇たたずんでいる多た々だ野のさん。

　彼女も僕たちと同じチームなのだけど……一体多々野さんは何を奪われたのだろう……。

　気になるけど、多々野さんはいつも以上に死んだ顔をしていて、尋ねられる感じではなかった。

　それからさらに他のメンバーは……。

「ふんっ、我われにまだ怒るという感情が残っていたのか……」

　と、額ひたいを押さえながら歩いてくるのは、中ちゆう二に病びよう全開のツインテールの少女──仲なか弐にさん。

　そして、世界陸上のスプリンター張りのランニングで走り去る隼はやぶさくん。

　この二人もまた僕たちと同じチームだった。

「…………」

　僕は、全員揃そろったチームメンバーを見渡す。

　各それ々ぞれに怒りを露あらわにしているみんなは全まつたくまとまりがなく、一緒に行動できるのかと先行きが思いやられた。

　それからしばらくして、クラス全員がチームに固まったのを確認した先生は告げてきた。

「それでは、今から幻まぼろしのダンジョンへ向かいたいと思います！　先生に付いてきてください」

　と、真っ黒なフードマントの先生は歩き始め、僕たちはその後にぞろぞろと続いていく。

　そういえば、まだダンジョンの場所を教えてもらっていないんだよね。

　どこにあるんだろうか……と思っていると、先生は校庭の隅すみにある毒どく沼ぬままで歩いていき足を止めた。

「ここの下で行おこないます」

「…………」

　クラスメイトたちが顔を見合わせて沈ちん黙もくする。

　実はその毒沼の下には地ち下か迷めい宮きゆうが眠っているのだけど、一年生でそれを知っているのは少ないので、みんなが沈黙するのも仕方ない。

　……しかし……幻まぼろしのダンジョンって毒沼の地下迷宮のことなんだ……。

　驚おどろきながらも、その地下迷宮なら以前、エリトくんと散々さ迷ったから有利かも……とか思っていると、先生は毒沼の近くに建っている石せき碑ひへ向かっていく。

　そう、あれに石板を嵌はめ込こんだら地下迷宮が出現するんだよね……。

　と、先にいろいろ知っている優ゆう越えつ感かんを少し覚おぼえながら先生を見つめていると、

「…………？」

　しかし、先生は石板を嵌め込むことはしなかった。

　なんか石碑の横に蓋ふたが付いていて、それを先生がガパッと開けると、なにやらボタンやらレバーが見えた。前あんなのなかった気が……。

　先生はそのボタンを押してレバーを操そう作さし始はじめ、僕ぼくは疑問に思いながら見守っていると──。

　地じ響ひびきが始まった。

　地下迷宮が出現するのかと毒沼を見るけれど一向に反応がなく、その代わりに毒沼の近くの地面から四角い巨きよ大だいな箱がズズズとせり上がってきた。

「な、なんですか、それ!?」

　全まつたくもって未知の物体に、堪たまらず先生に声を掛けると振り返って説明してきた。

「エレベーターですよ」

「エレベーター!?　そんなものあったんですか!?」

「誰だれかさんがぶっ壊こわした地下迷宮の入り口を修理する時に、ついでに取り付けてもらいました」

　その「誰かさん」は僕なので、うっと言葉を詰つまらせてしまう。

　先生は、ついでに取り付けてもらった、とかおまけみたいな言い方しているけど、そのエレベーター設置するの相当なテクノロジーと手間と費用が掛かったはずだよね……。

　なんかさらに申し訳ない気持ちになっていると、先生はエレベーターを見て説明してきた。

「皆さんには、これを使って地下三十階まで下りてもらいます！」

「え!?　そのエレベーター、地下三十階まで下りられるんですか!?　凄すごくないですか!?」

　という言葉を発しようとしたけど、説明の邪じや魔まになるので、ぐっと飲み込む。

「一チームずつ時間を空あけて先生と一緒に下りてもらいます。下りたらすぐに攻こう略りやく開始です」

　と説明する先生は、エレベーターのところまで歩いていく。

　そして、扉とびらの横にあるボタンを押すと、チンと音が鳴り、扉が開いた。

　エレベーターの中は、普ふ通つうのエレベーターとは違い、なんだか牢ろう獄ごくの檻おりのような内装になっていて、そこに乗り込んだ先生は、僕ぼくたちのチームを見て言ってきた。

「ではまず最初は、暗あん上じよう院いん君たちのチームに下りてもらいます」

　先生がエレベーターガールを務めるエレベーターに僕たちのチームはぞろぞろと乗り込んでいく。（さっきまで佇たたずんでいた多た々だ野のさんは気付けばいつの間にかにエレベーターに乗り込んでいた）

　僕たちのチーム全員が乗ったことを確認した先生は、ボタンを押し扉を閉める。そしてずらりと並ぶボタンの中から一番下を押すと、エレベーターは稼か働どう音おんを轟とどろかせながら下へ移動し始めた。

　それからしばらく無言の時間が続く。牢獄の檻のような内装になっているけれど、別段、外の景色が見えるというわけではなく、移動して変わっていく階の数字を黙だまって見つめ続ける。

　気圧の変化で耳が変な感じになり、唾つばを飲み込んで治そうとしていると、ようやくチンという音と共にエレベーターの扉が開いた。

「…………」

　降りると目に映ったのは、下へ流れていくエスカレーター。そして、上へ延々と続く階段と、赤味がかった扉だった。その扉は以前、僕とエリトくんが迷い込んだボス部屋の奥に存在していた出口だ。ボス部屋には魔ま王おう像ぞうのロボットが居て、僕とエリトくんが襲おそわれているところをメリアさんが駆かけ付つけて瞬しゆん殺さつしてくれたっけ。つまり、ここは以前、僕たちが苦労してようやく辿たどり着ついた場所だった。

　苦労して上がった階段を僕は複雑な想おもいで見つめた。こんなあっさり下りてこられるなんて……。

「先生、この地下三十階を攻こう略りやくするんですか？」

「違いますよ、そのエスカレーターで下りた先が攻略を行う幻まぼろしのダンジョンです」

「…………」

　なんだ、結局、地ち下か迷めい宮きゆうでさ迷ったノウハウは何一つ生かせないじゃん……！　優ゆう越えつ感かんに浸ひたった自分が恥はずかしい……。

　そう落らく胆たんしながらもエスカレーターに近づいて、その先を覗のぞき込こんでみる。

　自動で下へ移動し続ける階段には終わりが見えなくて、薄うす暗ぐらい照明の点ついたトンネルが延々と続いていた。

「本当にこの先に幻のダンジョンがあるんですか？」

「ありますよ。その名も──海かい　底てい　洞どう　窟くつです」

「海底洞窟!?」

　意外に普通だな……と感じてしまう僕は、三テンポほど遅れて自分がすっかり魔ま王おう学がく園えんに毒されていることに気付いた。

　そうだよ、そもそも近くに海なんてないし、土の地下に海かい底てい洞どう窟くつっておかし過ぎる！

　そんな胡う散さん臭くささと不安を感じる間に、チームのメンバー全員エレベーターから降りていた。

「エスカレーターで下りましたら、早速攻こう略りやくを開始してください。頑がん張ばってくださいね」

　と、先生はエレベーターの中から言うと扉とびらを閉めて地上へ移動してしまう。

　それからしばらくの沈ちん黙もくの後に、メンバーたちはエスカレーターに乗り始めるので、僕ぼくは嘆たん息そくしてからその後に続いた。




　エスカレーターは長く、薄うす暗ぐらいトンネルが続く。

　しばらく下り続けていると、ようやく先に明かりが見えてきて終わりを迎むかえた。

「────」

　エスカレーターから降りて視界に広がったのは、仄ほのかな青い光に照らされた岩の洞窟だった。

　潮しおの匂においに、ひんやりとした空気。黒っぽい岩にはフジツボが付いていたり、ヒトデが張り付いていたり、ところどころ浸しん水すいしていたり……うん、まさしく海底洞窟の風ふ情ぜいだ。

「すごいね、ミカゲくん」

「そうだね」

　洞窟を見渡しながら感動しているユキヒメに、僕も頷うなずく。

　この海底洞窟は魔ま王おう学がく園えんが作ったものだと思うけど、本当に海底洞窟だと思ってしまうぐらいに精せい巧こうな作りだった。

　それから、ふと、メリアさんに視線を向ければ、岩のフジツボを見つめて「ミカゲ様が一匹二匹……」と数えていた。それ僕じゃないし、絶対ワザとやってるよね！

　チームのメンバーたちに視線を向ければ、エリトくんは今まさに子分たちの神み輿こしに担かつがれているところで、僕と視線が合うと顔を赤らめてそっぽを向いてくる。なんでだろう……。

　忍にん者じや兄弟の一いち郎ろうさんは眼鏡めがねを押し上げて海底洞窟を興きよう味み深げに眺ながめていて、その横では二じ郎ろうさんとスーパー成なる我がが己おのれの筋きん肉にくの自じ慢まんをし合ってボディビルのポージングをしている。意味が分からん……。多た々だ野のさんは洞窟の隅すみでただのしかばねのように佇たたずんでいて、仲なか弐にさんは「ふふふ、ここが失われたアトランティスか……」と額ひたいの第三の目をさすっている。

　そして、隼はやぶさくんはスタートダッシュの練習を始めていた。

　そんなチームメンバーに嘆息しつつ、僕は海底洞窟に視線を戻す。

　洞窟は奥に続いていて、その先を見つめるけれど、仄ほのかな青い光に照らされているだけなのでよく見えない。

「とりあえず、先に進もうか」

　と、僕はみんなに声を掛けて海底洞窟を歩き始めた。




　しばらく歩くと、進行方向に岩でできた壁かべが姿を見せる。

　一いつ瞬しゆん行き止まりかと思ったけれど、人一人通れるぐらいの隙すき間まが空あいていた。

　そして、よくその岩の壁を見てみると、文字が刻きざまれている。

　近寄って読んでみると──『サメ地じ獄ごくの間ま』と書かれていた。

「サメ地獄の間……!?」

　この岩がん壁ぺきの隙間の先が、サメ地獄の間なんだろうか……。

　見るからに嫌いやな名前だ。

　不安で足を止める僕ぼくの横を神み輿こしに担かつがれたエリトくんは「ふん、面白い……」と通り過ぎていく。壁の隙間の広さ的に、神輿に担がれたままでは通れないのでエリトくんは神輿から降りて入っていった。子分たちは神輿台を縦たてに持って上手うまいこと入っていき、それに続いてメンバーたちも壁の隙間を通っていく。

「さぁ、ミカゲ様、行きますよ」

「う、うん……」

　黒くろ髪かみのメイドに背せ中なかを押されて僕も壁の隙間を通ってサメ地獄の間へ入った。

　壁の隙間の先に広がるのは、なかなかに広い空間だった。

　壁や床はさっきまでと同じゴツゴツとした岩なのだけれど、辺りを照らす青い光は弱くて全体的に薄うす暗ぐらい。その明かりの中、目に留とまるのは大きな川……と言うべきか、池と言うべきか、泉いずみと言うべきか……とりあえず、広間を半分に分断している大きな水たまりだった。近くには『サメ注意』の木の看かん板ばんが立っていて、僕はその看板にびくびくしながら水たまりへ近づいて覗のぞき込こんでみる。

　水からは潮しおの香かおりがして、濁にごっているのか、それとも薄暗いからなのか、水の中はよく見えない。それでも黒く波立つ泉はなかなか深そうだ。

「この水の中にサメが居るのかな……？」

　と、メンバーに声を掛けた時だった。

　チャポンという音が泉から聞こえて、振り向けば黒い三角形のヒレが水上に頭を出して目の前を泳いでいった。

　啞あ然ぜんとしながらそのヒレを見送ると、水中へ静かに消えていき、それと同時に今度は違うところから三角のヒレが現れる。そのヒレに目を向ければ今度はまた違うところからヒレが現れ、さらにまた違うところから現れ……と、気付けば泉中に無数のヒレが頭を出しあちらこちらを泳ぎ回っていた。

　いやいやいや。

「こ、これ全部、サメ!?」

　後ずさっていると、泉の縁へりに立つ赤毛の番長は腕うで組ぐみをして笑っていた。

「なるほど、面白い。先へ進むためには、ここを泳いで渡らないといけないみたいだな」

　番長が見ているのは泉いずみの向こう側である、この広間の奥。

　そこへ視線を向けると、入ってきた入り口と同じく隙すき間まの空あいた岩の壁かべが存在していた。泉は綺き麗れいに岩の床を分断しているので、確かにそこへ行くには泳ぐしかない。

　でも……。

「泳ぐって……危ないよ……」

「ふん、俺おれは自分の大切な物を奪うばい返かえしにきたんだ。その為ためなら、これぐらいの危険、どうってことはない」

　エリトくんはそう強く言うと、泳ぐための準備運動を始める。

　他のメンバーたちもエリトくんと同じ気持ちらしくて、振り返ればみんなそれぞれに準備運動を始めていた。

　そ、そうだよね。メリアさんのペンダントと、じいちゃんの懐かい中ちゆう時計どけいを取り返すんだ。こんなところで立ち止まっている場合じゃない……。

　みんなの姿に意気込みながら、ふと、泉を泳ぎ回るサメのヒレたちを見てみる。

　う、うん……。

　なんかさっきよりも荒あら々あらしく泳いでいる気がする……。もうちょっと立ち止まって考えた方が……。

　と臆おく病びよう風かぜに吹かれ始めていると、準備運動を終えたらしいエリトくんが泉の縁へりに立って再び腕うでを組んだ。

　すかさず、神輿みこし台だいを持って現れる子分Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ。

　その神輿にエリトくんを乗せる子分たちだけど、服装が変わっていた。佐さ紋もん先せん輩ぱいに取られた紙袋の代わりに頭に被かぶっているビニール袋はそのままで、頭から下の服装がウェットスーツに変わっていた。

　そんなものどこに？　と振り返れば、広間の隅すみに『濡ぬれないウェットスーツ貸出中』の看かん板ばんと共に人数分のウェットスーツが置かれていて、メンバーたちが服の上から着ているところだった。そっか、僕ぼくたち制服だし、なかなか親切だ。サメは親切じゃないけど。

　そう思っている間に、エリト神輿を担かついだ子分たちが泉の中へ入っていく。

　なんかこの光景、前に見たような……。

「そうだ、プールの授業だ……」

　プールの時は、大だい王おうイカが暴あばれる中を泳いだっけ。

　広さはプールの時と比べたら全然狭いけど、サメという危険生物が居る中を泳いで渡るというのはプールの授業と似たようなシチュエーションだ。

　そのことに気付いた僕は、エリト神輿を担ぐ子分たちを見守る。

　以前は一人一人襲おそわれていって、最終的にはエリトくんしか残らなかったけど、大だい丈じよう夫ぶかな……。

　そんな心配をする中、子分たちはどんどんと泳ぎ進んでいく。

　それから泉いずみの真ん中まで行った時だった。

　一匹のヒレが子分たちに急速で近づいていく。

「あぶない……！」

　目を覆おおいかける僕ぼくだけど、その必要はなかった。

　さっと──。

　子分たちは泳ぎながら鮮あざやかにそのヒレを避けたのだ。

　それからどんどんとヒレが近づいていくのだけど、それら全すべて子分たちは華か麗れいな泳ぎで避けていく。

　そしてとうとう一人も欠くことなく、向こう側へ泳ぎ切ることができていた。

「す、すごい……！」

　陸に上がる子分たちに賞賛の視線を送る。

　それに赤毛の番長は、顔を赤らめながらドヤ顔をしていた。

　う、うん……エリトくん、何もしてないよね！

　心の中でツッコンでいると、ウェットスーツに身を包んだ金きん髪ぱつムキムキ男が僕の横をゆっくりと通り過ぎていった。

　その男はスーパー成なる我がで、泉の縁へりに立つと静かに構かまえ始はじめる。

「成我くん……」

「声を掛けるな人間！　吾わが輩はいは今、ここを渡るために集中している！」

　既き視し感かんを覚おぼえながら後ずさっていると、スーパー成我はサメのヒレが漂ただよう泉を見み据すえて、身体からだを低く構える。

　そして──

「ハアアアアァアア──！」

　という掛け声と同時に、スーパー成我は泉へ駆かけ出だした。

　その駆けるスピードは凄すさまじく、旋せん風ぷうを巻き起こしながら泉に踏ふみ入いったスーパー成我は、強きよう烈れつな水しぶきを上げ──そのまま水面を走って渡り始める。

　そ、そういえば、プールの授業でもこうやって渡ってたっけ！

　思い返す僕は、ふと、プールを渡り切っても止まらずフェンスを突き破って去っていったスーパー成我を思い出して、慌あわてて声を掛けようとする。

　しかしその時には既すでに逆さか立だった金髪大男は、泉を走り渡り終えていた。

　あの時と同じく、そのまま止まらずに岩の壁かべにぶつかっちゃうのかな。

　と、冷や冷や見守る中、スーパー成我は突然足を止める。そして、ギュギュウウウッというブレーキ音を岩の床から発しながらドリフトして止まっていた。

　す、すごい、なんやかんやで成長してる……！

　地味に感動していると、今度はユキヒメが泉いずみに近づいてきた。

　色素の薄うすいブロンドの幼おさな馴な染じみは、ウェットスーツに身を包み、そのウェットスーツが置かれていたところに一緒に置かれていた浮うき輪わを装備している。

「見てて、ミカゲくん！」

　とニコニコ笑顔で僕ぼくに振り向いてくる幼馴染は、執しつ事じの一いち郎ろうさんと二じ郎ろうさんの名前を呼んだ。

　はッ、お嬢じよう様さま！　と左右の斜ななめ後うしろに控ひかえる忍にん者じや兄弟は、ウェットスーツを着ていなくて普ふ段だんの黒いスーツのまま。その忍者兄弟にユキヒメは真ま面じ目めな顔で言った。

「一郎、二郎、あれを出して！」

「「はッ、お嬢様！」」

　と頷うなずく忍者兄弟は、懐ふところから小指サイズの小さなモノをたくさん取り出してくる。

　それは何かとよく見れば、僕に似たモノだった。

「ユキヒメ、それ何？」

　忍者兄弟からそれらを受け取り、腕うで一いつ杯ぱいに抱える幼馴染に問い掛ければ、笑顔で答えてきた。

「不良品ミカゲ人形ストラップだよ！」

「いやいや、ストラップって、ミカゲ人形シリーズ化しすぎでしょ!?　ゆるキャラ張りの商品展開だよマジで！　しかも不良品多すぎるし、正規品ちゃんとあるの!?」

「正規品は、今は全国のゲームセンターでクレーンゲームの商品になってるよ」

「え!?　どういうこと!?　初耳なんだけど!?」

　目を丸くする僕に、ユキヒメは不良品ミカゲ人形ストラップを抱えたまま、満面の笑みで親指をグッと立ててくる。

　グッじゃないよ!?

　驚おどろきの新事実に衝しよう撃げきを受ける僕を余所よそに、ユキヒメは腕に抱えるストラップを手に握にぎると、突然、泉の両りよう端はしに投げ始めた。

「な、何やってんの!?　ユキヒメ!?」

「囮おとりとして撒まき餌えにしてるの」

「囮!?」

　泉を見ればサメたちは撒かれた不良品ミカゲストラップに群むらがり両端に集まっている。真ん中にサメの居ない道が出来あがっていた。

「じゃ、先に行ってるね、ミカゲくん」

　全すべてのストラップを撒き終えたユキヒメは、僕に微笑ほほえんでから泉に入っていく。

　サメたちはミカゲストラップにご執しゆう心しんらしく、ユキヒメは全まつたく襲おそわれることなく泉を泳ぎ切っていた。

　そういえば、プールの時は大だい王おうイカに襲われてから不良品ミカゲ人形を囮にしていたっけ。

　何事もなく無事に泳ぎ切った幼馴染の姿に喜ぶべきなのか、ブクブクと沈しずんでサメの餌えさになる不良品ミカゲ人形ストラップに悲しむべきなのか、複雑な気持ちでいると忍にん者じや兄弟が泉いずみへ向かっていく。

「一いち郎ろうさん、二じ郎ろうさん、ウェットスーツは着ないんですか？　濡ぬれちゃいますよ」

「「大だい丈じよう夫ぶです、暗あん上じよう院いんのお坊ぼつちゃん」」

　と、口を揃そろえて言ってくる忍者兄弟は、それぞれ黒いスーツから円形の薄うすい板を二枚取り出してきた。

　カチャリと眼鏡めがねを押し上げる一郎さんは、ニヤリと笑って説明してくる。

「我われ々われは忍者の資格を取っているのですよ。忍者と言えば、水みず蜘蛛ぐもの術じゆつ！　こんなところなど、すいすいと歩いて渡ってみせます」

「す、すごいですね」

　感心する僕ぼくに、一郎さんと二郎さんは恭うやうやしくお辞じ儀ぎをしてくる。

　そして、その忍者兄弟は円形の板を足の裏に取り付けると、泉に踏ふみ入いっていった。

　サメたちはまだユキヒメの撒まいたストラップに群むらがっていて、忍者兄弟は言っていた通りにすいすいと水の上を進んでいく。

　やっぱり忍者の特とく殊しゆ資し格かくは伊達だてではないなと改めて感心していると、突然、一郎さんがふらふらとバランスを崩くずし始はじめた。それに釣つられるように二郎さんもバランスを崩し始めて、お互いにバランスを戻そうと摑つかまり合あう。しかし最終的には二人ともが引っ張り合いっこしながら倒れて着水していた。

「何やってんだ！　兄あに者じや！」「思っていた以上に波が立っていてバランスを崩したんだ！　それにお前もバランス崩してただろう！」「俺おれは違うし！　兄者がふらふらしたのを見て平へい衡こう感かん覚かくが狂くるっただけだし！」「変わらないだろうが！　言い訳するな！」「はっ、マクロナルガのハッピーセットで貰もらえるハートキャッチブリギュアのカードを、姪めいに頼まれて、って言いながら買ってた奴やつに言われたくないな！　あれ絶対自分用だろ！」「んな、お、お前だって、他面ライダーのカード、甥おいに頼まれて、って買っていただろうが！」「ブリギュアに比べたらマシだろ！」「お前、ブリギュアバカにすんなよ！　大きなお友達も十分に楽しめるんだからな！」「はぁ!?」「はあ!?」

　なんか泉の真ん中で醜みにくい言い争いを始める忍者兄弟。

「ちょっと、一郎、二郎、何やってるの!?　サメ来てるよ！」

　というユキヒメの声でハッと周まわりを見る忍者兄弟。

　サメたちはストラップを食べ終え、兄弟へ向かっているところだった。

　それに血けつ相そうを変える兄弟は全速力で泳ぎ、なんとか無事に向こう岸へ渡っていた。

　びしょびしょのスーツ姿でユキヒメに怒られている二人を見て、ちょっとでも感心してしまった自分が恥はずかしくなった……。

　それから残りのメンバーたちも泳いで向こう岸に渡っていく。

　例たとえば、仲なか弐にさん。

　プールの時は額ひたいに描かれている第三の目が溶とけて気絶していたけど、どうやら油性に変わったらしくて、今度は水に入っても溶けなかった。そして、意外にも泳ぎが上手うまくてすいすいとサメを避けて泳ぎ切っていた。

　それから、多た々だ野のさん。

　まるでしかばねのような彼女は、気付けばいつの間にか向こう岸に立っていた。しかも濡ぬれていない……。なんか怖こわいので気付いていない振りをした。

　そして、隼はやぶさくん。

　世界陸上のスプリンター張りの準備運動をする隼くんは、そのまま泉いずみへ走って入っていき沈しずんでいく。それでもそのまま走るフォームで泳いでいるのか隼くんの風の抵てい抗こうを考えて後ろへ尖とがらせた髪かみだけが水上に頭を出して、まるでサメのヒレみたいだ。サメたちも仲間と思ったのかなんなのか、特に襲おそうようなことはなく、そのまま隼くんは向こう岸へ渡り切っていた。

「…………」

　そうして気付けば、残っているのは僕ぼくとメリアさんの二人だけになっていた。

「ど、どうしよう、メリアさん」

「普ふ通つうに泳げば良いと思いますよ。私は先に渡っていますね」

　今いま更さらながら慌あわてる僕にそう告げてくるメリアさんは、濡れないウェットスーツを着ることなくエプロンドレスのまま泉へ向かっていく。

「そのまま行くの!?　濡れちゃうよ!?」

「大だい丈じよう夫ぶです、スライムは自分の心配をしてください」

　と静かに言い放ってくる黒くろ髪かみのメイドは、軽く助走をつけるとふわりと飛んで泉へ入っていく。そのメリアさんの着水点にはサメのヒレが存在していて、うああ危ない!?　と心の中で叫さけぶのだけれど、ハイパーメイドはそのヒレの上に着地すると、瞬しゆん時じに飛んで違うヒレの上に着地する。それを繰くり返かえして鮮あざやかに飛び続けるメリアさんは、あっという間に向こう岸に辿たどり着ついていた。

　ス、スゴ過ぎる……。

　その光景に呆ぼう然ぜんとする僕だけど、向こう岸のみんなの視線がこちらに向いていることに気付いて、ハッとした。

　残りは僕だけだ！

　何の準備もしていなくて、慌てて濡れないウェットスーツを着に行く。

　制服の上から着る「濡れないウェットスーツ」は、手首、足首、首元がきっちりと締しまっていて、確かにこれは中に水が入らないなと感じた。

　そうしている間にも、みんなの催さい促そくの視線が注そそがれている気がして、ウェットスーツに隙すき間まがないことを確認した僕は慌てて泉へ向かっていく。

「…………」

　そして、泉いずみに飛び込もうとしたのだけれど、寸前のところで僕ぼくはつい足を止めてしまった。

　視界に広がるのは、暗い水と、そこを漂ただよう三角のサメのヒレたち。

　僕には何の策さくもないし、泳ぎも普ふ通つう。みんなは無事に渡っていたけど、僕は襲おそわれてしまうんじゃないか……。

　サメの恐おそろしい牙きばを思い浮かべると、足がすくんでしまう。

　やっぱり、サメの居る中を泳ぐなんて僕には……。

「…………」

　そう弱い気持ちが湧わき上あがる僕の目に、ふと、対岸に立つメイドの姿が目に映った。

　艶つややかな長い黒くろ髪かみで、凜りんとして美しい顔立ちのメリアさん。

　その綺き麗れいな女性を見る僕の頭に、プールの授業で大だい王おうイカにビビって泳げなかったこと、それからお風ふ呂ろ場ばで背せ中なかを削けずられながらも教わったこと、そしてプールを泳ぐことができたことが思い返される。

　そして、何よりも、僕が今ここに居るのは、期末テストに合格してメリアさんのペンダントと、じいちゃんの懐かい中ちゆう時計どけいを取り戻すためだ。

　そのことを再さい認にん識しきした時には、僕は水の中に飛び込んでいた。

「うう……」

　恐きよう怖ふを必死に堪こらえながらサメのヒレが漂う泉の中を泳いでいく。

　ヒレにできるだけ近づかないように、時には遠回りをしたり、通り過ぎるのを止まって待ったりして進んでいくのだけど、ついに一匹のサメのヒレが僕を狙ねらうように迫せまってきた。

「うわぁあ!?」

　必死に泳ぐが、サメの泳ぐスピードは速くてすぐに間近に迫ってしまう。

　まだ向こう岸は遠く、引き返すにも距きよ離りがあって、慌あわてふためきバタバタと泳ぐ僕に、ついにサメのヒレは至近距離に迫ってきた。

「────!?」

　獰どう猛もうな歯で齧かじられるのを想像して震ふるえ上あがる僕に、しかし、サメは齧ってこなかった。

　ただボンッと当たってくるだけ。

　しかも、なんか、間近で見てみるとサメの形がおかしい……というか、違う魚の形をしている。

　どこかで見たことがあるような魚の形に、僕は意を決し潜もぐって見てみた。

　そして、その魚を確認した僕は、

「ブゥアハハアッ──!?」

　と、息を全すべて吐き出してしまう。

　サメだと思っていた三角のヒレ……。

　その持ち主は、平たく大きな魚────マンボウだった。

　この泉いずみの中、たくさんのマンボウが泳いでいて、しかも、その体には『八号』という文字が薄うつすらと見え……これは佐さ紋もん先せん輩ぱいのロボットだと理解する。

　水上に顔を出した僕ぼくは、恐きよう怖ふの反動から意い気き消しよう沈ちんしながらも向こう岸に無事に泳ぎ切ったのだった。そういえば、プールの授業の大だい王おうイカもこんな感じだったっけ……。




　それから陸に上がりウェットスーツを脱いだ僕は、みんなにマンボウのことを説明した。

　メリアさんを含ふくめて何人かは途中でマンボウだと気付いていたらしくて（教えてよ！）、知らなかったメンバーの方は特に興きよう味みない感じだった。

　無む駄だに疲れながらも『サメ地じ獄ごくの間ま』をクリアした僕たちは、岩がん壁ぺきの隙すき間まを通っていく。

　その先には海かい底てい洞どう窟くつの通路が続いており、しばらく進むと再び岩壁が立ちふさがった。

　その壁かべには『サメ地獄の間』の時と同じく人が通れるほどの隙間が空あいていて、文字が岩に刻きざまれている。

　それを読んでみると『幻げん惑わくの間ま』と書かれていた。

　……次は惑まどわされる何かの部屋ということか……!?

　一体、この壁の先に何が待っているのだろう……といろいろ考える間に、メンバーたちはさっさと隙間に入っていってしまう。

「ミカゲ様、あまり深く考えすぎない方がいいですよ」

「そ、そうだね……」

　サメ地獄の間の時と同じく、メリアさんに背せ中なかを押されて僕は壁の隙間をくぐって『幻惑の間』へ入っていった。

　そして、隙間を抜けた先。

　視界に広がるのは、ゴツゴツとした岩の空間ではなく、クリスタルの結けつ晶しようなどがキラキラと輝かがやく神秘的な空間だった。床や壁や天てん井じようは黒い岩ではなく、全すべてが結晶で出来ていて、青い光に照らされ幻げん想そう的てきな色を放っている。

「おおー…………」

　今の状況を忘れて、その結晶の広間に見入ってしまう。

　ユキヒメを筆頭に女じよ子し陣じんなんかはうっとりとした表情を浮かべていた。メリアさんも……いつもの無表情だけど、たぶん、うっとりしていると思う。多た々だ野のさんも顔に全まつたく生気がないけど、たぶん、うっとりとしていると思う。というか、多々野さんが移動しているところを一度も見ていないんだけど……まあ、うん、気にしたらダメだよね。怖こわいよね。仲なか弐にさんも「魔ま力りよくの込められた結晶に我わが第三の目が疼うずくぞ疼くぞ──────」とか額ひたいを押さえている。うん、うっとり……してないね。

　男子陣はどうだろうと思い、見回してみると一いち郎ろうさんは眼鏡めがねを押し上げて興味深げに広間を見渡していて、スーパー成なる我がと二じ郎ろうさんはお互いの筋きん肉にくを競い合うかのように腕うで立たて伏ふせをし始めていて、隼はやぶさくんはスタートダッシュの練習をしている。それから隙すき間まを通るために子分たちの神み輿こしから降りて、もう一度乗り直すエリトくんは思いのほかこの結けつ晶しようの広間を気に入っているようで口元に笑みを浮かべていた。……あの神輿に毎回乗らないと気が済まないのかな……。

　まあ、とりあえず、それぞれの反応を浮かべるメンバーを見た僕ぼくは、もう一度結晶の広間を見渡す。

　すると、その奥──結晶の壁かべに『サメ地じ獄ごくの間ま』と同じく出口のような隙間が見えた。

「あそこに行けばいいんだね」

　みんなに知らせるように指を差す。

　それから歩き始める僕に続いて、メンバーたちも歩き始める。

　広間には結晶しかなく、特に危険なモノは見受けられない。

　結構あっさり出口に出られるかと思ったけど…………それは間違いだった。

　それに気付いたのは、広間の中ほどまで来た時のことだった。

「──ん!?」

　何かが視界の端はしに留とまって振り向くと、そこには以前どこかで見たことのあるモノが存在していた。

「あれって、も、もしかして、三号!?」

　資料室の授業の時に僕たちに催さい眠みん光こう線せんを放ったロボットのカメ。

　それが結晶の陰に置かれていたのだ。

　ふと周まわりを見渡せば、同じカメロボットが四方八方の至いたるところに置かれている。

　そして、『幻げん惑わくの間ま』の意味に気付いた時には、カメロボットの甲こう羅らからロケット砲ほうが出てきていて、青白い光線が放たれていた。

「────」

　一体何が見えるのだろうか……。

　おそるおそる水晶の広間を見渡す僕に、同じく催眠光線を浴びたメンバーたちの歓かん声せいが聞こえてきた。

「ミカゲグッズがいっぱいある！」

　歓喜しているのはブロンドの幼おさな馴な染じみ、ユキヒメ。

　そして、「あれはブルーライトをカットしてくれる眼鏡めがねじゃないか！」と眼鏡をくいっと押し上げる一いち郎ろうさんと、「高級プロテインが山のようだ！」と上じよう腕わん二に等とう筋きんを活かつ躍やくさせる二郎さん。

「パ、ンツ……ミカ……ゲ……パン、ツ」

　と良く分からない単語を発しながら赤面しているエリトくんと、なんか周りで嬉うれしそうに踊おどっている子分たち。

　それから「スーパー成なる我がⅡ、スーパー成我Ⅲ、んな！　あれはスーパー成我Ⅳではないか！」と腕うで組ぐみをして周まわりを見渡しているスーパー成我に、多た々だ野のさんは死んだ顔で一カ所をただただ無言で見つめている。仲なか弐にさんは「封じられた暗黒の武具がこんなに!?」と肩かたを震ふるわせていて、隼はやぶさくんも「あれは風の抵てい抗こうが少ない良いユニフォームっす」と珍めずらしく喋しやべっていた。

　そして、メリアさんも、

「酢す昆こん布ぶ……」

　と結けつ晶しようを見つめていた。

　た、たぶん、みんなの言動から察するに、自分の好きなモノとかが見えているみたいだ。

　じゃあ、僕ぼくにも、好きなモノが見えるのかな……。しかし、そういえば、僕って何が好きだっけ……。と自分のことなのに今いま更さら考える。

　まあ、見えたら分かるよね、と少しワクワクして探していると、何かが視界に現れた。

「…………？」

　それは、ドロドロとしてふにゅふにゅとした物体で……。

　いや、そんなことない。そんなわけがない。と頭を振るのだけれど、目の前で蠢うごめくのは、やはり──スライムだった。

　おかしい、僕だけ見えているモノがおかしい！

　え、みんな、自分の好きなモノが見えてるんだよね!?　う、うん、やっぱりみんな見えているモノに歓かん喜きして、欲しそうにしている！

　それを確認して、もう一度視界に現れたモノを見るのだけれど、やはりそれはどう見てもスライムだった。

　おかしい！　なんで!?　僕、いつの間にスライムのこと好きになってたの!?

　そんな自じ己こ嫌けん悪おに苛さいなまれる中、メンバーのみんなはさすがに資料室の授業を乗り越えているだけあり、催さい眠みん光こう線せんで見えている好きなモノへの欲求を振り切っている。

　エリトくんは、なぜか鼻血を出しながらも子分たちの頭を引ひっ叩ぱたいて出口へ向かっているし。

　ユキヒメも、一いち郎ろうさんと二じ郎ろうさんの襟えり首くびを摑つかんで出口へ向かっている。「あのグッズ、絶対作ろう……」という言葉が聞こえた気がしたけど、き、気のせいだよね。

　スーパー成我も「しかし最強はこの吾わが輩はいだ！」と喝かつ破ぱして出口へ向かっていき、多々野さんは既すでに出口の隙すき間まの近くに佇たたずんでいる。そして仲弐さんも相当な葛かつ藤とうをしながらも果ては秘ひ儀ぎ──暗あん明めいの舞まいを繰くり出だし高速瞬まばたきでウトウトし始めてようやく出口へ歩いていく。そして隼くんも入念な準備運動の末、出口へ走り去っていった。

「…………」

　残るはまたも僕とメリアさんだけになり、確かになんだかあのスライムが可愛かわいく思えてきた気がしないでもないけど、気を引ひき締しめ視界から振り払って、黒くろ髪かみメイドの下もとへ行く。

「行こう、メリアさん」

「…………」

　声を掛けるけど反応がなく、手を引っ張るのだけれど、そのメイドは地に根が張っているかのようにビクともしなかった。

「メリアさん!?」

「……は、はい」

　とビクッとして振り返ってくるメリアさんの口元は少しだけ緩ゆるんでいた。

「酢す昆こん布ぶが見えてるの？」

「はい、美味おいしそうです」

　頷うなずくメリアさんは再び酢昆布が見えている方へ向いて固まってしまう。

　それから全然動かなくなるメイドに僕ぼくは慌あわてて言った。

「メ、メリアさん、今度、美味しい酢昆布買ってあげるから行こう！」

　というか、家に死ぬほどあったよね……！

　心の中で思いながらも必死に声を掛ける僕に、メリアさんはようやく反応して振り返ってくる。

　そのしなやかな手を引っ張ると、今度は動いてくれてそのまま出口へ向かった。

「約やく束そくですよ、ミカゲ様」

　言ってくるメリアさんに、僕は「う、うん」と頷く。

　そんな変な約束をしてしまったけれども、なんとか僕たちは『幻げん惑わくの間ま』を突破したのだった。

　しかし……メリアさんがまさか酢昆布で惑まどわされるとは思わなかった……。

　それに何よりも、僕にスライムが見えたのは納得できなかった。す、好きじゃないからね、スライムなんて！　まあ確かにちょっと可愛かわいかった気がするけども……。




　そうしてクリスタルの結けつ晶しようで出来た壁かべの隙すき間まを抜けると、先ほどまでの海かい底てい洞どう窟くつの黒っぽい岩がん壁ぺきと床の通路が続いていた。

　幻げん想そう的てきな空間に居たので、少しばかり味気なさを感じつつも歩いていく。

　するとまたも道を塞ふさぐ岩壁が姿を現した。

　さっきまでの岩壁と同じく人が通れるほどの隙間が空あいていて、文字が刻きざまれている。

　近寄って読んでみると──『危あぶなすぎる間ま』と書かれていた。

　あ、危なすぎる間って……なに!?

　危険という単純さながらも、いろいろと想像してしまう恐おそろしいネーミングだ。

　例たとえば、恐ろしいモンスターが居て襲おそってきたり、危ないトラップが待まち構かまえていたり、もしくは隙間を通った瞬しゆん間かんに、入り口と出口の隙間が塞がってどんどん水が浸しん水すいしてきたり、とか……。

　お、恐おそろしい！

　壁かべの先に待まち構かまえるモノに想像を巡めぐらして震ふるえ上あがる僕ぼく。

　しかし、メンバーたちはさっきまでと同じくさくさくと『危あぶなすぎる間ま』へ入っていってしまう。

「み、みんな、ささ、さすがにもうちょっと考えた方が……！」

　という僕の声は届かず……。

「ミカゲ様、行きましょう」

　メリアさんに背せ中なかを押されて僕は『危なすぎる間』の壁の隙すき間まをくぐったのだった。

「…………」

　隙間の先に広がった光景は、想像していたよりも単純なモノだった。

　穴あなと、木の板。

　この広間は、『サメ地じ獄ごくの間ま』と同じく出口への道が分断されていた。違うのは、分断しているのが深い深い穴だということ。

　そして、その穴には橋と言うべきか悩んでしまうぐらいの頼りない木の板が掛かっていた。

　どうやら……この板を歩いて向こうへ渡らないといけないらしい。

　ちょっと穴を覗のぞき込こむけれど、底が見えず真っ暗な空間がずっと続いている。声を発して反はん響きよう具合から深さを測はかってみようとするけれど、声は暗くら闇やみに吸い込まれたまま返ってこなかった。

　た、確かにこれは危ない。

　しかしながらも、想像よりかは大だい分ぶマシだ。板も確かに頼りないけど、幅はばはそこまで細くないし、人一人はちゃんと通れる。ちゃんと固定されているようだし、これなら大だい丈じよう夫ぶだ。

　そう判断した僕はみんなに言った。

「僕が最初に渡るよ」

　サメ地獄の間も、幻げん惑わくの間まも、僕は最後だったから、ここぐらいは良い所を見せないとね！

　メンバーからは特に異論はなくて、僕が最初に渡ることになった。

「ふぅーはぁー」

　と、深呼吸をしてから、木の板に片足を乗せていく。

　ミシミシという木の軋きしむ音と、両りよう脇わきの深い穴に今いま更さらながら心しん臓ぞうがバクバクし始めるけれど、ここでやっぱ止やめるなんて言えない。

　覚かく悟ごを決めて、もう片足を木の板に乗せるとさらに軋む音が響ひびくけれど、いきなり折れるなんてことはなかった。

　少し安あん堵どしながらも、緊きん張ちようをして一歩一歩前へ進んでいく。

　その度たびに木の板は軋み、穴の暗闇に吸い込まれるようなふわふわとした感覚が身体からだを襲おそう。

　ここで下を見たらバランスを崩くずしてしまいそうで、前だけを見て僕は板の上を歩いていった。

　そうして、真ん中まで進んできた時のことだった。

　──コンコン。

　という音が右横から聞こえてきた。

　恐きよう怖ふからの幻げん聴ちようかと無視するのだけれど、またもコンコンという音が右横から聞こえてくる。

　その音はまるでノックしているかのようなもので、それから何度も何度も同じ方向から聞こえてくる。

　さすがに気になり、その音のする方へチラッと目を向けて僕ぼくは──

「────!?」

　本気で落ちかけた。

　驚おどろきからふらふらとバランスを崩くずして、なんとかかんとか踏ふみとどまることに成功する。

「んんな、な……」

　もう一度、右横に目を向けた僕はその光景に息を詰つまらせた。

　ノックのような音がした方向。

　板を渡る前は気付かなかったのだけど、そこはガラスの壁かべになっていて、今は眩まばゆい明かりに照らされていた。

　いや、それだけなら、驚くほどではない。

　問題は、そのガラス壁の奥の光景だ。

　そこにはスタイルの良い女性が、セクシーポーズをしながら立っていた。しかも身に纏まとっているのは、全ぜん裸らかと見み紛まがってしまうぐらいの際きわどすぎる水着で、豊ほう満まんな胸むねや、くびれた腰こしなどがこれでもかというぐらい目に入ってくる。

　そして、その全裸に近い際どすぎる水着姿でセクシーポーズを取っている女性は、金きん髪ぱつのロングで顔には怪あやしい仮面を被かぶっている……

　その出いで立たちに見み覚おぼえがあって、僕はおそるおそる声を掛けた。

「も、もしかして、せ、先生ですか!?」

「……そうですよ」

　と、ガラスの壁越しに頷うなずいてくる水着姿の仮面の女性。

　いつも黒いフードマントにすっぽりと頭から身を包んでいる姿とのギャップが強過ぎてクラクラとしてしまう。

　危あやうく落ちそうになって踏みとどまった僕は先生に、いやいやいや、と訊きいた。

「何やってるんですか、先生!?」

「『危あぶなすぎる間ま』の危ない度を上げているんですよ。どうですか、なかなか危なかったでしょう」

「確かに、ホント、いろんな意味で危ないですね！　なんですか、その水着！　マジで危なすぎますよ！」

「これは先生特注の『超ちようアブなすぎる水着』です」

「た、確かに超ちようアブなすぎますけど、そ、それ着る意味あるんですか!?　驚おどろかすだけで良かったんじゃないですか!?」

「誰だれも先生の水着姿に興きよう味みを持ってくれなかったので、ここで見せなければ！　と思いまして。どうですか暗あん上じよう院いん君、先生の水着姿は」

　と、さらに大だい胆たんなポーズを取ってくる先生。

　もはや露ろ出しゆつ狂きようと変わらないその女性から、僕ぼくは慌あわてて視線を逸そらして、また落ちそうになる。

　その中、もう一度視線を先生に戻した僕は、あることに気付いた。

「そ、そういえば、先生、なんか仮面、変わってませんか!?」

　禍まが々まがしさは相変わらずなんだけど、先生の被かぶっている仮面が以前の堅そうな木製から、今は石製に変わっていた。

「気分転換で変えてみました」

「え、呪のろわれて取れないんじゃ……!?」

　驚く僕に、先生は女め豹ひようのポーズを取りながら神妙な声で告げてきた。

「暗上院君……人は皆、愛という名の呪いに掛かっているんですよ……」

「いや、意味分からないんですけど!?」

　というかもう先生の全すべてが意味不明だ！

　仮面女性の謎なぞの言葉と、超アブなすぎる水着姿と悩のう殺さつポーズに僕は頭をクラクラさせながら前へ向き直った。
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　先生の身体からだのラインが目に残っていて、危あやうく足を踏ふみ外はずしそうになりながらもなんとか前へ進んでいく。

　その僕ぼくに、

「頑がん張ばってくださいね」

　という先生の激げき励れいの言葉が飛んできたので、返事をしようと条件反射に振り返ってしまう。

　するとまた、その仮面女性の超ちようアブなすぎる水着とポーズが目に飛び込んできて板から落ちそうになった。

　そんな危あやうい足取りでようやく板を渡り終えた僕は、溜ため息いきを一つ。本当に危なかった……。

　そして、メンバーたちも続々と板を渡り始めるのだけれど、みんなほとんど先生をスルーして無事に渡り終えていた。ただ、忍にん者じや兄弟……特に自分のパンツを見られただけで気絶するぐらいナイーブな一いち郎ろうさんは、先生の姿に足がガクガク震ふるえてとても危なかったけど。

　それでもなんとか『危あぶなすぎる間ま』をクリアした僕たちは、出口である岩がん壁ぺきの隙すき間まを抜けたのだった。




　隙間の先に続くのは今までと同じく、通路だった。

　しかし、今までの味気なかった岩壁や床や天てん井じように、光る結けつ晶しようが生はえていたり、岩の柱が立ち並んでいたりと、全体的に豪ごう華かで怪あやしい感じが増していた。

　その光景にドキドキしながら進んでいくと、通路の先に大きな石の扉とびらが現れる。その扉には複雑で繊せん細さいな彫ちよう刻こくが施ほどこされており、中心に文字が刻きざまれていた。

　それを読むと──『お宝たから封ふう印いんの間ま』と書かれていた。

　その名前と周まわりの雰ふん囲い気き的に、ここがダンジョンの最後の部屋なんだろう。

　そう感じながら扉を見つめ、その先に何が待っているのか緊きん張ちようしながらも、今までの冒ぼう険けんを思い返す。大変だった……けど、よくよく考えれば結構しょうもないことが多かった気がする。

　それでもなんとかここまで来ることができたわけで、感かん慨がい深くチームメンバーと、それからメリアさんを見つめた。

　みんなもここが最後だと感じているようで、奪うばわれた自分の宝物を奪い返そうと燃えていた。

　僕も、ペンダントと懐かい中ちゆう時計どけいを取り戻すんだと更さらに決意をして、扉に向き直る。

　扉を開けようと近づいて、石の扉は自動でゆっくりと開いていった。




　　　　＊＊＊




「ようやく来たか……」

　扉の先に待まち構かまえていたのは、金色の髪かみにヒトデの髪飾りを着つけた女生徒──佐さ紋もん先せん輩ぱいだった。

　先せん輩ぱいが腕うでを組んで立つその空間は、なかなか広い岩の洞どう窟くつで、高さもあるけれど、奥行きがかなりあり、薄うす暗ぐらい明かりでは奥まで良く見ることができない。

　その洞窟の真ん中できつく睨にらんでくる佐さ紋もん先輩は、フンと鼻を鳴らして僕ぼくたちに言ってきた。

「貴き様さまたちの大切な物──宝たから物ものは、この洞窟の後方に置いてある。それを取ってこの洞窟の奥の扉とびらから出たら合格だ」

　後ろを親指で指差す佐紋先輩は、不敵に笑って続けてきた。

「まあ、ここを無事に通ることができたら、の話だがな」

　その直後、後方の暗がりからガチャガチャというたくさんの物音が聞こえてくる。

　音と共に姿を見せるのは、プールの授業の時の巨きよ大だい大だい王おうイカロボットである二号と、その二号を目玉の部分で頭ず脳のうとして操そう作さしているタコロボットの一号、それから人体ゴーレムに、さらにその他、大きなヒトデロボットや、カニロボット、イルカロボットなどなど、たくさんの海の生物ロボットが姿を現した。おそらく、そのロボットは全すべて佐紋先輩が作ったものなのだと思う。

　現れたロボットたちで洞窟の道は塞ふさがり、その光景に圧倒されていると、

『お嬢じよう、準備は万ばん端たんですぜ』

　と、大王イカの口を使ってタコロボットが喋しやべってきた。

　それに「うむ、では始めろ」と命令する金きん髪ぱつの先輩に、タコロボットは活気づいて大王イカロボットの目から出てくる。そして、僕たちを見ると足の一本を高らかに上げて言ってきた。

「オイラの本気、お前らに見せてやるぜ！」

　それからロボットたちに振り返る一号は、頭から出したプロペラで宙ちゆうを舞まい空中で全ての足をピンと尖とがらせる。




『──超ちよう・合がつ体たい！』




　そんな言葉がタコロボットから発せられたかと思えば、眩まばゆく輝かがやき始め、それに呼応するかのようにロボットたちも輝き始めた。

　それからは凄すさまじい変形と合体の連続だった。

　タコロボット一号を中心に、全てのロボットたちが変形し一つのパーツとして姿を変えていき、金属音を発しながら組み合わさっていく。

　それらは次第に一つの大きなロボットへ姿を変えていき、そして、最後にタコロボットが頭に取り付けられたところで輝きは収まり、どうやら合体は終わったようだった。

『ポセイドンＴＫ　見けん参ざん！』

　そう宣言する巨大ロボット。

「…………」

　僕ぼくはその巨きよ大だいロボットを前に呆ぼう然ぜんとしていた。なぜなら、二本の逞たくましい足で立つその人型のロボットは、剛ごう健けんな胴どう体たいに、力強い腕うでが勇ましい精せい悍かんなロボットで、そのボディは洞どう窟くつを塞ふさぐぐらい大きい。そして、その手には巨大な三みつ股またの槍やり──トライデントを握にぎっており、その矛ほこ先さきは天てん井じようを突かんばかりに掲かかげられていた。それはまさにポセイドンと名乗るだけあり、強そうでカッコイイロボットだった。

　──頭を除いて。

「惜おしい…………惜しすぎる」

　そう、身体からだ部分はとてもカッコイイロボットなのだけれど、そのポセイドンＴＫの頭の部分は、残念なことにタコの頭だった。

　一号の時からは膨ふくらんで大きくなっているものの、その頑がん強きようで巨大な身体に比べると、頭の部分だけ小さくてとてもシュールだ。

　合体ロボット作れるなんて凄すごいなと、洞どう窟くつの後方で腕組みをしている佐さ紋もん先せん輩ぱいに感心すると同時に、なんでタコ……と、残念な気持ちでいると、ポセイドンＴＫはトライデントを構かまえて言ってきた。

『さぁ、通れるもんなら通ってみな！　ま、無理だろうけどなハッハッハ』

　と笑うポセイドンＴＫ。

　その口調と若じやつ干かん漂ただよってくるおバカな感じから、見た目通りタコロボット一号が頭ず脳のうを担になっていることが分かる。

　しかし、そんなタコ頭のポセイドンロボットだけど、やはりその大きさと迫はく力りよくは絶大で、なかなか前へ踏ふみ出だせない。

　メンバーを見ると、みんなも少し困こん惑わくした表情を浮かべていた。

　しかし、その中、勇ましく前へ出ていく男子生徒が。

「ふん……面白い」

　そう不敵な笑みを浮かべるのは、子分たちの神み輿こしに担かつがれたツンツン赤毛の番長だ。

　腕を組み不敵な笑みを浮かべるエリトくんは、ポセイドンＴＫを見み据すえると口を開いた。

「どうせ見かけ倒しだろ」

『それはどうかな』

「ふん、正面突破だ！　進め！」

　ズビシッと前へ指差すエリトくんに呼応するように、神輿を担いだ子分たちが走り始める。

　そのままエリト神輿は、喧けん嘩か祭まつりのように猛もう烈れつに突き進んでいき、ポセイドンＴＫの間合いに迫せまった時だった。

　ポセイドンＴＫは、掲げていた巨大な槍を猛スピードで振り下ろした。

　子分たちはそれを避けるように急ブレーキからのバックステップを踏む。振り下ろされる三みつ股またの槍やりは神み輿こしに当たるか当たらないかのギリギリのところを掠かすめていき、無事に避けられたかのように見えたのだけれど、その巨きよ大だい槍の風圧でエリト神輿共々子分たちは僕ぼくたちのところまで吹き飛んできた。

　ごろごろと転ころがってくる子分たちと、神輿台。神輿に乗っていたエリトくんは空中で離脱しており、くるくると回転しながら着地していた。

「くそ、思ったよりやるな……」

　苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような顔をするエリトくん。

　その赤毛番長の姿に正面突破は無理だと改めて理解した。

　そうしていると、

「一いち郎ろう、二じ郎ろう！」

　と、ブロンドの幼おさな馴な染じみが前に踏ふみ出だしてきた。

　そのユキヒメの後ろに片かた膝ひざを突いて「「はっ、お嬢じよう様さま！」」と控ひかえる忍にん者じや兄弟。

　ユキヒメはポセイドンＴＫを指差して、忍者兄弟に指示を出していた。

「戦わず攻こう撃げきを避けて、ポセイドンＴＫを突破しなさい！」

「「はっ、忍者の名に懸かけて！」」

　シュタタタと忍者走りをしてポセイドンＴＫへ向かっていく忍者兄弟だけど……結果から言うと、一発目の攻撃を避けるのに失敗して一いつ瞬しゆんでぶっ飛ばされていた。

「何が忍者の名に懸けてよ！　一瞬でやられたじゃない！　もう資格返上した方がいいよ！」

　ユキヒメはひっくり返っている忍者兄弟にぷんぷん怒っていた。

　ちなみに、一郎さんと二郎さんは、あのトライデントの攻撃を受けても特に大おお怪け我がはしていない。その耐久力は凄すごいと思ったけど、忍者関係ないね。

　それから、

「では、吾わが輩はいが行こう……」

　と、キャラ崩ほう壊かいが既すでに普ふ通つうになっているスーパー成なる我がが次に前へ出てくる。

　身体からだを硬こう直ちよくさせ、なにやら全身に『気』のようなモノを高めていくスーパー成我は、次の瞬間「ハアアァアアアッ！」と叫さけびながらポセイドンＴＫへ猛もうスピードで向かっていった。

　その超ちよう速そく度どの金きん髪ぱつの大男に、ポセイドンＴＫは慌あわててトライデントを振り下ろそうとするのだけれど、その時には既にスーパー成我は巨大ロボットの至し近きん距きよ離りに迫せまり腕うでを振り上げていた。

「ハアアアァアアッ──！」

　というスーパー成我の気合いの籠こもったパンチが、ロボットの足へ向けて炸さく裂れつする。

　鉄を強きよう烈れつに打ち付ける激げき音おんが響ひびくのだけれど、しかし、ポセイドンＴＫは全まつたくよろめくことはなかった。

『今のオイラにはそんな攻撃効かんぜい！』

「なん……だと……吾輩の全力のパンチが……」

　衝しよう撃げきを受け硬こう直ちよくするスーパー成なる我がに、ポセイドンＴＫは逞たくましい足を後ろへ振り上げると、重い蹴けりを放った。

　それを受ける金きん髪ぱつ大男は、吹き飛び宙ちゆうを舞まう。ただ、地面に激げき突とつすることはなく、着地する時に手を突き、体たい操そう選せん手しゆのようにしなやかにバク転しながら僕ぼくたちの下もとへ戻ってきた。

「くっ、副会長のロボットはバケモノか!?」

　戻ってきたスーパー成我は珍めずらしく動どう揺ようしている。

　確かに攻撃も防ぼう御ぎよも凄すごいし、まさしくバケモノだ。

　あのポセイドンＴＫをどうやって突破したらいいんだ……。

　少し絶望的な気持ちを抱く僕は、メンバーを見てみる。

　エリトくんを神み輿こしに担かつぎ直なおした子分たちは吹き飛ばされたダメージからか息が上がっており、忍にん者じや兄弟はションボリして、ユキヒメはまだ機き嫌げんが悪そうだ。スーパー成我はよっぽど自分のパンチが効かなかったことがショックだったのか呆ぼう然ぜんとしている。多た々だ野のさんは隅すみっこで死んだように立たち尽つくしていて、仲なか弐にさんは「武む者しやぶるいが」とずっと震ふるえている。隼はやぶさくんはただ黙だまってクラウチングスタートのポーズを取っていた。

　もちろん僕も全まつたく戦力にならないし、これは勝ち目がないのではないかという弱い気持ちが湧わき上あがる。

「…………」

　しかし、ふと、前に出てくる黒くろ髪かみのエプロンドレスの女性に僕の気持ちは一変した。

　クールな表情のままポセイドンＴＫの前に立つのは、勇ゆう者しやの特とく殊しゆ資し格かくを持つ最強のメイドであるメリアさん。

　そうだ、メリアさんなら、あの巨きよ大だいロボットをなんとかできるんじゃないかな。

　期待の目を向けていると、ポセイドンＴＫの後ろで腕うでを組んで控ひかえていた佐さ紋もん先せん輩ぱいが言ってきた。

「忘れてないだろうな、家の奴やつは直接手を出すと失格だぞ。つまり、貴き様さまが攻撃したらお前のお坊ぼつちゃんは失格になるからな」

「分かっております」

　と頷うなずくメリアさんは、僕に振り返って口を開いてきた。

「ミカゲ様、ちょっと来てもらっていいですか？」

「う、うん……？」

　何をするのか分からないけど、その黒髪のメイドの下へ向かう。

　クールビューティな顔を間近で見つめて首を傾かしげると、メリアさんは僕の背はい後ごに回ってきた。

「な、何をするの、メリアさん？」

「ちょっと失礼します」

　そんな声が背後で聞こえたかと思えば、突然、僕の背せ中なかにぎゅっと柔らかい感触が押しつけられる。ハッと振り返ると、メリアさんが僕ぼくの背せ中なかを抱だき締しめるかのように身体からだをくっ付けていた。

「メ、メメメリアさん!?」

　背中に感じる感触と、流れてくる甘い香りに僕は動転してしまう。

　焦あせりと緊きん張ちようから空中をさ迷いまくる僕の右手首と左手首を、不意にメリアさんは背はい後ごから手でガチッと摑つかんできた。

「メリアさん!?」

　一体何をしようとしているのか分からず声を掛けると、黒くろ髪かみのメイドは僕の手を上下左右に操あやつりながら佐さ紋もん先せん輩ぱいに告げてきた。

「私が直接戦うと失格になります。なので戦うのは私ではなく、このミカゲ様──改め、スライムロボットＺＫにやってもらいます」

　いやいやいや！

「ど、どういうこと!?」

　違う意味で動転する僕に、佐紋先輩が笑ってきた。

「はははは、面白い。やってみろよ、そのスライムロボットＺＫで！」

「いや、僕、スライムじゃないし！　ロボットじゃないし！　ＺザＫコでもないから！」

　そう抗こう議ぎする間に、メリアさんは僕の耳元で「行きますよ、ミカゲ様。スライムロボット発進！」と、真ま面じ目めな声で言ってくる。

　すると、次の瞬しゆん間かん、僕の右手首を摑んでいたメリアさんの手が離れたかと思えば、腰こしに回してくる。そして、黒髪メイドは摑んでいる僕の左手をブンブン回しながら、僕を抱えて巨きよ大だいロボットへ走り始めた。

　ヤバい、意味が分からない！

　た、たぶん、直接戦えないから僕を操り人形みたいにして間接的に巨大ロボットと戦おうとしているのだと思うけど……そんな発想をして真面目にやろうとしているメイドがなんか恐こわいよ！

「うわああああ──」

　それから凄すごい勢いでポセイドンＴＫに迫せまっていく僕とメリアさん。

　ここからはほとんど絶ぜつ叫きようマシーンのような感じだった。

　襲おそい来くる巨大な三みつ股またの槍やりを何度も避け、華か麗れいなステップで攪かく乱らんし、さらには振り下ろされた槍に飛び乗りその上を走って高く跳ちよう躍やくする。

　その超ちよう人じん的てきな動きは、僕ではなく、僕を抱えているメリアさんがしている動きだ。

　そして、最終的には宙ちゆうを高く舞まう僕とメリアさんを狙ねらって、トライデントが振り上げられ、それを寸すん前ぜんで避けた直後、ズズドォンという音と共に槍が洞どう窟くつの天てん井じように突き刺さったことで戦いは止まった。

「今なら両りよう脇わきから通れます」

　そうメンバーに声を掛けるメリアさん。

　ポセイドンＴＫは深く天てん井じように刺さった槍やりを抜くことに躍やつ起きになっていて隙すきだらけだ。

　みんなはここぞとばかりに走り始めて、ポセイドンＴＫは慌あわててトライデントから手を放し、防ぼう衛えいしようとする。しかし、その力強い腕うでは、巨きよ大だい槍と比べたら間合いが短く、また身体からだが大きなことも災わざわいして、右脇と左脇を走るみんなを防衛できずに通してしまっていた。

「何やっている一号！　よりにもよって、そんな間抜けな通し方をするとは！」

　そんな叱しつ咤たが佐さ紋もん先せん輩ぱいから飛んできて、ポセイドンＴＫは『お、お嬢じよう、す、すみません！』

　と、さらに慌てふためく。

「…………」

　そのポセイドンＴＫと、洞どう窟くつの奥へ走っていくメンバーのみんなを見つめて僕ぼくは呆ぼう然ぜんとしていた。

　あの鉄てつ壁ぺきの防衛を打開するなんて、メリアさん凄すごい……。そして、僕、何もやってない！

　ちょっとした恥はずかしさを覚おぼえていると、メイドは僕の背せ中なかを優やさしく押して言ってきた。

「さあ、ミカゲ様、行きましょう」

「う、うん」

　そうだ。今は、メリアさんのペンダントと、懐かい中ちゆう時計どけいを取り返すことに専念しないと！

　頷うなずく僕は、ほとんどパニックに近いぐらい慌てているポセイドンＴＫの脇をメリアさんと一緒に抜けて洞窟の奥に走った。




　しばらく進むと、たくさんの小さなほら穴あなが見えてくる。そのほら穴にはそれぞれ一つ宝たから箱ばこが置かれていて、『姫ひめノの宮みや』や、『赤あか柳やなぎ』や『姫ノ宮・一いち郎ろう』などの名前が書かれた木の看かん板ばんが掛けられていた。宝箱に奪うばわれた大切な物が入っているらしくて、メンバーたちはそれぞれの名前が書かれたほら穴の宝箱を開けて喜んでいた。

　ユキヒメは「ミカゲ人形」を大事そうに抱だき締しめているし、忍にん者じや兄弟は「夢のカンヅメ」と「筋きんトレＤＶＤ」を持って頷き合っている。エリトくんは憮ぶ然ぜんとした顔で「生徒手帳」を見つめていて（なんか僕の写真が間に挟まっていたように見えたけど、まあ気のせいだよね）、子分たちは「紙袋」を持って踊おどっている。スーパー成なる我がは「自分のブロマイド」を悟さとったような顔で見つめて、多た々だ野のさんはなんか……「遺い影えい？」のようなモノを持って佇たたずんでいる。仲なか弐にさんは、「マジック」を持ち、これで第三の目がしっかりと描けると不敵に笑っていて、隼はやぶさくんはぼろぼろの「スパイク」を抱えて腿もも上あげをしていた。

「…………」

　その中、辺りを見渡す僕はようやく『暗あん上じよう院いんミカゲ』と『白しら波なみメリア』の木の看板が掛けられたほら穴を見つける。

　さらに洞どう窟くつの奥の方には豪ごう華かな石の扉とびらが見えて、僕ぼくは確信した。きっとあれが出口だ！

　僕とメリアさんの大切な物を取って、あの出口から出れば期末テスト合格！

　そんな歓かん喜きの気配に気分を上げながら、僕は宝たから箱ばこを開けに向かった。メリアさんの宝箱が置かれたほら穴あなは少し離れたところにあり、僕の宝箱のほら穴は比較的近いところにあったので、とりあえず、先に自分の宝箱のほら穴へ向かう。

　そんな僕にメリアさんは付いて来てくれて、一緒にほら穴に入って宝箱を開ける。

　その宝箱に置かれているのは、久方ぶりの銀色の懐かい中ちゆう時計どけい。

　それを手に取った僕は、メリアさんを見つめて言った。

「やっと取り返せたよ。ありがとう、メリアさん」

「良かったですね、ミカゲ様」

　優やさしく言ってくる美しいメイドに、僕は深く頷うなずいてポケットに懐中時計を仕し舞まう。

　ポケットの膨ふくらみをさすった僕は、メリアさんに明るく言った。

「次はメリアさんの宝箱を開けに行こう！」

「はい」

　ほら穴から出て、メリアさんの名前の看かん板ばんがあるほら穴へ向かっていく。

　その奥で眠る宝箱を見つめて気分良く足を速めた、その時──異変は起こった。

『ま、まだ終わっていないぞ』

　ドシンッドシンッという重く響ひびく足音が聞こえてきたかと思えば、巨きよ大だいロボットがこちらへ向かってきていた。天てん井じようから抜いたのか、その手には三みつ又またの槍やりが握にぎられている。

「おい、一号！　今回の戦いは終わりだ！　戻れ！」

　そして、そう叫さけびながら走ってくるのはヒトデの髪かみ飾かざりを着つけた金きん髪ぱつの先せん輩ぱいで、何か様子がおかしかった。

「おい、命令が聞こえないのか！　さっさと戻れ！」

『お嬢じように恥はじをかかせたまま終われない』

「戻れと言っているだろう！」

　先輩の命令を無視してこちらへ向かってくるポセイドンＴＫ。

　ポセイドンＴＫの頭ず脳のうは見た目通りタコロボットのはずで……。

　いつも忠実に従っていた一号が、佐さ紋もん先輩の言葉を無視するというのは異様だった。

　迫せまってくるポセイドンＴＫに身み構がまえていると、突とつ如じよ、ロボットの中から無む機き質しつな機き械かい音声が発せられた。

『──システム作動、トランスフォーム！　リバイアサンＴＫバージョン』

「バ、バカ！　こんな狭いところでそれをやるな！」

　焦あせる先輩の声を無視して、ロボットはギラギラと輝かがやき始はじめ変形していく。

　そして輝きが消えた時には、先ほどまでの人型のロボットから巨大な蛇へびに……いや、まるで竜りゆうのような姿のロボットに変わっていた。

　……いや、やっぱりどうしようもなく……頭はタコで残念なロボットだった。

「……惜おしい！」

　とりあえず、蛇へびなのかタコなのかハッキリしてほしい！

　そんな光景にどうしたらいいのか分からず立ちすくむ僕ぼくを、リバイアサンＴＫバージョンは睨にらんでくる。

　そして、その長い巨きよ体たいを蠢うごめかせたかと思えば、突然、猛もう烈れつな勢いで突進してきた。

「ミカゲ様！」

「────!?」

　メリアさんに突き飛ばされるように避ける僕。

　そのすぐ横をリバイアサンＴＫの巨体が猛スピードで通り過ぎていく。

　そのまま止まらず突進するロボットは、洞どう窟くつの岩がん壁ぺきに激はげしく衝しよう突とつしてガラガラと崩くずれる岩にタコ頭を埋うめていた。

　みんなは大だい丈じよう夫ぶだろうか!?

　ハッとして周まわりを見れば、メンバーたちは全員無事で騒そう然ぜんとしていた。

　そんな中、瓦が礫れきに頭を埋めたリバイアサンＴＫが再び蠢き始め、

『がｋしゃｓｊじゃはｓ──』

　完全に意味不明な機き械かい音おんを発していた。

　それを聞いてより一層に険けわしい表情をする佐さ紋もん先せん輩ぱいは、僕たちに叫さけんできた。

「みんな、出口から逃げろ！　一号の思考回路が焼き切れているみたいだ！」

　思考回路が焼き切れた!?

　その言葉に驚おどろきながらも……そういえば、僕たちを通してしまって先輩に怒られるタコロボットの焦あせりは普ふ通つうじゃなかった気がする、とか考えていると、リバイアサンＴＫはそのタコ頭を瓦礫から出して辺りをギョロギョロとし始める。

　そして、

『ぐぁｓらぜがｋが──』

　機械音を発しながらリバイアサンＴＫは、今度は誰だれも居ないところへ猛突進していた。

　強烈な衝しよう撃げき音おんと共に岩壁を崩すリバイアサンＴＫはさらにまた違う壁かべにぶつかり、尻尾しつぽで床や壁を叩たたきまくったり、のたうち回ったりと、もう見み境さかいなく暴あばれ始はじめていた。

「ミカゲ様、危ないですので早く脱出しましょう」

　メリアさんは暴れるロボットを警けい戒かいしながら僕の背せ中なかを押してくる。

　メンバーのみんなは既すでに出口の扉とびらへ向かっていて、押されるまま出口へ向かう僕は、しかし、途中で大切なことを思い出した。

　……メリアさんのペンダントをまだ回収していない！

　メリアさんが、僕ぼくのじいちゃんから貰もらったという大切なペンダント。

　ロボットが強きよう烈れつで頭から吹き飛んでしまっていたけど、まだそのペンダントを宝たから箱ばこから取ってないんだ。

「────」

　ハッと、メリアさんの宝箱が置かれているほら穴あなに目を向ける。

　暴あばれるリバイアサンＴＫによって、数多く存在していた小さなほら穴は半分以上潰つぶれているけれど、メリアさんの宝箱が置かれているほら穴はまだ無事だった。

　今ならまだ間に合う……！

　そう思った瞬しゆん間かん、僕はそのほら穴まで駆かけ出だすのだけれど──

「ミカゲ様……」

　と、メリアさんにガシッと肩かたを摑つかまれ止められてしまう。

　振り返る僕は黒くろ髪かみのメイドに慌あわてて言った。

「メリアさん!?　ペンダント、まだ取ってないよ！」

　そう必死に言う僕に、メリアさんは違う方向に鋭するどい視線を向けている。

　その視線を追いかけるとその先に居るのは巨きよ大だいな蛇へびのような、竜りゆうのようなリバイアサンのような残念なタコロボットで、今まさに強烈で高速の突進をしているところだった。

「────!?」

　そして、進行方向は、今まさに僕が向かおうとしているほら穴の方向で──

　気付いた時にはその巨体は大きな音を立てて衝しよう突とつしていた。

「…………」

　メリアさんのペンダントが置かれていた小さなほら穴。

　そのほら穴をリバイアサンＴＫは、その巨体で押おし潰つぶしてしまっていた。

「…………」

　言葉を失ってしまう。

　思考が止まってしまうほどショックだった。

　もし取りに行っていたら潰されていた。……でも、そんなことよりも巨体に潰されたほら穴にはメリアさんの大事な宝箱があったんだ……。

　メリアさんの大切な物を取り返すことができなかったということが僕に重くのしかかる。

「…………」

　僕は……メリアさんにどんな顔をすればいいんだろう……。

　僕は……メリアさんにどんな言葉をかけられるんだろう……。

　僕は…………。

　あまりのことに何も考えられなくなった僕は、気付けば振り返って気き丈じようなメイドさんに頭を下げていた。

「メリアさん……ごめん……」

　大事な物を守れなくて、ごめん。

　取り返すことができなくて、ごめん。

　……テストに巻き込んじゃって……ごめん。

　メリアさんの瞳ひとみは少し潤うるんでいるような気がして……。僕ぼくの胸むねにたくさんの後こう悔かいが湧わき上あがってくる。なんで僕は弱いんだろう……。

　でも、その黒くろ髪かみの女性は静かで優やさしい声を掛けてくれる。

「ミカゲ様、良かったです」

「え？　で、でも……でも……メリアさんの大切なペンダントが……」

　つい泣きそうになる僕の頭にメリアさんはそっと手を乗せて言葉を続ける。

「ミカゲ様が無事で良かったです」

「メリ…………ア……さん」

　撫なでてくるその手のぬくもり。

　それを心に感じながら、僕は頭の中で自分の情けなさを罵ののしった。

　辛つらいのはメリアさんの方なのに、逆に慰なぐさめられてどうするんだ……。

　その間にも、リバイアサンＴＫは崩くずれた岩がん壁ぺきから抜け出し始めていて、それを見るメリアさんは僕に言ってきた。

「さあ、ミカゲ様、早くここから出ましょう」

「……うん」

　気持ちを引きずりながらも頷うなずいて、メリアさんと一緒に出口の石の扉とびらへ走って向かう。

　みんなは既すでに出口から脱出しているみたいで、ここに残っているのは僕とメリアさんと、暴走を続けるリバイアサンＴＫに、悪あく態たいを吐つきながらその暴走をなんとか止めようとしている佐さ紋もん先せん輩ぱいだけだ。

　暴あばれ狂くるうロボットに恐きよう怖ふを感じながらも出口に迫せまった時だった。

　背はい後ごから眩まばゆい光が差してきて、振り返るとリバイアサンＴＫが人型のポセイドンＴＫに姿を戻しているところだった。

　もしかして、暴走が止まったのかと思うけど、どうやら違うようで、人型のロボットはもう一度竜りゆう型がたに姿を変形し、それからまた人型に戻り、を何度も何度も繰くり返かえしていた。完全に狂っているみたいだ。

　ロボットは最終的にはポセイドンＴＫの姿で止まったようで、そのタコ頭のポセイドンの視線がこちらに向けられているような気がした。

　寒さむ気けに似た嫌いやな予感を覚おぼえて、足に一層の力を込めて走る。

　そして、ようやく扉に辿たどり着つく、といったところで──

　ヴゥォン──！

　という風を裂さくような音が背はい後ごから聞こえてきた。

「────!?」

　振り返れば、ポセイドンＴＫの持っていた巨きよ大だいな三みつ又またの槍やり。

　それが、こちらへ一直線に飛んできていた。

　ただ、その高度は高く、巨大な槍はそのまま僕ぼくとメリアさんの頭上を通り過ぎていく。

　助かった……と思ったけど、それは大きな勘違いだった。

　猛もうスピードで頭上を飛んでいった巨大な槍は、岩がん壁ぺきにぶつかった瞬しゆん間かん──強きよう烈れつな衝しよう撃げき音おんと共に壁かべを破は壊かいした。

　小さな岩から、巨大な岩まで弾はじけ飛とび、僕とメリアさんのところに壁かと見み紛まがうぐらいの大きな岩が降ってくる。

「────」

　避けることなんてできず、咄とつ嗟さに手で頭を覆おおい、目をつぶる僕。

　あちこちで岩が降ふり注そそぐ音が聞こえる……。

　しかし一向に自分に衝撃も痛みも襲おそってこなくて……目を開ければ視界に広がるのは超ちよう巨大な黒い岩の肌はだと、エプロンドレスの女性の後ろ姿だった。

「メリアさん!?」

「大だい丈じよう夫ぶですか、ミカゲ様……？」

　振り返ってくる黒くろ髪かみの女性は、こちらに倒れてこようとしている壁のように大きな岩を必死に支えているところだった。直撃コースだった岩を受け止めたのだろうか。

　メイドの凄すごさに改めて驚おどろきならも、しかし、こちらに倒れようとしている岩はすごく重そうで押し返すどころか少しずつメリアさんが沈しずみ始はじめていた。

「メ、メリアさん大丈夫!?」

　慌あわてて僕もメリアさんの支える岩を押すけれど、ビクともしない。

「おかしいですね、いつもならこれぐらい……」

　と呟つぶやくメリアさんは、どんどんと岩の重みに押されていた。

　その横で無力ながらも必死に岩を支える僕は、鉄てつ人じんメイドが岩を支えきれていない理由を感じていた。

　それは、たぶんペンダントだ……。

　平静を装っているけど、やっぱり大切なペンダントを取り戻せなかったことにショックを受けているんだ。

　それでもメリアさんは僕を慰なぐさめてくれたり、護まもってくれたり、と頑がん張ばってくれて……。

「ミカゲ様……ここから早くお逃げください」

「メリアさんを残していけないよ！」

「スライム一匹、居ても居なくても変わりません。早く」

　確かに僕ぼくの腕わん力りよくは全まつたく役に立っている気配がない……。

「…………」

　本当に自分は何やっているんだ……！

　僕はメリアさんの何の力にもなれていない自分自身を激はげしく罵ののしる。

　それでも僕は自分を落ち着かせて考えた。

　今の僕にできることを考えるんだ……。

　ペンダントは守ることはできなかったけど……絶対に大切なメリアさんを守るんだ。

　そう決意する僕は、

「絶対になんとかするから待ってて！」

　と、岩を必死に支えているメリアさんに告げて、そして、出口の扉とびらへ全速力で走った。




「ミカゲくん！　大だい丈じよう夫ぶだった!?」

　石の扉の先は、海かい底てい洞どう窟くつの通路になっていてチームのメンバーはそこで心配そうな表情を浮かべていた。

　僕は息を整えるのももどかしく、洞窟で起こったことと、メリアさんがピンチだということを簡かん潔けつに話して、みんなに助けて欲しいとお願いした。

　今の僕にできるのは応おう援えんを求めること。

　それしかできない自分に情けなさを感じるけれど、今はそんなこと言っていられないし、みんなの協力があればきっと助けられる。

　僕の救援依頼に、チームのメンバーは即そく座ざに頷うなずいてくれて、僕たちは急いで洞窟に戻ったのだった。




「メリアさん!?」

　戻ると事じ態たいは更さらに悪化していた。

　メリアさんはのしかかる岩に片かた膝ひざを突くまで押しこまれており、更に、ポセイドンＴＫが重い足音を響ひびかせて近づいてきていた。

「大丈夫!?　メリアさん！」

　僕たちは急いでメリアさんのところまで駆かけ寄よると、全員で巨きよ大だいな岩を押し上げる。ユキヒメと忍にん者じや兄弟は必死な顔で押して、エリトくんと子分たちも全力で押している。スーパー成なる我がは筋きん肉にくを滾たぎらせ、多た々だ野のさんは生気のない顔で岩に触れている。押しているというより、ただ触れているように見えないこともないけど、きっと多々野さんなりに全力で押してくれているに違いない……。それから仲なか弐にさんもふざけず押していて、隼はやぶさくんも走らず押していた。

　そうして、全員の全力で押し上げていると、ビクともしなかった岩がほんの少しずつだけど持ち上がり始めた。

　しかしポセイドンＴＫは、すぐ近くまで迫せまってきていて……。

　このままじゃ間に合わない……！　と、さらに全ぜん身しん全ぜん霊れいで岩を押し上げていると、ヒトデの髪かみ飾かざりを着つけた先せん輩ぱいが走ってきた。

「お、おい、何してるんだ!?」

「メリアさんが岩に……！」

　佐さ紋もん先輩はすぐに状況を理解したようで、岩を押し上げるのを手伝ってきた。

「私のせいだ……すまない……」

　岩を押す先輩は歯を喰くい締しめ、申し訳なさそうに言ってきた。

「まさかこんなことになるとは思わなかった……しかもメイドの大切な物まで壊こわしてしまった……」

　悲痛な顔をする佐紋先輩。

　大きな岩がさらに少し持ち上がる中、その下のメリアさんが先輩に言っていた。

「……事故ですし……気になさらないでください……」

「本当にすまない……」

　その間にも巨きよ大だいなタコ頭の人型ロボットはさらに迫ってきていて、僕ぼくは焦あせりながら先輩に尋たずねた。

「せ、先輩、ロボット止められないんですか……？」

「…………」

　少しの間沈ちん黙もくする佐紋先輩は、何かに迷うような顔をする。

　しかし、すぐに何かを決意したように息を吸って告げてきた。

「……最終手段がある」

「最終手段……？」

　岩を押しながら金色の髪の先輩はポセイドンＴＫの頭を見て言ってきた。

「……一号を爆ばく発はつさせる」

「爆発!?」

「頭ず脳のうの役割をする一号には念ねんの為ために自爆の機き能のうを付けてあるんだ。私が自爆を命令したら爆発するようにしてある……」

「で、でも……そしたらタコロボットは？」

「メモリーとコアが木こつ端ぱ微み塵じんになるだろうな……」

　と、切なげに言ってくる佐紋先輩。

　機き械かいのことはよく分からないけど……それはタコロボットにとってかなり致命的なことだということは伝わってきた。

　ペンダントを壊されたことや、こんな状況になっていることに対して恨うらんでないと言えば噓うそになるけど……普ふ段だんの憮ぶ然ぜんとしている先輩と、その近くにいつも居たタコロボットの姿を思い返す僕ぼくは、そんなことをやって欲しくないと思った。

「何か他に方法はないんですか？」

　訊きく僕に、佐さ紋もん先せん輩ぱいは首を横に振ってくる。

「いろいろと試してみたがダメだった……今の状況ではもうこれしかない」

「でも……いいんですか……」

　あのタコロボットは、佐紋先輩が初めて作ったロボットだ。

　先輩は自分には思い出の詰つまった大切な物がないとか、一号は大切なモノとは言いい難がたいとか、言っていたけど……僕にはそうとは思えなかった。

　見つめる僕に、佐紋先輩は静かに頷うなずいて言ってきた。

「気を遣つかってくれてありがとう。でも、これは私の責任だから」

　そして、先輩はポセイドンＴＫに振り向くと、大きく声を出した。




「──緊きん急きゆうシステム発動！　自じ爆ばく機き能のうオン！」




　…………。

　しかし、ドシンッドシンッと近づいてくるロボットからは何の反応もない。

「──緊急システム発動！　自爆機能オン！」

　再度、佐紋先輩は大声を上げるけどポセイドンＴＫは変わらずこちらへ迫せまるだけだった。

「……くそ、認にん識しき装そう置ちが壊こわれているみたいだ」

　苦にがい顔をする佐紋先輩は、「どうする……」とブツブツと呟つぶやいて考え始める。

　僕はその危機的状況に焦あせりながらも、爆発しなくて良かったと思っている気持ちが少しあって……。

「…………」

　そのタコ頭のポセイドンロボットを見つめる僕の頭に、ふとある考えが浮かんだ。

「佐紋先輩、合体している時って他のロボットはどうなっているんですか？」

　思考を邪じや魔まされてイラッとした顔をする先輩は、それから少し考えて言ってきた。

「頭ず脳のうは一号が担になっているから他のロボットは休眠状態に入っている……それがどうした？」

「いや……その……休眠状態のロボットを呼び起こしたら……もしかしたら暴ぼう走そうを止められるんじゃないかと思って……」

　機き械かいやロボットに関して僕はド素人しろうとだ。

　だから、論外なことを言っているのかもしれないと自信をなくして声が小さくなる僕に、しかし、佐紋先輩は否ひ定ていせず検けん討とうするように眉み間けんに皺しわを寄せていた。

「確かに可能性はないことはないが、呼び起こすといっても一号並みに高度な知能を持っているロボットじゃないと意味がないぞ……そんなやつ……」

　と先せん輩ぱいが呟つぶやいたところで、僕ぼくは頭に浮かんでいたロボットの名前を進言してみた。

「あの、人体ゴーレムさんとかって、なかなか高度な知能持ってませんか……？」

　僕をバカにしてきたりイラッとさせたりしてくる人体ゴーレムだけど、それは高度な知能を持っているからできることだ。たぶん……。

「九二号か……そういえば確かに、そうだな。学がく園えんの依頼と、予算で作ったからなかなかの良いスペックだったな」

「どうやったら人体ゴーレムさんを呼び起こせますか？」

「ん……九二号は腹ふく部ぶ辺りのパーツになっているから、そこに刺し激げきを与えて呼びかける……とか」

「分かりました。やってみます」

「いや、待て、私にも未経験だからこれで呼び起こせるか分からない！」

　慌あわてて言ってくる佐さ紋もん先輩だけど、僕含め全員でメリアさんにのしかかる大岩を必死に押し上げているけど、なかなか持ち上がっていない。

　その間にもポセイドンＴＫは一歩一歩迫せまってきていて、

「とりあえず、やってみます！」

　と僕は岩から離はなれて巨きよ大だいロボットと対峙した。

　ポセイドンＴＫは不快な機き械かい音おんを発していて、ただ目的なく足を進めている状態だった。

「人体ゴーレムさあああんッ！」

　叫さけぶ僕は、足元に落ちている崩くずれた岩の欠片かけらを拾って思いっ切り投げつける。

　欠片は堅かたい腹部にガンッとぶつかり、弾はじかれる。

「人体ゴーレムさんんッ!!」

　叫ぶけれど反応はない。逞たくましい二本の足は一歩また一歩とこちらへ近づいてきて、僕は落ちている破は片へんや石を拾っては手当たり次第に投げまくった。

「人体ゴーレムさああん！　目を覚さましてッ！」

　何度も何度も何度も巨大ロボットの腹部に石をぶつけては、叫びまくる。

　しかし次第に握あく力りよくと腕わん力りよくがなくなっていって、投げる石の威い力りよくが弱くなり、狙ねらい通どおりに飛ばなくなってしまう。

　それでも諦あきらめずに落ちている石を投げ続け、叫び続ける。

　ポセイドンＴＫが一歩進むごとに、一歩後退を繰くり返かえして、

「────!?」

　気付けば僕はみんなが必死に持ち上げている岩のところへ戻ってきていた。

　後がなくなった焦あせりが湧わくけど、それでも諦めず僕は石を拾っては投げて、人体ゴーレムの名前を叫ぶ。

「…………」

　しかし、ついには、周まわりに投げられるサイズの石がなくなってしまった。

　背はい後ごには大きな岩にのしかかられているメリアさんとそれを持ち上げているみんな。

　前にはもう寸前にまで迫せまった巨きよ大だいロボット。

「…………」

　探すけど投げる石はもう見当たらない。

　僕ぼくはいつもメリアさんに守られるばかりで、そのメリアさんがピンチの時も周りに応おう援えんを求めることしかできない……。

　僕は何の力にもなれない……。

　どうしようもない無力感に苛さいなまれる僕は、ふと、ポケットの中の存在に気付いた。

「…………」

　手を伸ばすと、そこにあるのはじいちゃんの懐かい中ちゆう時計どけい。

　じいちゃん……。

　ポケットから取り出して見つめる。

　銀色の時計は、いつの日かのじいちゃんのように優やさしく、そして力強い輝かがやきで。

「じいちゃん、ごめん……」

　力を貸して……。

　懐中時計をぎゅっと握にぎりしめた僕は、最後の足あ搔がきと、その銀色の時計をポセイドンＴＫに投げつけた。

　時計は腹ふく部ぶにぶつかりバラバラに砕くだけ散ちる。

　それを見つめながら、僕は絶ぜつ叫きようした。

「人体ゴーレムッ!!　人体模型!!　ゴーレムゴーレムゴーレム!!　バカバカバカゴーレムッ！」

　それでもポセイドンＴＫは足を止めず、こうなれば身体からだを張ってでも止めてやろうとした時だった。

　バチッという電気音。

　それと同時に腹部から声が聞こえてきた。

『う……るさい……スライム……』

　それは何度も聞いた人体ゴーレムの声だった。

　やった！　と喜ぶけど、しかし、ポセイドンＴＫは足を止めておらず僕は慌あわてて叫さけんだ。

「人体ゴーレムさん、止まってください！」

『オレには……無理だ……』

「そんな……」

　と落らく胆たんする僕に、人体ゴーレムは言ってきた。

『待ってろ……一号の……メモリーと……データを……読み込む』

　それから数秒間、沈ちん黙もくが続いたかと思えば、腹部から突然人体ゴーレムとは違う声が聞こえてきた。

『お嬢じよう！　なんてこった。オイラまたへまをしちまった……』

　それはタコロボット一号の声だ。

　その声に岩を押し上げていた佐さ紋もん先せん輩ぱいが振り返って言ってきた。

「一号、早く止まれ！」

『……すみません、オイラも制せい御ぎよすることができないようです』

　巨大ロボットの腹ふく部ぶから発せられる声はとても申し訳なさそうで、少しして何かを決意したように言ってきた。

『だけど、お嬢……オイラ、ちゃんと責任取りますぜ。……緊きん急きゆうシステム発動──』

「…………!?」

　それは先ほど佐紋先輩が発していた一号が爆ばく発はつするという言葉で。

『──自じ爆ばく機き能のうオン！』

　その言葉の後、ギギギガガガという機き械かい音おんがポセイドンＴＫのタコの頭から発せられる。そして、しばらくもしないうちにその頭がギラギラと光り煙が昇り始めた。

　そのロボットの腹部からタコロボットの悲しげな声が聞こえてきた。

『オイラが……最初に認にん識しきした顔は……女の子の泣き顔でした。その女の子はいつも辛つらそうに泣いていて……オイラの使命はこの子を笑わせることだと思いやした。……でも、最後まで出来そこないで申し訳ない……お嬢……』

「一号……」

　バチバチッとスパークし始めるタコ頭を、驚おどろいたように見上げる佐紋先輩の目は、いつもの厳きびしい目ではなく、まるで弱々しい女の子の目だった。

『オイラを……作ってくれてありがとう──』

「待て、いちっ……」

　先輩が声を掛けた瞬しゆん間かん──

　強きよう烈れつな閃せん光こうと爆音を発して、ポセイドンＴＫの頭部が大爆発した。

　タコロボットはバラバラの破は片へんと化して散っていき、頭部を失ったポセイドンＴＫは力を失ったようにだらりと動きを止めたのだった。




　　　　＊＊＊




　それからみんなの力で、時間を掛けなんとか大岩を押し上げてメリアさんを救出することに成功した。

　あの重い岩をずっと支えていただけありメリアさんの顔には、ほんの少しだけれど珍めずらしく疲れの表情が浮かんでいた。

「本当にすまなかった……」

　と、頭を下げる佐さ紋もん先せん輩ぱいは、暴ぼう走そうしたロボットが巻き起こしたことについて深く謝あやまってくる。

　それにメリアさんは特に怒るようなことはなく、みんなも怒ったりしなかった。

　とりあえず、海かい底てい洞どう窟くつを出ようと全員で出口へ向かっていく中、僕ぼくはメリアさんの後ろ姿と、それから頭のなくなった巨きよ大だいロボット……そして、そのロボットを振り返りながら見つめる佐紋先輩を見て、あることを決意していた。

「佐紋先輩……」

　最さい後こう尾びに居た佐紋先輩は、扉とびらから出る前に名残なごり惜おしそうにロボットを見上げている。

　その先輩に同情しながら僕は優やさしく声を掛けた。

「この前、先輩、自分には大切な物や大事な物なんてないって言ってましたけど……ちゃんとありましたね……」

「ああ、そう……だな……」

　ロボットを見つめる先輩の目から、不意に涙なみだが流れくる。

　それを拭ぬぐう佐紋先輩は何かを思い出すように言ってきた。

「今思えば、一号にはいつも励はげまされていた気がする……失なくして気付くなんて、私はバカだよ」

　その先輩の目から流れる涙を見つめる僕は、強く言った。

「まだ諦あきらめるのは早いですよ。本当に大切なモノなら、頑がん張ばって直せるところまで直してみましょう」

「直す……？」

「後で説明します。とりあえず、ここを出ましょう」

　と佐紋先輩に言って、僕は『お宝たから封ふう印いんの間ま』を後にした。

　それから続く海底洞窟の通路を進むと、地下三十階に下りてきた時と似たエレベーターが姿を現す。それに乗り込み地上へ上がると、そこは魔ま王おう学がく園えんのプール施設──プールの授業で佐紋先輩が大だい王おうイカに指示を出していたガラス壁かべの向こうの空間だった。

「皆さん、期末テスト合格、おめでとうございます？」

　と、待まち構かまえていたのはうちのクラスの先生。『危あぶなすぎる間ま』で超ちようアブなすぎる水着姿だった先生は、今は真っ黒なフードマントに身を包んでおり、僕たちの姿を見て首を傾かしげていた。

　その先生に、佐紋先輩は『お宝封印の間』であったことを説明する。

　それを真剣に聞く先生は、メリアさんを念ねんの為ために保ほ健けん室しつに連れていくようにと僕に言ってきて、それからまだテストを受けていない他のチームのダンジョンを変更したりなどの云うん々ぬんカンヌンの連絡を無む線せん機きのようなもので他の先生と忙せわしなく行い始めた。

「メリアさん、保健室に行こう」

　ほんの少しぐったりとしている黒くろ髪かみのメイドに声を掛けると、頭を下げてきた。

「申し訳ありません、ミカゲ様……」

「謝あやまる必要なんてないよ！」

　と、慌あわてて言う僕ぼくはメリアさんを連れて保ほ健けん室しつへ向かったのだった。




　包ほう帯たいを全身に巻いている保健室の女の先生（初めて見た）の診しん断だんでは、特にメリアさんに怪け我がや異常はなかった。ただ疲労が溜たまっているようで、みんなのテストが終わるまでしばらくベッドで寝ねているように告げられていた。

　僕は、メリアさんが横になるベッドの近くの椅い子すに座る。

　そうしていると、黒くろ髪かみの女性は僕を見つめて言ってきた。

「ミカゲ様、期末テスト合格おめでとうございます……。これで魔ま王おうに一歩近づきましたね」

「メリアさんのお陰だよ……」

　と、その綺き麗れいな女性を見つめ返す僕は、巨きよ大だいロボットにほら穴あなごと潰つぶされてしまったメリアさんのペンダントのことを思い出す。

　疲れでうとうとし始めるメリアさんを見つめる僕は、自分の手をぎゅっと握にぎって言った。

「ごめんね……僕、これからはもっと強くなるから。もっと体も鍛きたえるから、だからこれからは絶対に僕がメリアさんを守れるように頑がん張ばるよ」

「……スライムがムキムキになったら、スライムじゃなくなってしまいますよ。私はミカゲ様が無事でいてくれればそれでいいです……。逃げ足の速いスライムで十分ですよ……」

　こんな時でも、スライム、スライムって……。

　いつもの感じで言ってくるメリアさんは目をつぶってしまう。

　寝てしまったのかと思えば、しばらくして口を開いてきた。

「……私は、今のミカゲ様……悪くないと思いますよ」

「メリアさん……」

　ありがとう、メリアさん……。自分も辛つらいのに僕を励はげますために……。

　僕はメリアさんのその一言でまだできることがあると思った。

　そんな優やさしい黒髪の女性からは静かな寝息が聞こえてきて、僕は海かい底てい洞どう窟くつで決意したことを実行するために席から立ち上がった。




　エレベーターで上がってきたプール施設に戻れば、先生は無む線せん機きで連絡をしていて、メンバーたちや佐さ紋もん先せん輩ぱいは静かに待機していた。

　戻った僕は、先生やみんなにメリアさんは特に怪我はなくて、今はベッドで寝ていることを伝える。

　そして、もう一つ──。

　僕は考えていたことを伝えた。

　それは、メリアさんのペンダントと、先せん輩ぱいのタコロボット、そしてできれば僕ぼくの懐かい中ちゆう時計どけいを直したい、ということ。

「大切なモノだから頑がん張ばって直せるところまで直したいです。でも崩くずれた岩に埋うまってたりして僕一人だけじゃ取れないから、みんな協力してください」

　そうお願いする僕に、ユキヒメは目を輝かがやかせて頷うなずいてくれる。忍にん者じや兄弟の一いち郎ろうさんは眼鏡めがねを押し上げて、二じ郎ろうさんとスーパー成なる我がは服を脱ぎ捨てボディビルのポーズをしながら賛同してくる。エリトくんは既すでに準じゆん備び万ばん端たんという顔で腕うでを組んでいて、そのエリトくんを神み輿こしに担かつぐ子分たちはワッショイワッショイ盛り上がり始める。

　多た々だ野のさんも空くう虚きよな瞳ひとみでこちらを見ていて、仲なか弐にさんも第三の目（少しよう女じよ漫まん画が風ふう）を押さえて震ふるえている。隼はやぶさくんも世界陸上のスプリンター張りのウォームアップをし始めた。

　賛同してくれるみんなに、僕はありがとうとお礼を言う。

　そんな中で佐さ紋もん先輩は困こん惑わくしたような顔で尋たずねてきた。

「私のせいなのに、私もいいのか……？」

　僕はそれに深く頷いて言った。

「みんなで協力して頑張って直しましょう。……僕たちの大切なモノを！」

「…………ありがとう」

　険けわしい表情を緩ゆるめてお礼を言ってくる佐紋先輩。

　僕たちは更さらに盛り上がってから、壊こわれたペンダントや懐中時計、タコロボットの部品を回収しに行くため、地上に上がってきたエレベーターに乗り込んでいく。

　メンバーたちが乗り、佐紋先輩も乗り、そして僕も乗ろうとしたところで先生が声を掛けてきた。

「暗あん上じよう院いん君、テストで大切な物が壊こわれてしまったのは非常に残念です。学がく園えんの施設と器具、自由に使っていいですから、修理頑張ってくださいね」

「……ありがとうございます」

　エレベーターに乗り込み扉とびらが閉まっていく中、僕は黒いフードマントの先生にテストの中で感じたことを言った。

「先生……僕、本当に大切なモノが見えた気がします」

　先生は少し驚おどろいたような仕草をしながらも、うんうんと深く頷いていた。




　それから海かい底てい洞どう窟くつに戻った僕たちは、崩れた岩をどけてペンダントを探したり、タコロボットの部品を集めたり、と大忙しだった。

　ペンダントはやはり宝たから箱ばこごと潰つぶれており、藍あい色いろの石が割れて銀の土台が歪ゆがんでいたし、タコロボットも見事に残ざん骸がいと化していた。

　ただ、タコロボットのコアの損そん傷しようがそこまで酷ひどくないらしく、さらに人体ゴーレムがタコのメモリーのバックアップを取っていてくれたらしくて、直りそうだということが分かった。

　地上に戻り、佐さ紋もん先せん輩ぱいは早速、修理を開始していた。

　僕ぼくもペンダントを直しに行こうと学がく園えんの校舎へ向かおうとして、

「暗あん上じよう院いん……」

　と、先輩が僕の名前を呼んできた。

「なんですか？」

「……その懐かい中ちゆう時計どけい、直しておいてやる。ちょっと時間掛かるかもしれないが」

　そう言って先輩が指差すのは搔かき集あつめた銀色の懐中時計の部品。

　懐中時計は細かく繊せん細さいな部品がバラバラになっており、どう直せばいいのか途と方ほうに暮くれていたところだった。

「いいんですか？」

「ああ……」

　と表情を険けわしくさせ頷うなずく佐紋先輩。

「じゃあ、お願いします」

　その召しよう喚かん士しの資格を持つ先輩のお言葉に甘えて部品を預けることにした。




　そして校舎へ向かう僕は、全チームのテストが終わるまでの間、メリアさんのペンダントを直すことに没ぼつ頭とうしたのだった。




　　　　＊＊＊




　全チームのテストが終わり先生の挨あい拶さつが終了して下校の時間を迎むかえる。

　僕はチームのメンバーたちと校門でお別れするのだけど、なんか、みんなの態たい度どがいつもと違っていた。

　例たとえば、エリトくんは、子分たちの神み輿こしに担かつがれて帰っていくのだけど、終始こちらをチラチラと見ては顔を赤くしていたし。

　例えば、成なる我がくんは未いまだにスーパー成我状じよう態たいが収まっておらず、筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうのままファッションピンクの高級車に乗り込んでいく。そしてチラッと僕を見ると親指を立ててこう言ってきた。

「お前がナンバーワンだ。安あん藤どうくん」

　普ふ通つうに僕の名前間違っていた。

　例えば、多た々だ野のさんは、しかばねのように校門に佇たたずんでいるのだけど、なんか死んだ瞳ひとみでめっちゃこっちを見てきていた。「なんだろう？」と見ていると、風が吹いて一いつ片ぺんの葉が視界を塞ふさいでくる。気付くとそこに居たはずの多々野さんは消え去っていた。一体、多々野さんって何者なんだ……。

　例たとえば、仲なか弐にさんは、こっそり僕ぼくに近づいてきたかと思えば、「これがある間は友達だ」と言って僕の手の甲こうにマジックで何かを描き込んできた。見てみると、それは目だった。……これ、一日か二日ぐらいで消えちゃうよ……と、言おうとしたのだけれど、仲弐さんは既すでに校門を出て一人妄もう想そうに入っていた。

　例えば、隼はやぶさくんは、僕の周まわりをぐるぐると走ったかと思うと、そのまま走り去っていた。いろんな意味で謎なぞだ。

　そんな別れを済ませて、僕とメリアさんは、ユキヒメの車に乗って送ってもらう。

　車の中では、ユキヒメと、保ほ健けん室しつで寝ねて体力を回復したメリアさんと一緒に他た愛あいのない話を繰くり広ひろげた。

　そして、屋や敷しきに到着して、車を降りる僕とメリアさんにブロンドの幼おさな馴な染じみは明るく言ってきた。

「あ、そうそう、ミカゲくん、白しら波なみさん、今度の夏祭り一緒に行こうね！」

「夏祭り？」

「ほら今度、魔ま王おう学がく園えんである学園主しゆ催さいの夏祭りのことだよ」

「あ、ああ……」

　そういえば、前に先生が言っていたっけ。

「お父さんに頼んで、ミカゲ印のかき氷のお店出すからね！　一緒に食べようね」

「ん!?　なにそのミカゲ印のかき氷の店って!?」

「みんなで、ミカゲくんの頭を再現したミカゲ氷を削けずって、かき氷を作れるお店だよ！　ミカゲくんの欠片かけらにイチゴシロップいっぱい掛けようね！」

「いやいやいやいや、それグロ注意だよ!?　変な店出すのやめてやめて！」

「じゃあね、ミカゲくん、白波さん！」

　僕の言葉を完全スルーしてドアを閉めてしまうユキヒメ。

　そのまま去っていく車を僕は呆ぼう然ぜんと見送った。

　嘆たん息そくをした僕は、それから屋敷に振り返りメリアさんへ視線を向ける。

　その黒くろ髪かみのメイドは、保健室で休んで疲労は回復したとしても、なんとなく、どこか表情が暗いままだ。

「さあ、帰りましょうか、ミカゲ様……」

　と、禍まが々まがしい門を開けて庭に入っていくメリアさん。

　その艶つややかな黒髪の後ろ姿を見つめる僕は、ポケットに入れてあるモノに手を触れてその後を追いかけた。

「メリアさん！」

「はい……？」

　と振り返ってくるメイドに、僕ぼくは深呼吸してからポケットからあるモノを取り出した。

「あの……これ……」

　取り出して見せるのは藍あい色いろのペンダント。

　勇ゆう者しやの試験を受ける時にじいちゃんから貰もらったという、メリアさんの大切なペンダント。

　壊こわれてしまったのを、メリアさんが保ほ健けん室しつで寝ねている間に僕が直したペンダントだった。

　メリアさんは珍めずらしく驚おどろいたように目を大きくして息を吞のんでいた。

「頑がん張ばって直してみたんだけどね……」

　と、僕は自分の手に握にぎるペンダントを見つめて謝あやまった。

「ごめん、ちょっとだけ形が変わっちゃった……かも」

　申し訳ない気持ちで俯うつむいていると、エプロンドレスの女性はゆっくり近づいてくる。

　メリアさんは僕の手からペンダントを取ると、まじまじと見つめて言ってきた。

「これは……ちょっとどころか、原型を留とどめていないぐらい変わってますね」

「う……」

　言われてみれば確かにかなり変わってしまったような気がする……。

　以前は藍色の石が綺き麗れいな楕だ円えんを描いていたのが、直し終えた時には先っちょが尖とがっているようなかなり歪いびつな楕だ円えんに変わっていた。なんであんな形になってしまったんだろう……。

「ちゃんと直せなくてごめん……」

　さらに申し訳ない気持ちで謝る中、メリアさんは表情なくじっとペンダントを見つめていて。

　ふと──

　メリアさんの目から何かがキラリと流れてきた。

「え──!?」

　それは透明な雫しずく。

　それは初めて見るメイドの涙なみだで。

　僕は慌あわてふためいて頭を下げた。

「ご、ごめん、メリアさん！　本当にごめん！」

「……嬉うれしいです」

「え……？」

　その言葉に顔を上げてメリアさんの顔を見ると、口元に微び笑しようを浮かべていた。

　目を奪うばわれる僕に、メリアさんは背せを向け、おもむろにペンダントを首に掛け始める。

　そして、留め具を掛けたメリアさんは振り返ってくると、首元のペンダントを撫なでてから嬉しそうに言ってきた。




「ありがとうございます……ずっとずっと大切にします」




　笑顔と、そして、その目元にはキラリと光る雫しずくがあって……。

　その綺き麗れいな女性を見つめる僕ぼくは息を止めてしまう。

　そんな僕にメリアさんは手を差し出してくると優やさしく言ってきた。

「さあ、帰りましょう、ミカゲ様。今日は期末テスト合格のお祝いをしましょう」

「う、うん！」

　僕は心しん臓ぞうをドキドキとさせながらその手を握にぎって、屋や敷しきへ戻ったのだった。










　　エピローグ




　暗黒猛たけ々だけしい学がく園えんが、今は賑にぎやかな雰ふん囲い気きに変わっていた。




　魔ま王おう学がく園えん主しゆ催さいの夏祭り。

　今年から学園で開催することになったらしいのだけど、なぜ開催することになったのか……それはうちのクラスの担任が校長に「可愛かわいい子の浴衣ゆかた姿すがたが見れますよ」と進言したとか、学園のアピールの為ためとか、ただの学園の気まぐれとか、いろんな噂うわさが飛び交っていた。

　何はともあれ、お祭りは嫌きらいじゃないし、僕ぼくは浮かれながらメリアさんとユキヒメと一緒に夜の夏祭りに参加していた。

　浮かれる理由はお祭りの雰囲気だけじゃくて、メリアさんとユキヒメの格かつ好こうにもあった。

　僕たちは浴衣を着ていて、二人の浴衣姿はとても綺き麗れいで似合っていた。

　例たとえば、ユキヒメの浴衣は、デフォルメされた僕の顔がいっぱい描かれたミカゲ生地であることを除けば、華はなやかで可愛い桃もも色いろの浴衣だ。

　そしてメリアさんの浴衣も、ユキヒメと同じくミカゲ生地であることを除けば、落ち着いた藤ふじ色いろの綺麗な浴衣だ。
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　急速に関連商品が生み出されているミカゲグッズに危き機き感かんを覚おぼえないでもないけど、まあ今日はお祭りだし、二人とも似合っているし、とりあえず保留。

　魔ま王おう学がく園えんの夏祭りは、提ちよう灯ちんがドクロだったり、並ぶ出で店みせが『人体ゴーレム射しや的てき』とか『ミカゲかき氷』とか『悪あく魔まの右手アイス』とか『目玉のお菓子が埋うめられた綿わた菓が子し』とか意味不明だったり怪あやしかったり禍まが々まがしかったりする点に目をつぶれば、ちゃんとした夏祭りの様相を呈ていしている。

　とりあえず僕ぼくたちは、ミカゲ氷を泣く泣く削けずったり、人体ゴーレムの身体からだの上に置かれている景品を狙ねらってコルク銃じゆうを撃うったつもりが全ぜん弾だん人体ゴーレムに直ちよく撃げきして追いかけられたりしながら、いろんなお店を見て回った。

　そんな中、メリアさんとユキヒメが目玉模も様ようの水風船が浮かぶヨーヨーすくいに夢中になっている時のこと。

「暗あん上じよう院いん君、いらっしゃい」

「先生!?」

　黒いフードマントの先生が店主をしている出店が近くにあって、手て招まねきしていた。

　行ってみれば、お店の台にはずらりとカードが並んでいる。

　そのカードを見てみると、張りぼてだらけの翼つばさの人や、自分の身長よりも大きな角つのを着つけている人や、世せい紀き末まつ覇は者しやみたいな人などなど個性的な人たちが写っていた。

「先生、これは……」

「魔王学園の先生たちのコレクションカードですよ」

「コレクションカード!?」

　なにそれ、すごく……いらない気がする。

「ちなみに、先生のカードはこれですよ」

　指差してくるカードを見れば、いつぞやの超ちようアブなすぎる水着姿の先生が大だい胆たんセクシーポーズを取って写っていた。こんなの学園の中で売っていいのかなと思うものの、なんやかんやで売れていてかなり減っていた。

「ふふふ、先生の美のカリスマをもってすれば、こんなもんですよ。暗上院君には特別にサイン付きの特別版を上げますよ」

「い、いらないですよ！」

「まあ、遠えん慮りよせず」

　と、キラキラのサインが書かれたカードを押し付けられてしまった。

「ちなみに、暗上院君、先生のフード中は、そのカードと同じ超アブなすぎる水着姿ですよ」

「え、そ、そうなんですか……」

　うわ、リアクションに困る……。

　僕はいつもの変へん態たいな先生に顔をひくつかせてから、一応カードのお礼を言って、そのお店を後にした。

　このカード、メリアさんとかユキヒメに見つかったらなんか誤解されそうだ。ちゃんと隠して置こう。




　それからお店を回っている途中で、トイレに行きたくなった僕ぼくは、メリアさんとユキヒメに言って一いつ旦たん離はなれて校舎へ向かった。

　それから用を済ませて、メリアさんたちのところへ戻ろうとした僕の目に、とても気になる看かん板ばんが飛び込んだ。

　それは、

「プールにて『大だい王おうイカすくい』開かい催さい中！」

　というものだった。

　え、なに、大王イカすくえるの!?　すくうポイとか、どんだけでかいんだろう……。

『大王イカすくい』に興きよう味みを持った僕は、ここからプールまですぐ近くということもあってちょっと覗のぞきに向かった。

「うわぁ……」

　意外にも『大王イカすくい』はなかなか盛せい況きようなようで、プールサイドに上がるとたくさんの人が居た。それぞれに「どんだけ！」とつっこみたくなるくらいの大きさのポイを掲かかげて、プールのあちこちで出ている蠢うごめく触しよく手しゆと戦っている。触手はとてもか細いものから、果ては大木ぐらい太いものまである。とりあえず、巨きよ大だいポイで巨大触手と格かく闘とうしている人たちを見て思った。

　いや、物理的にあれ絶対すくえないよね！　みんな騙だまされてるから！

　そんな光景の中、プールサイドにはちょこちょこと食べ物の屋や台たいが並んで、その中に『大王イカすくい受付』と書かれたテントを見つける。

　誰だれが受付しているのか何となく予想できて、遠くから覗いてみるとやはり予想通りの人がそこに居た。

　僕はちょっと挨あい拶さつしに行く。

「こんばんは、佐さ紋もん先せん輩ぱい」

「ん、貴き様さまか」

　と鋭するどい視線を向けてくる金色の髪かみの女性。

　そのテントで腕うでを組んで立っているのはヒトデの髪飾りを着つけた──佐紋先輩だった。

　服装は海の生物がたくさん描かれた空色の浴衣ゆかた姿すがた。

　その少しコミカルな浴衣とは裏うら腹はらに、全身からは冷たく厳きびしい雰ふん囲い気きが立ち込めている。

　厳いかめしく僕を睨にらむ先輩に、邪じや魔まだったのかな……と思っていると、佐紋先輩はテントから出てきて言ってきた。

「貴き様さまに見せたいものがある」

「見せたいもの？」

「付いてこい」

　すたすたと歩いていく先せん輩ぱいの金色の後うしろ髪がみを追いかける。

　受付を抜け出して大だい丈じよう夫ぶなのかな……と思いながらも後に続くと、佐さ紋もん先輩はプールサイドの食べ物の屋や台たいの前で足を止めた。

　その屋台は『タコ焼き』で見た感じ店主が居ないように見えるのだけれど、しかし、今まさにタコ焼きが焼けているところで美味おいしそうな匂においが流れてくる。

　佐紋先輩はその屋台に向くと声を掛けていた。

「タコ丸！」

　……タコ丸？

　首を傾かしげていると、赤いタコが屋台の上に姿を現した。タコ焼きの材料かと一いつ瞬しゆん思ったけど、違っていた。それは普ふ通つうのタコではなくて、ロボットのタコだ。

「なんですかい、お嬢じよう！」

　その口調で確信する。

　タコ焼きの屋台に居るのは、期末テストで自じ爆ばくしたタコロボット一号だった。

「あ、直ったんですね！」

「ああ」

　驚おどろきと喜びを込めて言う僕ぼくに、佐紋先輩も少し嬉うれしそうに頷うなずいてくる。

　タコロボットは「世話掛けたな」と言ってきて、僕はそのタコと佐紋先輩を交互に見る。

　そうしていると、さっきの言葉が気になってきて尋たずねた。

「さっきのタコ丸って？」

　それに答えたのは、タコロボットだった。

「いいだろー、お嬢に付けてもらった名前なんだ」

「名前!?」

　一号とか二号とか、ロボットを無む機き質しつな番号で呼んでいた先輩が、ちゃんとした名前を付けたんだね……。

　タコロボットの一号──改め、タコ丸は嬉しそうに足で丸い頭を搔かいていた。

　僕に見せたいものってタコ丸のことだったんだな。

　良かった良かったとそう心の中で頷いていると、佐紋先輩はタコ丸に命令していた。

「タコ丸、あれを出せ」

「へい、お嬢！」

　威勢良く返事をしたタコ丸は、屋台の下に潜もぐり、しばらくして紙袋を足に絡からめて出てきた。

　その紙袋を受け取る佐紋先輩は、僕にその紙袋を差し出してくる。

「これが、貴き様さまに見せたいものだ……」

「え？」

　タコ丸だけじゃなかったんだ……と思いながら、なんだろう？　と首を傾かしげながら先せん輩ぱいから紙袋を受け取る。

「これは？」

「いいから、開けてみろ」

　紙袋の口を開けて覗のぞき込こんで見ると銀色のモノが見えた。

　それはとても見み覚おぼえのある輝かがやきで、ハッと先輩を見ると頷うなずいて言ってきた。

「貴様の大切な時計だ」

　手を入れて取り出すと、それは銀色の懐かい中ちゆう時計どけい。

　バラバラになってしまったじいちゃんの懐中時計が僕ぼくの手の中で時を刻きざんでいた。

「ただ、部品が足りなくて少し手を加えさせてもらった……綺き麗れいに元通りにできなくて、すまない」

　と申し訳なさそうに言ってくる佐さ紋もん先輩。

　確かに懐中時計は、前と少し形が変わっている。

　前は円形の形だったのが、今は貝かい殻がらみたいな形に変わっていた。

　それでもしっかりと修理された時計に感かん激げきする僕は、先輩にお礼を言った。

「ありがとうございます！　佐紋先輩！」

　それに金色の髪かみの女生徒は顔を赤くすると、咳せき払ばらいして言ってきた。

「ふん、もしまた壊こわれたら持ってこい。今度はウニの形の時計に修理してやるよ。本当はその形よりもウニの形の方が良いと思っているんだ」

「いやいや、それ、刺さって持ち運べないし、時計見るたびに血まみれになりますよ」

「じゃあ、ハリセンボンとか」

「変わらないですよ！」

　絶対、壊さないように気をつけよう……。

　そう固く心に決める僕は貝殻の形になった時計や、ヒトデの髪飾りや、タコ丸や、プールで蠢うごめく数多あまたの大だい王おうイカを見て、ふと気になったことがあって尋たずねてみた。

「あのー、そういえば、佐紋先輩って召しよう喚かん士しの特とく殊しゆ資し格かくを持っているんですよね」

「そうだが」

「どうして、火のドラゴンとか、大きな獣けものとかのロボットじゃなくて、海の生物のロボットを使っているんですか？」

「変なことを聞く奴やつだな」

　と言う先輩は両手を腰こしに当てて力強く言ってきた。

「海の生物を使うのは、もちろん、私が〝召喚Seaシー〟だからだ！」

　え？

　冗じよう談だんかと思ったけど、顔が本気だった。

　……佐さ紋もん先せん輩ぱい思ったよりも天然だ。

　よく召しよう喚かん士しの資格取れたな……。

　そんなことを思いながらもメリアさんやユキヒメのことを思い出して、僕ぼくはヒトデの髪かみ飾かざりを着つけた先輩に挨あい拶さつして、それからタコ丸からタコ焼きをプレゼントされ、その場を後にした。




「ごめん、おまたせ！」

　メリアさんとユキヒメと別れた場所に戻ると、二人は僕のことを待ってくれていた。

「ミカゲ様、てっきりスライムを狩る初しよ期き勇ゆう者しやにやられたのかと思いました」

「ミカゲくん、お腹なか壊こわしたの？　ミカゲリ止めいる？」

　と、二人ともそれぞれ心配してくれていたようで、ミカゲリ止めが気になりながらも僕はもう一度謝あやまってから、プールでの佐紋先輩とタコ丸のことを話して、懐かい中ちゆう時計どけいを見せた。

　懐中時計が直ったことを二人とも喜んでくれて、それからまた出で店みせを回り始める。

　回っていると見知った顔ぶれがちょくちょく視界に入ってきた。

　禍まが々まがしいお神み輿こしをわっしょいわっしょいしている横で、赤毛ツンツンの番長が乗る神輿を負けじとわっしょいわっしょいしている子分たち。その番長は炎ほのおの模も様ようの浴衣ゆかた姿すがたで、子分たちはＡ、Ｂ、Ｃ、Ｄと書かれたひょっとこのお面を被かぶった法はつ被ぴ姿だった。

　それから、ワイングラスにかき氷を入れて、白い歯を輝かがやかせている金きん髪ぱつナルシスト男。服装は浴衣ではなくて、キラキラと金色に輝くジャケットを着ている。なんかスーパー成なる我が状じよう態たいを見み慣なれてしまったせいで、通常時の成我くんに違和感を覚おぼえてしまった。

　それから、道の端はしっこで生気のない顔で佇たたずんでいる多た々だ野のさん。服装は浴衣……ではなく、白い装しよう束ぞくに、頭に白い三角形の頭ず巾きんを着けている死しに装しよう束ぞくだ。なんであんな格かつ好こうを……。まるで幽ゆう霊れいのような出いで立たちの少女に、通行人はビビッていた。

　それから、どこかの屋や台たいでゲットしたのか風船の剣をぶんぶん振り回して通行人に迷めい惑わくを掛けている仲なか弐にさん。着ている浴衣は一見して可愛かわいいのだけれど、背せ中なかに「惡あく」の一文字が書かれていた。

　それから、人込みの中を走り去っていく隼はやぶさくん。服装は、浴衣ではなく陸上のユニフォームだ。意味がわからん。

　そして、ふと兄きよう弟だい喧げん嘩かのような声が聞こえて振り向けば、賞品が豪ごう華かすぎる胡う散さん臭くさいクジに大金をつぎ込んで、ガラクタばっかゲットしている忍にん者じや兄弟もいた。

「ちょっと何やってるの！」

　ユキヒメは、そんな忍者兄弟を注意しに行き、唐とう突とつにメリアさんと二人きりになる。

　普ふ段だん見慣れないエプロンドレス以外の服装をしているメイドに視線を向けると、メリアさんは気になる物があるのか何かをじっと見ていた。

　その視線を追いかけると、屋や台たいがあり、その屋台に『すこんぶ飴あめ』という看かん板ばんが出ていた。

　な、なんだろう、すこんぶ飴って……。

　怪あやしげな名前に辟へき易えきしながらも、僕ぼくは訊きいた。

「メリアさん、あれ欲しい？」

「いえ、大だい丈じよう夫ぶです」

　と言ってくるものの、メリアさんの目は屋台に釘くぎ付づけだ。

　その浴衣ゆかたの女性に苦笑する僕は、咳せき払ばらいして言った。

「買ってあげるよ。期末テストの幻げん惑わくの間まだったっけ、そこで美味おいしい酢す昆こん布ぶ買ってあげるって約やく束そくしたしさ」

　まあ、すこんぶ飴が美味しいかどうかは分からないけど……。

　その僕の言葉に、メリアさんは迷いながらも「では……お言葉に甘えて……」と、申し訳なさそうに言ってきた。

　それに頷うなずく僕はすこんぶ飴を買いにいく。

　どんなモノかと思えば、リンゴ飴のように割りばしに刺さっている丸い飴で、色は昆布色だった。

　これは本当に美味しいのだろうか。

　悩みながらも買った僕は、メリアさんに手渡した。

「はい、メリアさん」

「ありがとうございます」

　と受け取るメリアさんはそのすこんぶ飴を口元に運んでいくとペロッと舐なめる。

　するとハッとした顔をして今度は、パクッと齧かじり付ついていた。

　それから美味しそうに食べる黒くろ髪かみの女性の姿に。

　本当に酢昆布が好きなんだな……。

　と感じる僕は、ふと、その首元で藍あい色いろに輝かがやくモノを見てなんだか温かい気持ちになった。




　そうしていると打ち上げ花火がもうすぐ始まるというアナウンスが流れてくる。

　僕はメリアさんとユキヒメに加えて忍にん者じや兄弟と一緒に、見晴らしの良さそうなグラウンドへ向かう。

　すると、みんな同じことを考えているのかクラスメイトたちもたくさん居た。

　個性的な面々を見て、賑にぎやかだなと感じていると──

　一発の花火が空に咲いた。

　遅れてドンという音が響ひびいて、それを皮切りに次々と大きな花火が空を彩いろどっていく。

　それから次第に小さな花火や、形を描き出す花火などなど趣しゆ向こうを凝こらした花火が続々と打ち上げられ空が一気に色どり豊かになっていく。

　しばらくその咲さき誇ほこる花火に目を奪うばわれていると、ふと、空の隅すみっこの方で小さく咲いている花火に気がついた。

　それは形を描き出す花火で、何度も何度も同じ形に咲いては消えて咲いては消えてを繰くり返かえしている。

　周まわりにいるみんなも気付いたようで、「変な形の花火だな」「なんの形を示してるんだろう？」「弱そう」「ヘタレっぽい」と口々に言っていた。

　それは先が尖とがったような歪いびつな円形の花火で……。

「私は好きです、あの形」

　傍かたわらに居る浴衣ゆかたが似合う黒くろ髪かみの女性はそう呟つぶやいていた。その言葉を聞いて僕ぼくはついニヤついてしまった。その顔を見て、メリアさんが不思議そうに尋たずねてくる。

「どうしました？　スライムの頰ほおが緩ゆるんでおりますよ？」

「いや、なんとなく嬉うれしいんだ……」

「嬉しい？」

　僕はメリアさんの首元に視線をチラッと向けるけれど、正直に話すのが恥はずかしくて笑ってしまい二番目の理由を口にした。

「昔はじいちゃんとよくお祭りに行ってたんだけど、身体からだを悪くしちゃってからは行ってなかったからさ……こうやってみんなで花火見たりするのって楽しいし懐なつかしいんだ。やっぱりみんなで一緒に何かするのって楽しいよね」

「なるほど」

　と、静かに頷うなずくメリアさんに、僕は花火を見ながら尋ねてみた。

「メリアさんはお祭りって好き？」

「はい。……小さい頃ころに家族と一度だけ一緒にお祭りに行ったことがあるのですが、その時は厳きびしかった親も優やさしくしてくれて、辛つらい訓練のことなどを全すべて忘れることができました。まるで楽しい夢の中に居るような感覚だったことを覚おぼえています」

「そっか…………」

　メリアさんは勇ゆう者しやの資格を取るために大変な日々を送ってきたんだよね……。

　その艶つややかな黒髪の女性の昔話に驚おどろきながら、そして胸むねを痛めながら、掛ける言葉を探すのだけれど僕にはなかなか見つからない。

　そんな僕の目に、ふと、先ほどの歪ゆがんだ円形の花火が写る。

　空の隅っこで輝かがやきを繰り返す歪で小さな花火。

　それを見ていたら自然と言葉が湧わき上あがってきて、自然に言葉が出た。

「じゃあさ、来年も魔ま王おう学がく園えんの夏祭りに参加して、一緒に花火を見ようね。僕、ちゃんと進級できるように頑がん張ばるから」

「はい」

　優やさしく頷うなずくメリアさん。僕ぼくはその首元を見て、それから夜空に打ち上がる花火を見て、また嬉うれしくて笑ってしまった。




　──僕が笑顔になってしまった一番の理由は、夜空に何度も輝かがやく花火の形と、メリアさんの首元に輝くペンダントの形がとても似ていたからなんだ。
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　　　あとがき




　この本をお手に取ってくださり、ありがとうございます。泉いずみ谷たに一かず樹きです。

　私が小学生の頃ころのことですが、学校に自分の「一番」大切なモノを持ってきて、みんなの前で紹しよう介かいするという授業がありました。

　その時の私にとって一番大切だったモノは、物心付いた時からずっと一緒だったキャラクターの描かれたタオルでした。しかし、私はそれを持っていかず、代わりに二番目に大切だったクマのオルゴールを持っていき、これが自分の一番大切なモノだとみんなの前で紹介しました。

　なぜ、そんなことをしたのかというと、単純に、自分の大事にしているモノを誰だれかに触られたり、汚されたりするのが嫌いやだったからです。また、たくさんの人の前で紹介してしまうと自分だけのモノ感が薄うすれてしまいそうで、それを避けたかったのです。

　その経験から、誰かが紹介してくる「一番」は、本当はその人にとっては一番ではないのではないかと、たまに穿うがった見方をしてしまうことがあります。

　そういうことで……。

「あなたの一番好きな作品はなんですか？」と、どなたかに尋たずねてみて、本作とは違う作品の名前が上がったら、「ああ、きっとこの人は一番を隠しているんだな……本当は魔ま王おう学がくが一番なんだけど、あえて二番目を出してきたんだな！」って、ドヤ顔で思えるぐらいの図太く強きよう靭じんな精神を持ちたいものです（……私はなに言ってんだ）。

　ちょっと変な空気になってしまいましたが……本作が、読者の皆様の心に少しでも残ったならば幸さいわいでございます。




　最後に、ご迷惑を掛けまくる私にたくさんのアドバイスをくださいました担当の粂くめ田た様。美しいイラストを本作に付けてくださいました、しゅがすく様。そして、この本が出版されるまでにご助力いただいた方々に深く感かん謝しや致します。

　そして、一巻だけではなく二巻も手に取ってくださいました読者様に最大の感謝を──

　本当にありがとうございます。

　またお会いできましたら、どうぞよろしくお願い致します。





泉谷一樹　
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泉いずみ谷たに一かず樹き

家に引きこもってパソコンのキーボードを叩きまくるという修行をしているのですが、レベルが上がって筋肉ムキムキになるどころか、むしろコミュ力的なレベルが下がって身体もガリガリになっていくんですが、これはバグなんでしょうか……。え、仕様!? （愕然
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しゅがすく

しゅがすくです（●[image: ▽]●）

わたしはアヤネさんのような上司が欲しいです。

厳しくもスケベイな上司さんでお願いしたいです。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。
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